
    
      
        
      
    

  











































































ちょっぴり年上でも彼女にしてくれますか？　～好きになったＪＫは２７でした～
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　古今ここん東西とうざい、お姫様は一目惚ぼれが多すぎると思う。

　シンデレラも白雪姫も人魚姫も親指姫も眠れる森の美女も、果てはジュリエットに至るまで、有名なお姫様の多くが初対面で恋に落ちている。

　いきなり惚れて、完全に胸を撃ち抜かれて、『これは運命の出会いだわ！』みたいなノリで盛り上がって、交際期間なんかゼロで相手のプロポーズを受け入れちゃう。なんだよ、結局顔が全てなのか？　それとも王子様という立場か？　金と権力を持つ美形が最強ってオチなのかそうなのか？

　お姫様だけではない。

　王子様だって大概たいがいだ。

　顔見ただけで惚れて、『おお、なんと美しい娘だ、私の妻としよう』みたいなテンションで盛り上がって、交際期間なんかゼロで相手にプロポーズしちゃう。中には相手の寝顔を見ただけで惚れる猛者もさもいる。やれやれ、所詮しよせん女も顔ってことかよ。顔と若さが女の全てってオチなのかそうなのか？

　とにもかくにも、全体的にスピード婚だ。超速攻でゴールインして、その後二人はいつまでも幸せに暮らしましたとさ、なんて締めの文句で終わる。バッドエンドのロミジュリにしたって、全体を通して二週間ちょいというかなりの巻き展開。

　現代のハーレムラブコメの中には『なぜヒロインが主人公に惚れたのかわからない』なんて叩たたかれる作品もあるけれど、個人的に言わせてもらえば、その手の突っ込みはむしろ古典文学の方に入れるべきだろう。

　わかんねえ。

　お姫様が、王子様が、なんで相手に惚れたのかわかんねえ。

『一目惚れ』という、最高の便利な言い訳で全てを片付けてんじゃねえよ。

　とか。

　まあ。

　そんな風にひねくれた指摘をして悦に浸っていたのが、彼女と出会う前の俺おれだった。

　今となっては──実際に『一目惚れ』を経験してしまった今となっては、考えが一八〇度変わった。手のひらクルクルだ。一目惚れは実在する。古今東西のお姫様や王子様にも、今ならば感情移入できる。イギリスの推理作家が言ったらしい『一目惚れ以外は恋愛ではない』という暴言めいた名言にも、ちょっとばかし納得しそうになってしまう。

　あの日、あの瞬間で、俺は一目惚れをした。

　いや。

　あるいは──一目惚れだったことにしたいのかもしれない。

　惚れてしまったからこそ、一目惚れだったことにしたい。好きになったからこそ、最初の出会いが特別なものだったと思い込みたい。運命のようなもの感じていたい。二人のなにもかもを神聖視してしまいたい──そんな脳内補正が働いている可能性も否めない。

　一目惚れの正体というのは、案外そんなものなのかもしれない。

　言ってみれば、恋愛脳が引き起こす自己洗脳。

　一目見ただけで惚れるわけではなく、好きになって惚れてから、『思い返してみれば初めて会ったときから、なんか運命的なものを感じていた気がする』と、後になってから自分にとって都合のいいように記憶が再構築される。そういった後づけやこじつけのことを、人は『一目惚れ』と、そう呼んでいるのかもしない。

　さて。

　まあ。

　照れ隠しの前置きはこれくらいにして、そろそろ本題へと入ろうか。

　まずは、俺達の出会いから。

　今になって思い返すと──全ての真相が明らかになってから思い返すと、笑ってしまいたくなるぐらいに滑稽こつけいで奇抜で不思議で、それこそ、お伽噺とぎばなしのような出会いだった。
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「……はあ」

　月曜日の早朝。

　慣れない満員電車の中、俺おれは小さく溜息ためいきを吐ついた。

　今の時間帯は通勤通学ラッシュど真ん中。俺の乗る駅からでは、座ることはもちろん、吊革すら摑むこともままならない。まあ、吊革を摑めない程度で文句を言っていては、首都圏に住まう人達に笑われてしまうのかもしれないけれど、東北の地方都市に住む俺の感覚としては、電車＝座って乗るもの、だ。

　いつもは二本ぐらい早い電車に乗り、座席に座って優雅な通学タイムを満喫している。月曜日ならば駅前のコンビニでジャンプを買って電車内で読み、そして早く着いた教室でもう一度ゆっくりと、巻末コメントや次週予告までじっくりと読み直すのが、俺のアルティメット・ルーティーン。

　しかしそんな習慣は本日、寝坊という大変シンプルな要因で無残に砕け散る。

　ぬう。やっぱり漫画なんか読んでないで、早く寝るんだったな。なんで最近の漫画アプリはどれもこれも零れい時ジャストに更新するんだよ？　朝起きてから読んだ方がいいとは頭じゃわかってはいるんだけど、ついつい夜更ふかしをしてしまう。

　零時更新の漫画アプリのために夜更かしをし、そのせいで寝坊し、ジャンプを読みそびれてテンションが下がる──それが俺、桃田ももた薫かおる、高校一年生の、五月の日常だった。

　ジャンプ・ロスと満員電車によって体力と気力がガンガン削られていく中、電車が一つの駅に停車した。

　開いたドアからさらに乗客が入ってきて、俺は車内の奥へ奥へと追いやられてしまう。反対側のドア付近にどうにか自分のスペースを確保した。

　そのとき、である。

　俺は──一人の女子高生に目を奪われた。


「…………」



　綺麗きれいと、かわいいが、同時に心を埋め尽くした。

　紺のブレザーに身を包んだ彼女は、ドアの窓から外の景色を眺めている。

　真っ白な肌と、整った目鼻立ち。どこか幼さの残る顔立ちながら、長い睫毛まつげや薄く引いたリップが『女』を強く強調する。長く艶つややかな黒髪からは清楚せいそな雰囲気が漂うが、今時の女子高生らしく、毛先は軽く遊ばせてあった。

　特有の熱気に満ちた満員電車の中で、彼女だけが淡く涼やかな光を纏まとっているような、そんな錯覚さえ見えた。

「……っ」

　ハッと我に返り、慌あわてて視線を外の景色に向ける。やべえ、いくらなんでも見すぎた。

　でも思わず見惚みとれてしまうぐらい、綺麗だった。かわいかった。

　そして……大きかった。

　ブレザーの内側、薄手のニットを押し上げる双丘そうきゆうには、男を一目で狂わす魔力があった。豊かというか、たわわというか。存在自体が性犯罪だと訴えたくなるような、恐ろしくも素晴らしき豊乳。プリーツスカートから伸びる脚は黒いストッキングに包まれ、細すぎず太すぎずという絶妙なバランスを保ち──

　って、いや。

　どんだけセクシャルな部分に注目してんだよ、俺。朝っぱらからムラムラし過ぎだろ。

　にしても……妙だな。

　あのブレザーは確か、桐凛とうりん女学院の制服だったはず。ここらじゃ有名な私立のお嬢様高校だ。けどこの電車は、桐女とうじよとは反対方向の駅に向かっている。現に彼女以外、桐女の制服を着ている奴やつは一人もいない。乗り間違えならどこかで降りているだろうし……となると、なにか忘れ物でもしたのだろうか。

　妙な違和感を覚えて、俺は再び彼女を見やる。そう、違和感だ。決して性欲からではない。電車の揺れに合わせて揺れるたわわな果実を運良く見たいなんて微塵みじんも思っちゃいない。

　ちらりと、視線だけを横に動かして──そして気づく。

　彼女が、真まっ青さおな顔をしていたことに。

　体調不良ではない、と直感的に思った。なぜなら彼女はその端正な顔を、恐怖に引きつらせていたから。引き結んだ唇は小さく震え、脇に下げた手はプリーツスカートを、不格好なシワができるほど強く握り締めている。

　その理由はすぐにわかった。

「──っ!?」

　痴漢ちかん。

　俺の目が捉とらえたのは、リアルタイムで行われる痴漢の光景だった。

　女子高生の臀部でんぶを、混雑に紛まぎれて馴なれ馴なれしく撫なでる手。

　その手は、彼女の背後に立つ男から伸びている。眼鏡めがねをかけたサラリーマン風の男。一見すると真面目まじめそうな風体で、とても性犯罪をする奴には見えない。しかし手つきは淀よどみなく、顔は平静そのもの。もう片方の手ではスマホを操作する隠蔽いんぺい工作。

　ずいぶんと慣れた様子である。

　おいおい、マジかよ……。

　朝っぱらからなにやってんだ。

　ああ、いや、痴漢って意外と朝が多いんだっけ？

　無抵抗の美少女に卑劣な魔手が迫る光景。腹の底から義憤にも似た思いが湧わき上がるが、しかし初めて遭遇した異常なシチュに、頭の方がパニクってしまう。

　ど、どうしよ……？

　見てしまった以上無視はできない。なにより彼女をこれ以上放ってはおけない。助けたい。でも、どうすれば……。ここで下手な騒ぎを起こしても彼女のためにならないかもしれない。きちんと犯罪として立証するためには、冷静に証拠写真でも撮った方がいいのか──などと必死に考えていたとき。

　彼女がこちらを見た。

　目が合う。

　涙に潤む瞳ひとみに見つめられた瞬間──あらゆる計算が頭から消えた。

　考えるより先に体が動く。

「──おいっ！」

　強引ごういんに人混みを搔かき分けて足を踏み出し、サラリーマン風の男の手を摑んだ。「ひっ、なっ」と悲鳴にも似た声が男の口から上がる。

「なにやってんだよ、てめえ」

　恐怖を必死に押し殺し、できる限り凄すごんでみせる。本当はかなり怖い。相手がいきなり逆上してきたらと思うと、足が震えそうになる。

　本当の俺は皆勤賞を目指している真面目な優等生（帰宅部）なのだけれど、相手を威圧するため、必死に不良っぽい演技をしてみせる。

　グッ、と相手の腕を荒々しく摑み上げる。

　幸いなことに相手の男は華奢きやしやで、俺よりも背が低かった。

「な、なんだ、きみは!?　いきなり、なにをするんだ……？」

「とぼけんじゃねえよ。てめえ、さっきからずっと──」

　そこでふと、彼女の顔が目に入った。恐怖と驚愕きようがくに歪ゆがんだ、今にも泣き出しそうな顔。ああ、やってしまった。安易に行動すべきじゃなかった。

　俺が騒ぎ立ててしまったせいで、周囲から奇異の視線が集まっている。「なになに？」「痴漢だってさ」「痴漢!?　マジで!?」「ウケるんだけど」「誰だれ？　誰がやったの？」「勘違いじゃねえの？　最近、痴漢の冤罪えんざい増えてるらしいし」「自意識過剰な女ってやだねー」興味本位の視線と声が車両内で大氾濫はんらん。スマホのカメラを向けてくる奴までいる。

　これじゃ痴漢を捕まえたところで、彼女も一緒に晒さらし者になってしまう。

　くそ。どうすればいい。どうすれば。

　必死に考え抜いた末に俺は、

「──ず、ずっと、俺のケツを触ってたじゃねえかよ！」

　と叫んだ。

　加害者である男も、被害者の彼女も、ポカンとした。

　周囲にも変な空気が流れ、やがて失笑めいた笑いが漏もれる。「え、噓うそっ。男が痴漢されたの？」「それって痴漢じゃなくて痴女じゃね？」「いや、男が男に触ったみたいだよ」「ウケるんだけど」「まあ恋愛は自由だし」猛烈な羞恥しゆうちがこみ上げてくる。

　けど、今更後に引くわけにはいかない！

　押し通せ！

「ま、まったく……朝っぱらから盛ってんじゃねえよ。いくら俺のケツが、つい触りたくなるぐらいキュートだったからってさ！」

「な、なにを言ってるんだ……？　私は男になんか──いたっ」

　腕を強く摑み反論を止める。いやいや頼むよサラリーマン風のおっさん！　頼むから話合わせろ！　あんただって痴漢で訴えられるよっか、スキンシップが激しいおっさんと勘違いされる方がまだマシだろ！　事を荒立てたくねえんだよ！　見逃してやるから空気読んでくれマジで！

　そんな俺の必死のアイコンタクトが通じたのか……はたまた、必死過ぎる形相にビビったのか、相手の男は完全に沈黙してしまう。

「ふんっ。二度とすんじゃねえぞ！」

　強く言い切り、俺は元の位置に戻って窓の外を睨にらむ。……後ろを見る勇気はない。ザワザワ、ザワザワ。あーあ、みんなが俺の話をしてるよぉ。

　電車が次の駅に止まると、加害者の男は逃げるように電車から降りた。けど、残念ながらまだ俺の降りる駅ではない。メチャクチャ降りたいけど、ここで降りたら遅刻確定なので皆勤賞のために耐える。

　相手がいなくなったせいで、周囲の興味は俺に集中する。次から次へと伝言ゲームが繰り返され、いつしか「あいつあいつ、なんか、あの男子が痴漢をしたみたい」とか言っちゃう奴まで現れる始末だ。衆愚しゆうぐって怖いねー……。

　結局、降りる駅に到着するまでの十分間、俺は無責任な興味の集中砲火を食らうハメとなる。下世話なヒソヒソ話には心底辟易へきえきしたけれど──でも、彼女が痴漢に遭ったことには誰も気づいていないようで、それだけはよかったと思った。







　終点の駅に到着した後、俺は逃げるように電車を降り、改札を小走りで抜けた。

　はあ。噂うわさになったらどうしよう？

　さっきの車両には同じ学校の奴も結構乗っていた気がする。常識ないバカが俺の写真をインスタとかに上げてたりして……あー、終わったかもなあ、俺の高校生活。

　憂鬱ゆううつに押し潰つぶされそうになりながら、歩く速度を緩めたとき、

「──ま、待って！　待ってくださいっ！」

　背後から声をかけられた。足を止めて振り返ると、さっき痴漢の被害に遭っていた女子高生が走ってくるところだった。

「はあ、はあ、よ、よかった……間に合った」

　彼女は両手を膝ひざにつき、呼吸を整える。前かがみになったせいで、意識したわけではないのだろうけど、豊かな胸部が一層強調される形になった。

　やべえな。改めて正面から見ると、本当にデカいし……本当にかわいい。

　髪はサラサラで目鼻立ちもくっきり。化粧も、いわゆるナチュラルメイクというやつなんだろう、変に濃すぎたりすることもなく、実に自然な美しさに仕上がっている。制服は全体的にややサイズが小さいようで、それがまた彼女の肉感的な体型を強調する。

　美少女といっても、学校にいるただ見た目が綺麗な少女とは少し違う気がした。

　色気というのかなんというのか……とにかく、そこら辺の女子高生には出せない、どこか大人びた雰囲気を感じる。

「あ、あのっ、さっきは本当にありがとうございました！」

　息を整えた後、彼女は深々と頭を下げた。

「私……本当に、怖くて怖くて……どうしたらいいか、わかんなくなっちゃって。きみのおかげで本当に助かった。ありがとう。あと……迷惑をかけてしまって、ごめんなさい」
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「いや、べ、別に……」

　言い淀む俺。

　あんまり丁寧ていねいにお礼や謝罪を言われてしまうと、こちらも恐縮してしまう。

「大したこと、してないっスよ。つーか……俺の方こそ、すみません。本当はあの男のこと、車掌か駅員さんに突き出した方がよかったと思うんですけど」

　本来はそうすべきなのだろう。罪に正しい罰を与えるためには──痴漢に正しい社会的制裁を与えるためには、罪を明らかにして法で裁かせるべきなのだ。

　けれど俺は、俺の勝手な判断で、奴の罪を誤魔化ごまかしてしまった。

「そんなっ。謝らないでよっ！」

　俺の謝罪を、彼女は強い声で否定した。

「私が恥をかかないように、自分が被害に遭ったことにしてくれたんだよね？」

「……まあ」

「ごめんね。私のせいで、恥ずかしい思いさせちゃって」

「き、気にしないでください。俺が勝手にやったことだから」

「……ありがとう。きみに助けてもらえて、本当によかった」

　潤んだ目を細めて、朗ほがらかに微笑ほほえむ。

　俺は照れくさくなって、つい顔を逸そらしてしまう。

「あっ。大変、もうこんな時間っ」

　駅ビルの外壁にある時計を見て、彼女が慌てた様子で叫ぶ。時刻はすでに八時を回っている。これからお互い、それぞれの学校に向かわなければならない。

　彼女とは、ここで別れたらたぶんもうこれっきり──そう思った瞬間、どうしようもない喪失感に襲われた。

　もっと話がしたい。また会いたい。そう思ってしまう俺がいる。

　ど、どうしよう……。

　これは、連絡先とか聞いちゃっていい流れなのか？　いやでも迷惑かもしれないし、てかこのタイミングで聞いたら、『痴漢から助けてやったんだから連絡先ぐらい教えろよ』と恩に着せてるみたいだよな。たとえ内心じゃ嫌がってても負い目から教えてくれそうで、だからこそ聞きづらい……いやでもやっぱり──

　などと、考え過ぎるぐらい考え過ぎてしまい、俺が一歩を踏み出せずにいると、

「あ、あのっ」

　緊張で裏返ったような声で、彼女が口を開いた。

　見れば、色白だった頰ほおが真まっ赤かに染まっている。

「よ、よかったら……連絡先、教えてもらえないかな……？」

　後半はボソボソと消え入るような声。俺は目をパチクリさせてしまう。

「えっと……その、今日のこと、また改めて、ちゃんとお礼がしたいから……。ダ、ダメなら全然大丈夫だけどっ」

「ダ、ダメじゃないです！　喜んで教えます！」

　お互いにスマホを取り出し、ラインＩＤを交換する。

「桃田薫、くんでいいのかな？」

　連絡先の交換が終わった後、彼女がスマホの画面を見ながら呟つぶやいた。「はい」と頷うなずいて俺もまた、自分の画面を見る。どうやら彼女も俺と同じく、本名でラインを使っているタイプのようだった。

　ようやく彼女の名前を知ることができた。

「織原おりはら、姫ひめ、さんですか？」

「……はい」

　確認すると彼女──織原さんは恥ずかしそうに頷いた。

「あ、あははー。な、なんか恥ずかしいよね、姫だなんてさ。小さい頃ころならかわいい名前なんだろうけど、この年になるともう──」

「いや」

　俺は言う。

　自分でも、どうしてこんな台詞せりふを言ってしまったのかは、わからない。

「ぴったりだと思います……よ」

「～～っ。そ、そんな、やだっ。もう、なに言って……うう」

　織原さんの顔がみるみる赤くなっていく。俺もきっと似たような顔色になってるんだろう。恥ずかしくて照れくさくて、どうにかなってしまいそうだった。

「……あ、ありがと、桃田くん」

　ぽつりとそう言って、織原さんは嬉うれしそうに恥ずかしそうに微笑む。その笑顔があまりにも眩まぶしくて、俺は胸が締め付けられるように痛んだ。

　痛みの正体は、まだわからなかった。
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「……好きな女ができた？　ちっ。死ねばいいのに」

　友人である浦野うらの泉いずみの反応は、予想取り辛辣しんらつだった。

　昼休み。

　俺はいつものように空き教室の一つで、ウラと二人で昼食を食べていた。俺達の他ほかには誰もいない。高校に入って一ヶ月。昼休みの教室は、リア充というのかパリピというのか、とにかく社交的で賑にぎやかな連中の空間と成り果てている。

　俺はどうにもそういった空気には馴染なじめず、校舎の端っこの方にある空き教室までわざわざやってきて、気の置けない友人と昼食を取ることにしていた。

「す、好きだなんて言ってねえだろ。ただ……気になるっつーか、なんつーか。あくまで、好きになったかもしれないという可能性の話をしてるだけであって……」

「キメえな。デカい図体してるくせに女々しいこと言うなよ。この、裏切り者が」

「裏切り者って……意味わかんねえな。なにが裏切りなんだよ？」

「モモだけは僕を裏切らないと思ってたのに……」

　長い前髪から覗のぞく目に、呪のろいと憎しみの感情を滾たぎらせるウラ。

「青春だの恋愛だのという欺瞞ぎまんに満ち満ちた幻想に騙だまされることなく、共に気高き陰キャ道を歩んでいけると思っていたのに」

「……なんだよ、陰キャ道って」

「思い出せよ、モモ。中学時代、クリスマスやバレンタインといったクソみてえなイベントの日には、いつも僕と一緒に世界を呪っただろ？　企業戦略に踊らされる頭の足りないバカ共を嘲笑ちようしようの的として、一緒に美味うまい酒を飲んだだろ？」

「やめろ、ウラ。黒歴史を掘り起こすな。俺はもう、そういうのは中学で卒業したんだよ。高校じゃ普通に彼女とか作りてえんだ」

　そして酒は飲んでない。飲んだのはシャンメリーだ。男二人で世界を呪いながらシャンメリーを飲むようなクリスマスは、もうたくさんなんだよ、俺は。

「けっ。所詮はお前も、恋愛とかいう愚かな価値観に溺おぼれる凡愚ぼんぐの一人かよ。モモなんか嫌いだ。あっち行け、バーカ。性病で死んじゃえ」

　ウラは拗すねたように顔を背け、野菜ジュースから伸びるストローに口をつけた。俺は溜息をつく他ない。

　浦野泉。

　背は低く、体つきも華奢きやしや。よく見ると結構整った顔をしているのだけど、その全てを台無しにするボサボサの髪と、死んだ魚のように生気がない眼。暗黒の双眸そうぼうは時々輝くこともあるけど、それは大体リア充の不幸を『ザマァアアア！』と嘲笑するときだ。

　俺とは小学生の頃からの腐れ縁だ。

　あと一人の男を加えて、三人でツルむことが多かった。

　ウラこと浦野泉は、小さい頃は割と快活で明るくて、クラスのリーダー的存在になるような子供だったんだけど、天国のように地獄だった中学時代を経て、このような陰キャの中の陰キャと成り果ててしまった。

「だいたい、なんだよ、電車で痴漢に遭ってたとこ助けるってさ。漫画かよ」

「しょうがねえだろ。実際そんな事態に遭遇しちまったんだから」

「ふん。どうせその桐女の女子も、偏差値の低さと比例するような短い丈のスカート穿はいて、女をアピールしてたんだろ？　ヤリマンだよ、ヤリマン。ビッチ確定。男を誘うような格好してるから痴漢なんかに遭って──」

「おい」

　自分でも驚くぐらい、低い声が出てしまった。織原さんを悪く言われたことで、苛立いらだちにも似た感情を抱いてしまっている俺がいた。たぶん、睨にらむようにしてしまったのだろう。ウラは「ひぃっ」と間抜けな声を上げ、椅子いすから転げ落ちそうになっていた。

「な、なんだよぉ……ぼ、暴力か!?　暴力に訴えるのか!?　手を出すってことは、口では僕に勝てないと認めたってことだからな！　はい、僕の勝ち！　論破！　論破！」

「……落ち着けって。なんもしねえから」

　基本的に死ぬほど気が弱いんだよなあ、こいつ。親しい奴にはすげえ口悪くて横柄おうへいな態度に出るけど、本当は気が小さくて人見知り。クラスでもいつも一人で、所在なさげにポツンと佇たたずんでいる。隣のクラスの俺が遊びに行くと、「な、なにしに来たんだよ、この野郎っ」とニコニコしながらダッシュで寄ってくる。まあ、かわいい奴なのだ。

「……で、どうすんだよ、モモ」

　落ち着きを取り戻したウラが、椅子に座り直して問うてくる。

「その女と……付き合うのか？」

「いや、気が早えよ。まだ連絡先交換しただけだから」

「んじゃ、どうすんだよ？」

「だから……それをお前に相談してるんじゃねえか」

　運よく連絡先は手に入れることはできた。しかし……恋愛経験の乏しい俺にはここからどうしたらいいか、全くわからない。こっちからすぐに連絡を取るべきなのか、それとも相手からの連絡を待つべきなのか。

「なるほど。じゃあ一つ、いいアドバイスをやろう──相談する相手を間違っている」

「わかってるわ、んなこと」

　俺と同じ……いや、俺以上に死んだ学生生活を歩んできたこいつに、恋愛の駆け引きや機微などは一切いつさいわからないだろう。恋愛経験なんて二次元でしか積んでない奴だからな。

「この手の相談は、僕じゃなくてカナの奴にしろよ」

「まあ、俺もそう思ったんだけど……あいつに相談したら、すげえ高い次元でのアドバイスをしてきそうじゃん？」

「んー、確かに。『え？　普通に連絡すればいいんじゃない？　普通に』とか言いそう」

「だからひとまず、底辺のお前に話を聞いてもらおうかと思って」

「あー、なるほどねえ……って誰が底辺だコラ」

　軽くツッコんでから、ウラは思案顔となる。

「あー、んー……よくわかんねえけど、待ってたらいいんじゃねえの？　一応、モモが恩人で、あっちがお礼するって言ってたんだろ？　だったらきっと、向こうのタイミングで連絡が来んだろ」

「そ、そうなんだけど……やっぱこういうときは、こっちから連絡する方が男らしいような気もするだろ？　ひとまず、先に挨拶あいさつぐらいはしておいた方がいいかなって」

「んじゃ、そうすれば」

「だ、だけど……がっついてるようになるのも嫌でさ。痴漢から助けたことを利用してマウント取るような真似まねだけは絶対したくなくって……」

「……クソ面倒くせえな。これが童貞という生き物か」

　唾棄だきするように言いやがった。いやお前も童貞だろうが。中二か中三のクリスマスに、『生涯童貞同盟』とかいう、アホみたいな同盟組んで二人で盛り上がっただろ。

「ったく、連絡先が交換できたぐらいで舞い上がりすぎなんだよ、モモは。相手の女は、たぶん今頃急に冷めてるとこだよ。『はぁーあ、一応、社交辞令でお礼するとか言っちゃったけど、やっぱメンドいなあ。もう放置しちゃお』とか、そんな風に思って──」

　と、そこで。

　テーブルの上に置いておいた俺のスマホがブルブルと震えた。ラインの着信を知らせる振動だ。シュバッ、とひったくるような動きでスマホを取る俺。

　メッセージの送り主には──織原姫と表示されていた。

『こんにちは。昼食時に失礼します』という、女子高生とは思えないほど堅い挨拶に始まり、再度丁寧に朝のお礼を述べられた後──本題が始まった。




『今朝けさのお礼をしたいので、もしよければ明日の放課後、会ってもらえますか？』




　その文章を読んだ俺は、きっと大層気持ち悪い顔となっていたことだろう。横にいたウラが心底不機嫌そうな顔になって舌打ちし、「……死ねばいいのに」と呟いた。







　翌日の放課後。

　待ち合わせ場所は、向こうの希望で駅ビル前の広場となった。

　俺は遅れてはならないと三十分前に到着し、夕暮れに染まる街並みの中、行き交う人々を眺めながら相手の到着を待つ。

　……情けないぐらいにそわそわしてしまう。ポケットから無駄に何度もスマホを出し入れしたり、駅ビル入り口のガラス扉を鏡にして身だしなみや髪型を直したり。あー、クソ。髪型が全然決まらん。美容院にでも行っとくんだったかな。

　やがて二十五分後、つまり待ち合わせ時間の五分前に、織原さんは現れた。

　昨日と同じ、桐女のブレザー姿。俺の姿を見かけると小走りでやってくる。

「ごめん、桃田くん。もしかして待たせちゃった？」

「い、いえ。俺も、今来たとこです」

　定番の台詞を言ってみる。本当は結構待っている。三十分には到着していたし、その前にも本屋やゲーム屋を回って時間を潰していた。

　待ち合わせの時間が五時半という、帰宅部の俺には中途半端はんぱな時間だったため、一回帰ることもできず、駅前で適当に時間を潰していた。

「……ごめんね、変な時間に呼び出しちゃって。今日はその……い、委員会とかいろいろあってさ」

「大丈夫です。気にしないでください」

「うん……」

　そこで会話が途切れてしまう。自分のコミュ力のなさが恨うらめしい。気の利きいたトーク一つ出てこない。お互いに言葉を探すような沈黙の後、織原さんが苦笑気味に口を開く。

「あ、あははー……なんか、緊張しちゃうね」

「そう、ですね」

「昨日、会ったばっかりだもんね」

「はい……」

「マ、マジ卍まんじだねっ」

「……へ？」

　グッと親指を立てて言った織原さんに、俺はポカンとしてしまう。

「え……あ、あれ？　ち、違った？　今時の女子高生は、とりあえずマジ卍っていうんじゃないっけ……？　なにかにつけてマジ卍って言っとけばコミュニケーションが成立するはずじゃ……あれ？　マジ卍解ばんかいだったっけ……？」

　顔を真っ赤にして困惑する織原さん。渾身こんしんのギャグが滑ったかのような、特大の羞恥を感じている様子だった。

「マジ卍……ですか。いやまあ、言う奴は言いますけど、俺の周りはあんまり……」

　陽気な友達が少ないので、俺はあまり使わない。

　ていうか意味がわからないしな。なんだよ、マジ卍って。

「ああっ、もう忘れてっ！　今のなし！　全部なし！」

　真っ赤な顔で叫んだ後、織原さんは「んんっ」と失態を誤魔化すように咳せき払いをし、

「えっと……じゃあ、移動しましょうか」

　と告げた。彼女に連れられて辿たどり着いたのは、駅から少し歩いたところにある、人気ひとけのない高架下の公園だった。

　ベンチと砂場があるだけの、寂さびしい公園だ。

　うちの高校のテニス部がたまに壁打ちに来ることもあるそうだけど、日が暮れ始めたこの時間帯には、人っ子ひとりいない。

　街頭の淡い光に照らされるベンチに、織原さんがスカートを畳みながら腰掛ける。

　俺はどの程度間を詰めていいのか考えに考えて、結局、人が一人座れる分ぐらいのスペースを空けて座った。

「じゃあ改めて……昨日は、本当にありがとうございました」

　居住まいを正して、織原さんは言う。

「それでね、お礼なんだけど……」

　織原さんは持っていたトートバッグから、かわいいデザインの弁当箱を取り出した。

「お、お弁当作ってきちゃいました」

「弁当……ですか」

「め、迷惑、だったかな？　嫌だったら、私が自分で食べるから無理しなくても……」

「いやっ、メチャクチャ嬉しいです！　ちょうど腹減ってたんで！」

　女子の手作り弁当をもらうなんて、人生で初めての経験だ。これで喜ばない男はいないだろう。ああ、まさか俺の人生に、こんな素晴らしいイベントが来ようとは。生きてて本当によかった。

「はあ……よかったぁ、喜んでもらえて」

　胸に手を当てて、安堵あんどしたように息を吐く織原さん。

「お礼をなににしようか、いろいろ考えたんだけどね。物を渡そうにも、男の子が喜ぶものとかよくわかんないし、それに私……ほら、女子高生でお金がないから！　そう、女子高生だからお金がないの！」

　早口でまくし立てる。やけにお金がないことと、女子高生であることを強調してきた。

「もう、ほんとに女子高生だから全然お金がなくってね……巳み年だから、お金には困らないなんて言われながら育ったんだけど、全然で」

「巳年……？」

「うん、そうだけど……あれ？　言わない？　巳年はお金に困らないって。私、お婆ばあちゃんからよく言われたんだけど」

「それは知ってます。俺も言われたことありますから」

『亥い年は猪突猛進』と同じぐらいよく言われる、『巳年は金に困らない』。冷静に考えると突っ込みどころ満載な言い伝えだけれど、まあ今は流そう。

「言われた……ってことは」

「はい。俺も巳年です」

「そ、そうだったんだ」

「偶然ですね。ってことは織原さん、タメだったんですか」

「え……」

「巳年なら、俺と同じで、今高一ですよね？」

「……そ、そうだね。うん、そう……そうなの。そんな気がする。私は、高一。高校一年生の、女子高生……」

　まるで今新設定を覚えたかのように、不自然な言い回しをしてくる。まあ同じ巳年でも、早生まれならば一学年上という可能性もあったのだが、どうやらタメで合っていたようだった。

「タメだったんだ。なんか勝手に先輩だと思ってました。織原さん、大人びた雰囲気があるから──」

「噓っ!?」

　唐突に声を荒らげ、顔を近づけてきた。ちょっ。近い。

「や、やっぱり私、老けてる!?　ＪＫには見えない!?　無理がある!?」

「え……？　いや……」

　なにやら切実な様子だった。うーむ。『大人びている』は今時の女子高生には禁句だったのだろうか。褒ほめ言葉のつもりだったんだけど。

「ふ、老けてはないですよ。ただ、落ち着いてて礼儀正しいから、大人っぽいと思ってただけで」

「そう……なら、いいんだけど」

　はぁー、と心の底から安心したように、深々と息を吐く織原さん。

「……どうしたんですか、急に？」

「な、なんでもないなんでもないっ。ほら、細かいことは気にしないで、早く食べてよっ」

　焦あせった声に促されて、俺は弁当箱を開く。

　目を瞠みはる。

　正方形の箱に詰められていたのは、サンドイッチと唐揚げ、卵焼き、ベーコンのアスパラ巻き、プチトマト。彩いろどり豊かで実に食欲を唆そそるラインナップだった。

「い、いただきます」

　軽く手を合わせてから、俺はまず唐揚げに狙ねらいを定めた。添えてある可愛かわいらしいピンを手に取り、肉の塊かたまりに突き刺して口に運ぶ。

　美味うまっ。

　冷めているのに十分美味い。下味がしっかりと効いているし、衣も水っぽくなってない。嚙かむ度に肉汁が口の中で躍おどる。続けてサンドイッチに手を伸ばす。うん、こちらも美味だ。具材はハムとチーズとレタスで、バンズにきちんとマーガリンが塗ってある。卵焼きはかなり甘めの味付けで、好みがわかれそうだったけど、俺は大好きな味だった。そう、卵焼きは甘めでいい。ご飯のおかずにならないぐらい甘くていい。

「ど、どうかな？」

　夢中で食べ続けていた俺に、織原さんが不安そうに聞いてきた。しまった。美味おいしすぎてずっと無言で食べ続けてしまった。

「めっちゃ美味しいです」

「ほんと？　よかったぁ」

　嬉しそうに破顔する織原さん。

「俺、こんな美味しい弁当、初めて食べました。織原さん、すげえ料理上手ですね」

「や、やだもう、褒めすぎだよ。このぐらい、普通だってば。私、一人暮らしが長いからさ。節約のために、毎朝自分で自分のお弁当を作ってるから、嫌でも上達して──」

「一人暮らしが長い……？　織原さん、高一ですよね？」

　高校入学と同時に一人暮らしするパターンは割とある気がするけど、まさか中学から一人暮らししていたのだろうか。

「あっ。え、えっとね、あのね……わ、私、家庭が複雑だからっ！」

　ふむ。そうか。

　家庭が複雑なのか。ならば仕方がない。あまり触れない方がいいだろう。

　会話をひとまず中断し、俺は弁当の残りを平らげる。

「ご馳走ちそう様でした。本当に、美味しかったです」

「お粗末様でした。ふふ。なんか、いいね、男の子がモリモリ食べてくれるのって」

　織原さんは楽しげに笑った後、もじもじと両手を絡からめた。

「本当はね、少し緊張したんだよ？　自分が作った料理、家族以外の男の人に食べてもらうのなんて初めてだったから……」

「そう、なんですか。なんか……光栄ですね。ほんと、美味しかったです。もう、毎日食べたいぐらいで──」

　ハッと口を噤つぐむ。しかし手遅れで、織原さんは頰を赤らめていた。いやいやおいおい、なんてベタな失言してんだよ俺は!?

「あのっ、そんな深い意味じゃなくて！　ただ、そのぐらい美味しかったってことで！」

「わ、わかってる、わかってるから、大丈夫っ！」

　お互いにぶんぶんと手を振る。息を整えた後、織原さんは、

「ありがとう。私も桃田くんみたいな子に、毎日食べてもらえたら嬉しいな」

　と付け足し、朗ほがらかに微笑んだ。大人びた社交辞令っぽい返しであったけれど、それでも胸が高鳴ってしまう。

　そこでふと、彼女の表情に影が落ちる。

「……自分のためだけにご飯作ってるのって、ちょっと寂しいからさ」

　儚はかなげで、どこか自嘲じちようめいた笑み。

　すでに日は暮れていた。月の光に照らされ、寂しそうに笑う織原さんは、触れれば壊れてしまいそうなほど繊細な空気を纏っていて──矛盾するようだけど、だからこそ思い切り抱き締めてしまいたくなった。







　駅へと戻る道では、本当に取り留めもない話をした。

「へー、桃田くん、九月生まれなんだ。春っぽい名字なのに」

「名字は関係ないでしょ。名前ならともかく」

「あはは。それはそうか」

「織原さんは十二月ですか。じゃあ、俺の方が少しお兄さんだったんですね」

「う、うん。そ、そう、なるの、かなー……」

　本当にどうでもいい話をしながら、並んで歩いて行く。せめてもの男らしさアピールとして、弁当の入ったトートバッグは俺が持つようにした。

　うーむ。けど、アレだな。

　なんか……敬語やめるタイミング完全に失ったなあ。

　最初、完全に先輩だと思って接してたから、タメだとわかってもなんか敬語にし辛づらい。向こうから『タメ口でいいよ』とでも言ってくれればいいのだけれど……なんというか、今の状態でお互いにすごくしっくり来ている感じがある。不思議なものだ。

　あっという間に駅へと到着してしまう。

「えと、じゃあ、ここでお別れしよっか」

「あの……俺、家まで送ってきましょうか？　だいぶ暗くなってるし」

　善意からの申し出──というわけではない。心配なのは本当だけれど、一番の理由はもっと彼女と一緒にいたかったからだ。少しでも、一分でも長く──

　しかし、織原さんは首を横に振る。

「ありがとう。でも大丈夫。私、家、近いから」

「……そうですか」

「じゃあ、そろそろ」

「はい……あの」

「うん？」

　小さく首を傾かしげた織原さんに、俺は言う。

「ま、また今度」

　もっといくらでも気の利いた台詞せりふはあっただろう。しかし恋愛経験値が底辺の俺には、ありったけの勇気を振り絞っても、この一言が精一杯だった。

　織原さんは一瞬面食らったような顔をした後、すぐに優しい笑みを浮かべ、

「うん、またね」

　と言ってくれた。胸の奥から言いようのない歓喜がこみ上げてくる。たとえ社交辞令の挨拶だったとしても──「ワンチャン、行けたら行く」レベルの意味しかない『またね』だったとしても、再会を示唆する別れの挨拶が、とにかく嬉しかった。

　織原さんは軽く手を振り、人混みの中に去っていく。俺は彼女の背中が見えなくなるまで、沸騰したような頭でぼーっと見つめていた。

「……はあ、帰るか」

　一人呟いてから、家の方へ向かう電車の乗り場へと向かう。なんだか、夢から覚めた気分だ。織原さんみたいに綺麗な人が俺のために弁当を作ってくれたなんて、本当にもう夢としか思えない。

　でも、確かな現実だ。

　だってその証拠に、ここに彼女の弁当箱が入ったトートバッグが──

「……あ」

　やべえ。返すの忘れてた。

　どうしよう。今すぐ追いかけるべきか。いや待て、こういうのって普通は弁当箱を洗って返すのが礼儀だったりするのか？　でも、毎朝自分の弁当を作ってると言ってたから、明日も使う予定なのかもしれないし……まあ、どっちにしても、今から追いかけて確認すればいいだろう。

　俺はくるりと踵きびすを返し、来た道を戻って織原さんを探す。確か、駅の外にあるコインロッカーの方に歩いていったと思うんだけど……あ、いた。

　人混みの中に、織原さんの後ろ姿を発見。

「お──」

　名前を呼ぼうとして、慌ててやめる。なぜなら彼女が、ちょうど女子トイレに入っていくところだったから。

　まいったな。

　さすがにこのタイミングだと、声はかけにくい。

　とりあえず出てくるのを待ってるか。あんまり女子トイレの近くにいるのもなんだし、少し離れたところで待っているとしよう。

　けれども。

　十分経たっても──織原さんは女子トイレから出てこなかった。

　スーツ姿をしたＯＬ風の女性や、小さい娘を連れた母親、うちの学校の女子など、たくさんの女性が出入りするけど、その中に桐女の制服を着た女子の姿はない。

　さらに十分が経過。

　彼女はまだ出てこない。

　あれ？　見逃したかな？

　さすがにこれ以上女子トイレの入り口を観察し続けるのは限界だったので、俺は織原さんへとメッセージを送った。今日のお礼と、弁当箱について。

　返事はすぐに返ってきた。

　文面から察するに、どうやら彼女は、すでに駅から去っているらしい。

　ってことは……女子トイレから出てくのを見逃したってことなのか？　まあ、ずっと集中して見てたわけじゃないから、スルーしてもおかしくはないと思うけど……うーん。

　どこか腑ふに落ちない違和感があったけれど──そんなものは全部、次のメッセージで吹き飛んだ。

『迷惑かけてごめんね。

　また今度遊ぶときに、返してもらっていいかな？』

　どうやら、労せずして次に遊ぶ約束ができてしまったらしい。

　順調過ぎて怖いぐらいだった。
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「へー。僕の知らないとこで、ずいぶんと面白おもしろいことが起きてたんだね。でも嬉しいよ、モモにもようやく春が来たのか」

　友人である金尾かなお遥はるかの反応は、予想どおり爽さわやかだった。

　いつも通りの空き教室で昼食。

　今日はウラに加えて、カナもいた。最近は新しくできた彼女と一緒に昼食を取ることが多かったが、今日は俺達のところにやってきたらしい。

「水臭いなあ。好きな子ができたなら、なんですぐに言ってくれなかったんだよ。僕とモモの仲じゃないか」

　爽やかな笑みで頼もしいことを言ってくれるカナ。

　つってもなあ。街中で平然とナンパとかできちゃうこいつと、恋愛経験ゼロの俺とじゃ、根本的に話が合わなそうなんだよなあ。恋愛偏差値に差があり過ぎてアドバイスがアドバイスにならなそう。

「友達としてできる限り協力するよ。モモに彼女ができたら、僕も嬉しいしね。上手うまくいったら、そのうちダブルデートしようよ」

「……おい、カナ。お前、モモを恋愛中毒者どもが蔓延はびこる冥府めいふ魔道まどうに引き込むんじゃねえよ。モモは僕と一緒に、誰も愛さず、誰からも愛されない、気高き陰キャ道を歩むんだよ」

「お前の方が冥府魔道じゃねえか」

　軽く突っ込む。そんな俺とウラを、カナはくすくすと笑っていた。

　金尾遥。

　細身でスラッとした体型で、顔立ちも整ったイケメン。明るく染めた髪はムカつくぐらいサラサラ。目元は涼しげで、見た目から清涼感が溢れまくっている。性格は極めて社交的であり、老若男女を問わず誰とでもすぐ仲良くなる。高校入学してまだ一ヶ月にもかかわらず、すでに一学年全体の七割と連絡先を交換してるという。女たらしを通り越して、人たらしの領域に住まう美男子だ。

　浦野泉と同じ、俺の昔なじみの一人。

　カナこと金尾遥は、小さい頃は割と暗くて引っ込み思案で、クラスでもいつも一人で本を読んでるような子供だった。しかし地獄のように天国だった中学時代を経て、このような陽キャの中の陽キャになった。

「でもさ、モモが一目惚れしたってことは、その姫ちゃんって子、かわいいでしょ？　ねえねえ、写真とかないの？」

「ねえよ。つーか、馴れ馴れしく下の名前で呼ぶな」

　俺だってまだ織原さん呼びなんだぞ。まったく、これだから陽キャは。どういう神経してたら、女子をいきなり名前で呼べるんだか。

「じゃあインスタは？」

「ＳＮＳ全般、やってねえってさ。そういうの、よくわかんないとかで」

「へえ。今時のＪＫにしては珍しいね」

　まあなー。今日び、俺みたいな陰キャすれすれの奴でもインスタやってるからな。適当に人の上げた写真を眺めるだけで、自分からなにか投稿することはないけど。







[image: ]







「それでモモ、次のデートの約束はしたの？」

「まだだよ。と、とりあえず……一週間ぐらいは向こうからの連絡待ってみようかと思っててさ。あんまりがっついてる感、出したくないし」

「あのさモモ」

　溜息混じりにカナは言う。

「そんな受け身が許されるのは、僕みたいなイケメンだけだよ？」

　……イケメンって。自分で言うなよ。

「ただ待ってるだけで向こうから女が寄ってくるなんて、相当なイケメンじゃない限りありえない──いや、イケメンでも無理かもね。受け身なだけの男なんて、女子からしたらなんの魅力もないから。いいかいモモ？　全ての女性はお姫様なんだよ？　いくつになっても、王子様にリードして欲しいと願う生き物なんだ」

「な、なるほどな……」

「けっ。なぁにがお姫様だ。これだから女って生き者は嫌なんだよ」

　感心する俺と、心底うんざりしたように毒を吐くウラ。

　カナはさらに続ける。

「モモは昔、『昔話のお姫様が、王子様のなにに惚れるかわからん』とか言ってたけどさ。王子様は皆、自分からアクションを起こしてるんだ。お姫様の外見に惚れただけだったとしても、きちんと自分から愛を伝えているんだ」

　それは──そうなのかもしれない。

　愛を伝える。想おもいを言葉にする──それはきっと、なによりも大切なことなのだろう。必死に言い訳を重ねて受け身の自分を正当化していた俺には、王子様達を小馬鹿ばかにする資格なんてなかったのだ。

「はんっ。結局は王子様がイケメンで金持ちだから成立する話だろうが。貧乏で不細工な男が、一生懸命アクティブに行動しようと、ストーカー扱いされるだけだっつーの」

　皮肉げな口調でなにもかもを台無しにする正論を吐くと、ウラはテーブルの上に置いてあった俺のスマホに手を伸ばした。

「モモ、スマホ貸してみろ。アプローチするつもりなら、僕が文面を考えてやる」

「お、おい、やめろって」

「こういうのはストレートなのがいいかなー、『こんにちは。好きです』」

「ストレートだなおい!?」

「『あなたに一目惚れしました。そう、つまり一目惚れなので、あなたの外見的要素だけに惚れたということです。内面は一切評価していません』」

「表現が悪意に塗まみれ過ぎだろ！」

「『どうか俺と、セックスを前提に付き合ってください』」

「『結婚を前提に』みたいに言ってんじゃねえよ！」

「なんだよ、あらゆる男女の付き合いは、結局セックスが前提のお付き合いだろ？　僕、なんか間違ってますか？」

「建前たてまえってもんがあんだよ、この世には！」

「けっ。どうせモモもその女とヤリたいだけなんだろ？　性欲と恋愛感情を勘違いしてるだけなんだろ？　まさか出会って三日やそこらで内面に惚れたとは言わせねえぜ？」

「それは……くそ。いいから返せよ」

　ぎゃーぎゃーと言い争いながら、スマホを奪い合う俺達。

　するとそこで──スマホが振動した。

　俺は瞬時にウラからスマホを奪い取り、画面を凝視した。

　織原さんからのラインだった。

　書かれていたのは──信じられない文面だった。

「ど、どうしたモモ？　やべえ顔になってんぞ？」

「もしかして姫ちゃんから？」

　ウラとカナに、メッセージの内容を伝える。いつも通りの堅苦しい挨拶から始まり、俺が預かっている弁当箱について言及。弁当箱を返してもらうために、俺との時間を作りたいとのこと。そこまではいい。そこまで予想できていた。けれど最後の一文が、俺から平常心の全てを奪い去った。




『お弁当箱を返してもらうついでに

　桃田くんさえよかったら

　今度の日曜日、一日、私とデートしてくれませんか？』




　なにが──なにが起こったのだろう。

　嬉しいを通り越して、頭が真っ白になりそうだった。

　受け身なだけでいたら、ポンポンとイベントが進んでいく。好転していく。

　願ってもない僥倖ぎようこうに戸惑うばかりの俺に、かけがえのない友人二人は「ちっ。死ねばいいのに」「壺つぼとか買わされないように気をつけなよ」と、大変温かい言葉をくれた。
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　日曜日までに、服をどうにかしようと思った。

　高校に入ったらもうちょいファッションも頑張ろうと決意していた俺だけれど、入学一ヶ月ではまだなんの用意もない。まさかこんなにも早く、己おのれのファッションセンスが試される日が来るとは予想してなかった。

　カナか姉貴にでも頼んで、デート用の服を丸ごと一式コーディネートしてもらおう。そう考えていたのだが──しかし幸か不幸か、その必要はなくなった。

「あっ。おはよう、桃田くん」

　今日は織原さんの方が、早く待ち合わせ場所に着いていた。軽く挨拶を返しながら、俺は彼女の下へ歩く。自然と小走りになってしまった。

　約束の日曜日。

　時刻は午前十時。集合場所は、前と同じ駅前の広場。

　そして──格好までもが前と同じ。

　俺も織原さんも、制服姿だった。

「あの……今日、どうして制服なんですか？　いや全然、別にいいんですけど」

　お互いに制服で来よう、というのは織原さんからの要望だった。異論はない。むしろ服で悩まずに済んで助かったと思っている。

　ただまあ、織原さんの私服姿を見られなかったのが惜しいような気もするけど。

「特に意味はないんだけどね」

　織原さんは苦笑しながら言うと、両手でスカートの端をチョンと摘んでみせた。

「制服デート、してみたくてさ」

『デート』。その単語だけを変に意識してしまい、気恥ずかしさを感じずにはいられなかった。ああ、やっぱりこれ、デートなんだよな。

「さて、と。じゃあ、行こうか、桃田くん」

「はい……って、どこに？」

「どこって決めてるわけじゃないんだけど……なんか、適当に、ぶらぶらしようよ」

「ぶらぶら」

「そ。ぶらぶら」

　織原さんは晴れやかな笑顔で言う。

「学生らしいデート、しよ」







　まずは昼食。

　二人で駅中のハンバーガーチェーンに入った。

「わあ。こういうとこ来るの、すっごい久しぶり」

　目を輝かせる織原さん。俺は友達とよく来るけど、お嬢様高校に通う彼女は、やはりこういったチェーン店にはあまり来ないようだ。

　店内には俺らと同年代の学生達がたくさんいた。織原さんを見て「あの桐女の子、かわいくね？」とヒソヒソ会話する奴らもいて、少し誇ほこらしい気にもなった。

　二人でセットを注文。料金は織原さんの希望で割り勘。奥にある席に座り、手頃な価格のハンバーガーを食しながら、取り留めもない話をする。

「へえー。織原さん、意外とゲームとかやるんですね」

「やるやる。めっちゃやる。休みの日なんか、一歩も外出ないで一日やってるかも」

「今はなにやってるんですか？」

「いろいろやってるけど、一番やってるのは『スマブラ』かなあ」

「あ。俺もやってます」

「ほんと!?　面白いよね、『スマブラ』！　何歳になっても面白い！　私、『ロクヨン』の頃からずっとやっててさ！　コントローラーの真ん中のアナログスティックが、クタクタになるぐらいやりこんじゃって──」

「……ろくよん？　ろくよんって、なんでしたっけ？」

「え……あっ。そ、そうか、今の高校生は普通、『ロクヨン』知らないよね。私は……えっと、お姉ちゃんがいたから、うちに『ロクヨン』があったんだけど……じゃあ桃田くんは、『キューブ』から『スマブラ』始めたタイプ？」

「きゅーぶ……？　いや、普通に『ウィー』が最初ですけど」

「……さ、最初っから『ウィー』世代……！」

　織原さんはなぜかそこで、急所を抉えぐられたかのような深い絶望の表情となった。







　食事の後は、カラオケに行こうという話になった──のだけれど。

「……や、やっぱり、やめよっか」

「そ、そうですね」

　店舗の前まで移動しながら、結局二人してあと一歩が踏み出せずに終わった。うん、やっぱカラオケはハードルが高い。相手の前で歌うのが恥ずかしいし、密室空間に二人きりってのもいろいろ難易度が高い気がする。

　カラオケにこそ入らなかったが、そこから音楽の話が始まる。

「織原さんは、どういう音楽が好きなんですか？」

「うーん、特定のコレっていうのはないかなあ。なんでも聴く。そのときそのときで、自分の中でブームが変わる感じ」

「あー、俺もそんな感じですねえ。ドラマやアニメの主題歌とかから、そのジャンルにハマるのが多いです。それで、自分で勝手に自分用の『ベスト』作ったりとか」

「あ。それ、私もやる」

「ほんとですか？」

「うんうん。シチュエーションごとに自分だけの『ベスト』作ったりしてね。懐かしいなあ。中学校のときとか、『落ち込んだとき用』とか、『勉強ＢＧＭ用』とか、そういうのＭＤでたくさん作ってたなあ」

「……えむでぃー？　って、なんですか？」

「あれ……え、ＭＤ知らないの!?　噓……じゃあ、なにで音楽聴いてたの……？　桃田くん、生まれて初めて買った音楽プレイヤーは……？」

「普通に『iPod』ですけど」

「……さ、最初っから『iPod』世代……！」

　織原さんはなぜかそこで、臓腑ぞうふを丸ごと削そぎ取られたかのような苦悶くもんの表情を見せた。







　次は書店へと足を運んだ。

　ゲームと音楽に関しては、いまいち話題が嚙み合わない感があったのだけれど、なぜか漫画に関してはバッチリ話があった。

「桃田くんって、結構、昔の漫画読んでるんだね」

「まあ、なんかしら目にする機会が多いですからね。あと、漫画アプリで再連載してるの見て、そっから興味持って電子書籍で買ったり、漫画喫茶で読んでみたり」

「なるほど」

「俺らが生まれる前に連載が始まったような漫画が、今も続いてたりもするし……あと最近になってアニメ化したりしますからね」

「あー、確かにね。最近、過去作のリメイクが多いよね、アニメ業界」

「『ワンピース』も俺らが生まれる前からやってる作品らしいんですけど、親父が買ってたんで、小学校ぐらいから一緒に読んでましたね」

「……へえ、お父さんが。ち、ちなみに、お父さんっていくつ？」

「えっと、俺の23上だから……今年で38かな」

「さ、38!?」

「はい……ど、どうかしました？」

「う、ううん。なん、でも、ない……」

　織原さんはなぜかそこで、白目を剝むいて卒倒しそうになっていた。







　午後三時を超えた辺りで、駅の近くにある『ラウワン』に向かった。学生らしいデートの定番といえば、この辺りだとやはり『ラウワン』になるだろう。

　日曜日ということで、建物の中は混雑していた。家族連れや学生と思おぼしき集団、そして若いカップルなど。彼らの会話や流れる音楽で、建物の内部はだいぶ騒々しかった。

「わ、わ……すごーいっ」

　二階にある受付から吹き抜けのフロアを見渡し、織原さんは目を輝かせた。

「もしかして、『ラウワン』来るの初めてですか？」

「う、うん。実は、そうなの」

　興奮を隠しきれない様子で、小さく頷く。

「なんていうか……高校での私って、そういう感じじゃなくてさ。ずっと興味はあったんだけど、来る友達もいなくて」

　表情に陰を落として呟いた後、なにかを期待するような目で俺を見る。

「桃田くんは、よく来るの？」

「まあ、それなりに」

「じゃあさ」

　織原さんは言う。

　俺の制服の袖そでを、ぎゅっ、と摑みながら。

「今日はここの遊び方教えてね、桃田くんっ」

　その仕草しぐさと言葉は、俺の胸を撃ち抜くには十分過ぎた。







　教えると言っても、総合アミューズメントパークに正しい遊び方なんてものは存在しないだろう。ただただ好きなことをやればいいだけだ。

　ボウリング、バッティングセンター、ミニバス、ダーツ、卓球、テニス、バドミントン、セグウェイ、ゲームセンター……などなど。

　俺達は時間の許す限り、様々なアトラクションを満喫した。

　学生らしい、健全で低予算なデートを、満喫した。

「あーっ、楽しかったっ。久しぶりに思い切り動いた気がする」

　五階でエレベーターを待っている途中、織原さんは大きく伸びをした。

「でもアレだねえ……桃田くんって、意外と運動オンチなんだね」

「うぐっ……」

「バッティングセンター、一球もかすりもしなかったし、バドミントンや卓球も空振りばっかりで……バスケのドリブルなんか、ヨボヨボのおじいちゃんみたいで──あっ。ご、ごめんっ。違うよっ、バカにしたわけじゃなくてっ」

　際限なく落ち込み始めた俺に気づいたのか、織原さんは慌ててフォローをいれてきた。

「その、あの……か、かわいかったよ！」

「……嬉しくないです」

「わ、悪く言うつもりは全然なくて、ただ驚いちゃっただけだから……桃田くん、背も大きくて筋肉質だから、てっきりなにかスポーツやってるのかと思ってて」

「……運動全般、昔っから全然ダメなんですよ」

　昔から背だけは大きい方だったため、スポーツ関連では、勝手に期待されて勝手に失望されることが多かった。本当に多かった。高校に入学したときもバスケ部やバレー部から『是非！』と誘われたが、必死で断った。それでも諦あきらめてくれないから、仕方なく体験入部にいったところ……二度と誘われることはなくなった。

「筋肉があるのは、親父の仕事、たまに手伝ったりしてるからで……てか、運動オンチなのは、織原さんも一緒でしょ？」

「なっ」

「俺の後に『お姉さんが見本を見せてあげるわ』なんて得意気に言いながら入ったくせに、結局、俺と同じで全球空振りだったじゃないですか」

「ち、違うもん！　私は、一球だけかすったもん！　チッ、って音なったから！」

「一緒ですよ！」

「違う！　私の方がちょっとすごいっ！」

　数秒睨み合うけれど、

「……ぷっ」「あはは」

　すぐにお互い、あまりのくだらなさに、吹き出すように笑った。

　エレベーターが到着し、俺達は一階へと降りていく。

　ああ──楽しいな。

　幸せって、こういう瞬間のことを言うんだろうか？

　なんかいい雰囲気な気がする。よし。今なら、次のデートの約束を取り付けられそうだ。これまでずっと相手にリードされてばかりだったから、今日こそは自分から次へのアプローチを繰り出さねば。

　受け身は今日で卒業しようじゃないか。

　エレベーターから降りて、一階のゲームセンターコーナーを横切って出口へ向かう途中、昨日必死で考えた『次のデートへの誘い文句』を頭の中で反芻はんすうする。

　そしていざ口に──出そうとしたところで。

「──っ!?　か、隠れてっ！」

　織原さんがビクリと身を震わせたかと思えば、いきなり俺の手を摑んできた。

「えっ、な、え？」

「かい……が、学校の知り合いがいたの！　お願いっ、一緒に隠れて！」

　切羽詰まった様子で訴えながら、織原さんは俺の手を引っぱり、二人でプリクラ機の陰かげへと隠れた。筐体きようたいと筐体の隙間すきまはかなり狭く、結果としてお互いの体がかなり密着してしまう。


「～～っ！」



「ごめんっ、桃田くん、大丈夫っ？」

「だ、大丈夫ですっ」

　本当は全然大丈夫じゃねえ。まずい。いろいろまずい。ちょうど真正面から抱き合うような体勢になってしまったため、俺の体に、織原さんの豊かな胸が思い切り当たっている。圧迫されてひしゃげる二つの膨らみ。柔らかく、それでいて弾力にも富み、ブレザー越しでも破壊力は抜群だった。

「……どうしよ。こんなとこ見られたら」

　よほど焦っているのか、織原さんは知り合いの動向ばかりを気にしていて、俺との密着具合には気づいていない。ぐいぐいと無造作に無遠慮に豊乳が押し付けられ、生々しい温度の吐息が首筋を撫でる。まずい、まずい、ってこれ。

「んっ……桃田くん、もっと、奥まで……あんっ……お、大っきいっ」

　エロいって！　エロ過ぎるぞ、織原さん！　「訳：桃田くんは身長が大きいので、もっと奥まで詰めてください」と頭じゃわかってるけど変な風にしか聞こえねえから！

「……あ。よかった。カラオケの方にいったみたい」

　通路の方を見ていた織原さんが安堵の息を吐く。知り合いはいなくなったようだ。

「はぁ～～、ほんとによかった……って、あっ……や、やだっ」

　危機を脱して安心したことで、ようやく俺達の現状に気づいたらしい。織原さんは逃げるように筐体の隙間から飛び出した。

「ご、ごめんね、桃田くん……その、へ、変なの押し付けちゃって」

　全然構いません。むしろもっと押し付けてください──なんて言えるわけもない。視線を逸したまま、「……だ、大丈夫っす」というのが精一杯だった。

『きゃーっ、へんたーいっ！』とビンタされることも覚悟してたのに、まさか謝られてしまうとは。なんだろ、この人は天使なのか。それとも女神なのか。

「つーか……冷静に考えたら、二人で隠れる必要なかったですよね。織原さんだけ、プリクラの中にでも入ってれば」

「え……あっ。そうだね……。テンパってて、全然気づかなかった……」

　恥ずかしそうに苦笑する織原さん。それからぼんやりと、なにかを懐なつかしむような目で、プリクラの筐体を眺めた。

「ねえ桃田くん。よかったら、一緒にプリクラ撮ってもらっていい？」

「プリクラ、ですか」

「私……撮ったことなくってさ。桃田くんはある？」

「あー、昔、姉貴に付き合わされて撮ったぐらいですね」

　小学生の頃の話だ。プリクラは、十年前ぐらいに大流行だったと聞く。当時のＪＫ・ＪＣからの人気が凄まじかったとか。スマホや自撮りアプリが普及したせいで、最近はだいぶ人気が落ち着いているようだけれど。

「ねえ、撮ろうよ、桃田くん。今日の思い出にさ」

　織原さんに促されて、俺達は白いカーテンの中に入る。

「わっ……な、なにこれ、どうしたらいいの？」

「確か、ここにお金入れればよかった気が」

「え、え、え!?　なにこのフレームって、どれ選べばいいの!?」

「たぶん、なんか適当に選べばいいんじゃないかと」

「も、桃田くん!?　大変だよっ、制限時間がなくなっちゃうっ！」

「大丈夫ですって。時間なくなったらなくなったで適当に進みますから。たぶん……」

　よくわかってない者同士、あたふたしながら撮影を済ませる。やたらとテンションの高い機会音声は、『今度は二人で抱き合ってみよう！』『二人の顔を、ぎゅーって近づけて！』など空気を読まない妄言を繰り返していたが、俺達二人は、少し距離を空けて並び、ぎこちないピースサインを作るので精一杯だった。

「こ、これで撮れたのかな？」

「はい。あと、こっちで落書きとかできますよ」

「落書き……わ、私よくわかんないから、桃田くんやってよ！」

「む、無理ですよ、俺、こういうのセンスないですから！」

　またもや素人同士、あたふたしながら落書きを済ませる。日付や名前を入れたりという、本当にオーソドックスな加工だけを施した。

　一分ほど待っていると、筐体の横から完成したプリクラが排出される。近くのテーブルに置いてあったハサミで完成品を二人分に分けた。

「わあっ、すごーいっ。プリクラだプリクラ、初プリクラっ！」

　織原さんは目を輝かせ、サンタからプレゼントをもらった子供のように喜ぶ。

「ありがとね、桃田くん、私のわがままに付き合ってもらって」

　プリクラを胸に抱きしめるようにして、彼女は言う。

　その声には、その表情には、どこか神聖で、静謐せいひつな雰囲気があった──

「私、一生の思い出にするから」

「──っ」

　どうして、だろうか。

　その瞬間、胸が激しく痛んだ。

　笑っている。

　織原さんは、本当に幸せそうに笑っている。

　だけど俺には、必死に涙を堪こらえているように見えた。顔で必死に笑顔を作りながら、今にも溢れだそうとする涙を必死に抑え込んでいる。

　寂しく、儚く、脆もろく。

　それでいて、なんらかの覚悟を決めたような、あまりに悲痛な笑顔──

「え……も、桃田くん？」

　気がつけば。

　俺は、プリクラを握りしめる織原さんの手を摑んでいた。

　今捕まえなければ、どこかに行ってしまう気がしたから。

　こんなにも近くにいるはずの彼女が、急激に不鮮明な存在に思えて、ふとした拍子に消えてしまうような気がしたから。

　彼女の手から溢れたツーショットのプリクラが、ふわりと床に落ちる。




「好きです、織原さん」




　俺は言った。

　覚悟──なんてなにも決まっていない。

　理性も思考もなく、本能と衝動のままに、想いを言葉にしてしまった。

　直後、猛烈な後悔と羞恥が襲い掛かってくる。心臓が信じられないぐらいに高鳴り、体中の血液が逆流したみたいに全身が震え出した。

　自分でもわからない。

　なんでいきなり、告白してしまったのか。

　ただ──どうしようもないぐらいに、もどかしくなってしまったのだ。

　今この瞬間を逃したら、もう二度と彼女に会えなくなるような。

　目の前にいる織原姫という存在を、永劫えいごうに失ってしまうような。

　そんな喪失感が、俺の思考を狂わせた。

「え……あ」

　織原さんは目を見開き、呆然ぼうぜんとしていた。摑んだ細い手首からも動揺が伝わってくる。怯おびえているようにも見えて、罪悪感すら湧いてきた。でも、もう後には引けない。恐怖と緊張を必死に押し殺し、胸の奥底から言葉を振り絞る。

　これが俺の、生まれて初めての告白──

「好き、です……織原さん。たぶん、一目見たときから、ずっと」

　たぶん、はいらなかったかもしれない。

　でも──これが本音だ。素直な思いだ。

　一目惚れなのかどうかは、自分でもわからない。でも今、『一目惚れだったことにしたい』自分がいる。なにもかもが運命で、俺達は出会うべくして出会ったのだと、愚直なまでに信じていたい──その思い込みを、少しでもいいから勇気に変換したい。

「まだ、出会ってから一週間も経ってなくて……なに言ってんだって思うかもしれないですけど……でも、好きです。どうしようもないぐらいに、大好きです。出会ってからずっと……あなたのことだけ、考えてます」

　友人のウラは言っていた。

　どうせヤリたいだけだろ、と。

　出会って三日やそこらで内面に惚れたとは言わせねえぜ、と。

　確かに見た目は大きい。織原さんの見た目が、俺は大好きだ。顔にしても体型にしても本当にストライクど真ん中。ヤリたくないと言えば当然噓になる。童貞が性欲と恋愛感情を混同しているだけだと非難されれば、正直返す言葉がない。

　でも、それだけじゃない。性欲だけじゃない。

　まだ数えるほどしか会っていないけれど、彼女と一緒にいる時間が、楽しくて楽しくて仕方がなかった。失いたくない。手放したくない。この幸福な一瞬を、どうか永遠のものとしたい。たとえそれが性欲由来の感情だったとしても、どうか今だけは、この暴れ狂う想いを『恋』と呼ばせて欲しい。

「まだお互いのこと、なんも知らないと思います。でも、これから少しずつ知っていきたい。あなたのことを知りたいし、俺のことも知ってほしい。織原さん……俺はもっと、あなたと一緒にいたいです」

　もっと一緒にいたい。

　もっと──相手を知りたい。

　もっと──自分を知ってもらいたい。

　もっと知って、もっと知ってもらって──もっともっと好きになりたい。

　こんな気持ちになったのは、生まれて初めてだった。

　友人のカナは言っていた。

　受け身なだけの男にはなんの魅力もない、と。

　王子様は皆自分からアクションを起こしている、と。

　ならば──自分から動くしかないだろう。

　金持ちでイケメンな王子様であっても、能動的に動かなければお姫様を手にできないというのであれば、俺のような童貞が受け身なままでいてなにかが変わるはずもない。

　勇気を振り絞って、想いを言葉にしなければ、世界は変わらない──

「好きです、織原さん。俺と──付き合ってください」

　俺は言った。

　緊張と興奮で茹ゆだってしまいそうな頭で、どうにか想いを言葉にした。心臓の動悸どうきはまるで収まらない。相手の顔を見るのが怖くて、俯うつむいて目を閉じていた。

　返事を待つ間は、とてつもなく時間が長く感じた。永劫えいごうの如ごとき沈黙に耐えきれなくなり、俺は恐る恐る顔を上げて、目を開けた。

　そして目に入ったのは──

「……っ」

　涙、だった。

　織原さんは泣いていた。魂が抜けてしまったような顔で、静かに、とても静かに涙を流していた。ずっと握り締めていた手を、反射的に離してしまう。

「お、織原、さん……？」

「……うっ……うう、ううう」

　両手で顔を隠し、嗚咽おえつを漏もらし始める。溢れ出す涙は手だけでは到底抑えきれず、雫しずくとなって頰を伝い、落ちていく。

「……め……さい」

　困惑する俺に、織原さんは嗚咽混じりの声で告げる。




「──ごめんなさい」




　止まった、気がした。

　時間も、呼吸も、心臓も、世界も、なにもかもが。
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　それなのに頭だけは、思考だけは、妙に冷静で妙に冷めていた。

『ごめんなさい』。

　それはきっと、告白を断るときの定型句なのだろう。悪いなんて微塵も思ってなくても、相手になんの思い入れもなくても、相手が好意を伝えてきたなら、社交辞令で『ごめんなさい』と返すのが、この国の礼儀みたいなものだ。

　けれど──

「ごめんなさい……ごめ、なさい……ごめん、なさ、い……」

　織原さんはまるで、なにかの呪まじないのように『ごめんなさい』を繰り返した。滂沱ぼうだの如く涙を流しながら繰り返される謝罪は、とても社交辞令には思えなかった。

　本当に、心の底から、謝っているかのような。

　罪の意識で、押し潰されそうになっているかのような──

　何度も何度も『ごめんなさい』を繰り返した後、やがて彼女は、涙も拭ふかずに逃げるように去っていった。俺は──立ち尽くすことしかできなかった。足元には彼女が落としていったプリクラがある。写真の中の俺達二人は初々ういういしくも幸せそうで、ほんの数分前の出来事なのに、別世界のことのように思えた。

　わからない。

　なにがなんだか、わからない。

　ただ一つだけ言えるのは、今日は俺が生まれて初めて告白をした日で。

　そして、生まれて初めて失恋をした日になったということ。
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　翌日は月曜日だったけれど、朝、ジャンプを買い忘れていた。

　それに気づいたのが放課後だった。

　発売日にジャンプを買い忘れたのなんて、何年ぶりかわからない。

「はっはっはっはー。残念だったなあ、モモ」

　放課後の空き教室には、言葉とは裏腹に大層楽しそうに笑うウラがいた。アメーバのように机にもたれかかった俺おれの肩を、馴なれ馴なれしく叩たたいてくる。

「やっぱりモモには、僕と同じエリート陰キャの血が流れてるのさ。恋愛なんぞに現うつつを抜かそうとしても、誇ほこり高きお前の血がそれを許さないんだよ」

　エリート陰キャってなんだよ、と普段なら軽く突っ込むところだが、今日はなにも言う気が起きなかった。昨日、家に帰ってからずっとこの調子だ。なにもやる気が起きない。胸にポッカリと穴が空いてしまったようだ。

「しっかし、その織原おりはらとかいう女は大した悪女だな。自分からデートに誘っといて、いざ告白されたら『ごめんなさい』なんて、意味不明にもほどがある。脈がないなら、最初から優しくするなってーの。体ていよく男をキープして、モテる自分に酔うのが楽しいんだろうな。モモも災難だったな。承認欲求丸出しのクソ女に摑つかまって──え、ええっ!?」

　気がつけば俺は、ウラの胸ぐらを摑み上げていた。

「ひ、ひぃいぃいっ」

「あー……悪い」

　尋常じゃないぐらいビビった顔が目に入り、ハッとして手を離す。涙目になったウラは、凄すさまじい速度でカナの背後に隠れた。

「こ、この野郎っ！　や、やんのか!?　やるならもう、僕、キレるぞ！　僕、キレっとヤベえんだからな！　キレたら記憶なくなるけど、冷徹な殺人マシーンになって、身の回りにある文房具とかで的確に人体の急所を突くんだかんな！」

「記憶ありまくりじゃないか」

　カナは冷静に突っ込みながら、ウラの頭を軽く撫なでる。

「今のはウラが悪いよ。いくらなんでも無神経過ぎる」

「な、なんだよぉ……カナまで」

　ウラはシュンと落ち込む。

「僕はただ……モモの純情を弄もてあそんだ女がムカつくだけだよ」

「わかってるよ、ウラなりにモモを元気づけようとしてたことは。けど恋愛ってのは、そう単純なものじゃないから」

　カナはその涼しげな目を、俺の方へと向ける。

「とりあえず、お疲れ様、モモ。柄がらにもなく頑張ったみたいだね」

「……ん」

　憔悴しようすいしきった心には、労ねぎらいの言葉が深く染しみた。

　ほんとこいつは、ムカつくぐらいイケメンだなあ。あーあ、もう、カナと付き合っちゃおうかな。女なんてもう懲こり懲ごりだわ。今彼女いるらしいけど、二番目でもいいから──なんてバカな思考を振り払い、俺は顔を上げる。

　椅子いすに体を預けて天井てんじようを仰ぎ、深々と息を吐いた。

「あー……畜生ちくしよう。しんどいなあ……」

　昨日の今日だ。立ち直れるはずもない。本当は学校も休んでしまいたかったけれど、皆勤賞のために体を引きずるようにして登校した。

　それに──家に一人でいるよりも、誰だれかに愚痴ぐちを聞いてもらいたかった。気心知れた友人であるこいつらに、どうにもならない消化不良な思いを吐き出したかった。

「……別に、勝算とかを計算してたわけじゃねえんだけどさ。イケるかもしれない、って思ってた部分はあったんだよ。向こうから、いろいろ誘ってきてくれたし、一緒にいるとき、織原さんもすげえ楽しそうだったし……」

　脈はあると思っていた。でもそれは、自惚うぬぼれだったのだろうか。女に慣れていない童貞が、相手の気遣いや社交辞令を愉快に勘違いしてしまっただけなんだろうか。

「ほんと……なんだったんだろうな」

　なんだったんだろう。

　この一週間は、なんだったんだろう？

　彼女にとって俺は──織原姫ひめにとっての桃田ももた薫かおるは、なんだったのだろう？

「ねえ、モモ。相手の女子の名前って、織原姫ちゃんで、いいんだよね？」

　ふと真面目まじめな顔して、カナが問うてきた。

「あ、ああ。それが、どうかしたのか？」

「悪いとは思ったんだけど……僕の方でその子のこと、ちょっと調べちゃったんだよね。モモがどんな女の子に惚れたのか気になってさ。桐女とうじよにいる友達何人かに連絡して、どういう子か聞いてみたんだ」

「お前、そんなことしてたのかよ」

「いないってさ」

　カナは言った。

「いないんだよ、モモ。今の桐女の一年には、織原姫なんて生徒はいないらしい」

「は……？　いない？　ど、どういう意味だよ？」

「そのままの意味だよ。五人ぐらいに聞いてみたけど、誰も知らなかった。探しても見つからなかったらしい。織原姫は──桐女の生徒の中にはいなかったんだよ」


「…………」



　意味がわからなかった。

　いない？

　いないって、どういうことだ？

「……偽名、だったってことか？」

「その可能性もあると思う。でも僕は別の可能性の方を疑ってる。その子はもしかすると──桐女の生徒ではなかったんじゃないのかな？」

「はあ？　なに言ってんだよ。織原さんは、ちゃんと桐女の制服を──」

「制服、しか見てないんでしょ？　学生証を見たわけでも、彼女が桐女に通うところを見たわけでもない。桐女の友人といるところを見たわけでもない。モモが彼女を桐女の生徒だと思える理由、制服以外になにかあるの？」


「…………」



　なにも言葉が出てこなかった。

　改めて考えてみれば、制服ぐらいしかないのかもしれない。彼女を桐女の生徒だと証明するものは、制服以外なにもなかった。

　俺が知っている織原さんは、いつも制服を着ていた。

　日曜日のデートのときであっても。

　まるで誇示こじするみたいに。

　まるで──自分が桐女に通うＪＫだとアピールするみたいに。

「ふん。僕は最初から、なんか怪しい女だとは思ってたぜ」

　ウラもまた、神妙な顔つきとなって告げる。

「一週間前に遅刻ギリギリで学校に来たとき、モモはその女が電車で痴漢に遭ったのを助けたらしいけど──そもそも桐女に通う女子が、モモと朝同じ電車に乗るわけがないんだよ。向かう方向が真逆なんだから」

　それは──俺も抱いた疑問だった。忘れ物でもしたんだろう、と決めつけてそれ以上深く考えることはしなかった。

「モモ、お前まさか……モテな過ぎて、実在しない女の幻を見たのか？」

「そ、そんなわけ、ねえだろ」

　失礼過ぎるウラの発言にも、しかし強く言い返すことができなかった。全身から血の気が引いていくのがわかる。言いようのない不安感が、足元から徐々に昇って体を包み込んでいく。

「幻じゃねえなら……モモ」

　ウラは言う。

「お前──誰を好きになったんだ？」

　俺は答えられない。

　織原さん──織原姫さん。

　彼女は、俺が好きになった彼女は、いったい何者だったんだろう。まさか本当に幽霊や妖怪の類たぐいだったとでもいうのか。

　この一週間の出来事が、急激に不確かなものに変わっていく気がした。『全部夢オチですよ』と言われれば、うっかり信じてしまいそう。

　恐怖にも似た感情に支配されて硬直してしまう──そんな俺を現実に引き戻したのは、ポケットの振動だった。

　画面を見て──驚愕きようがくと安堵あんどを同時に覚える。

　織原さんからのメッセージだった。

　連絡が来たことに対する驚きと、彼女の存在が夢ではなかったことを確信できる安心。

　いつもとは違い、畏かしこまった挨拶あいさつは存在しない。

　不自然なぐらいに他人行儀な文章で、用件だけが書いてあった。




『昨日は、急に帰ってしまいすみませんでした。

　これから、時間があれば会って欲しいです。

　そこで全部、お話ししようと思います』
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　指定された場所は、駅の近くにあるファミレスだった。

　先に着いた俺は、奥まった禁煙席へと腰掛け、ドリンクバーだけ注文する。窓の外を眺めると、すでに日が暮れ始めていた。夕暮れに染まるアスファルトを、部活帰りの学生達が自転車で走り抜けていく。

　五分ほどで、織原さんはやってきた。

「こ、こんばんは」

「……うん」

　どうにか絞り出した挨拶には、そっけない返事が返ってきた。織原さんは暗い顔のまま俯うつむいている。いつもより心なしか化粧がキツいように見えた。

　格好は──何度も目にした桐女の制服。

　この人は、桐凛とうりん女学院の生徒ではないはずなのに──

　テーブルのボタンを押し、彼女もまたドリンクバーだけ注文する。

　店員がいなくなると、地獄のような気まずさが襲ってきた。

　……キッツいなあ、これ。

　なんなんだろう、この状況は。生まれて初めての失恋を味わった翌日に、なんでまたその相手と二人きりで顔を突き合わせなければならないのか。

　ぶっちゃけ断りたくてたまらなかった。でも、来ないわけにはいかなかった。話を聞かないわけにはいかなかった。

　知りたかった。

　俺が惚れた女が、いったい何者なのか──

「……まず、最初に言っておきます」

　気まずい沈黙を破ったのは、織原さんだった。

　感情を押し殺したような低い声で、淡々と言う。

「変に期待されると困るから、はっきり言うね。私は……きみとは付き合えません。今日呼び出したことで、なにか勘違いさせていたなら、ごめんなさい」

「……はい」

　キツい。死体蹴けりもいいところだ。淡い期待なんか全く抱いてなかったけれど、改めて口にされると、想像以上にしんどいものがある。

「今日、会ってもらったのは……桃田くんに、本当のことを話そうと思ったから」

「本当の、こと」

「私、きみにずっと隠していたことがあるの……ううん、違う。隠してたんじゃない。私はきみのこと、ずっと騙だましていた」

　痛みに耐えるような顔で、織原さんは続ける。

「このままお別れしたら、あまりに不誠実な気がするから……最後に、ちゃんと全部、説明させてください」

　ここで少し待ってて。

　と言って、織原さんは席を立ち、ファミレスから出ていった。

　隠していた？　騙していた？　なんのことだろう。てか今来たばっかりなのに、なんで店から出てくんだ？　無数の疑問で頭が埋め尽くされそうになるけれど、俺は言葉に従い、ドリンクバーのコーヒーを飲みながら彼女を待ち続けた。

　二杯目を飲み干したところで──一人の女性が俺の方に歩いてきた。

　スーツに身を包んだ、ＯＬ風の女性だ。

　黒い髪を後ろで纏まとめていて、目元には細いフレームの眼鏡めがね。パンプスで床を鳴らしながらテーブルの間を歩いてくる。

　奥にあるトイレに向かうのかと思えば──彼女は俺の席で止まった。

　無言のまま俺の対面に、さっきまで織原さんが座っていた席に座る。

「……え？　あ、あの、すみません、もうすぐ、知り合いが来るんで」

「は──はじめまして、桃田薫くん」

　戸惑う俺を無視して、ＯＬ風の女性は、緊張と気まずさを感じさせる声で言った。その声を聞いた瞬間──頭が大混乱に陥おちいる。

　今のは──彼女の声だった。

　改めて、女性を正面から見つめる。

　髪型も服装も、なにもかもが別人のように違う。でも、よくよく見てみれば、顔は全く一緒だった。彼女そのものだった。




「私の名前は織原姫……年は、に、27歳、です」




　なにを、どう言えばいいのだろうか。

　俺が好きになった女子高生は──27歳だった。
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　株式会社　はるみ生活

　マーケティング事業本部

　ダイレクトマーケティングチーム　チーフ

　織原おりはら姫ひめ

　ORIHARA HIME




　渡された名刺には、なんだか仰々ぎようぎようしい肩書きが書いてあった。

『はるみ生活』と言えば、高校生の俺おれでも知っているような有名企業だ。化粧品やサプリメントを主に取り扱う会社で、テレビやネットのＣＭでもよく名前を目にする。本社は東京にあるらしいが、この辺りにも支部があったはず。

　名刺の他ほかに、社員証や免許証まで見せられた。

「……これで、わかってもらえたかな？」

　スーツ姿の織原さんは、まだどこか恥ずかしそうな顔で言う。

　俺は──頷うなずくしかなかった。名刺や免許証など、確たる証拠を突きつけられてしまっては、もう疑う余地はない。

　織原さんは──女子高生ではなかった。

　大人で、社会人で、会社員で、27歳だった。

「女子高生だなんて噓うそついてしまって……本当にごめんなさい」

「い、いえ」

　丁寧に頭を下げられても、謝罪を受け止めるだけの心の準備がまだできていない。頭も心もいっぱいいっぱいで、どうしたらいいかわからない。

「あの、さ」

　なにも言えずにいる俺に、織原さんは問うてくる。

「ほ、本当に、気づかなかったの……？」

「え」

「私が女子高生じゃないって」

「……はい」

「全然？　少しも？　全く？　無理してる感じとかなかった？」

「……は、はい、ちっとも」

「そ、そっか。ふーん、そっかそっか」

　少しだけ口元を綻ばせる織原さん。必死に冷静な表情を保とうとしているようだけど、喜びが抑えきれない様子だった。

「いやだって……気づくわけじゃないじゃないですか。まさかいい年こいた大人が、年甲斐がいもなくＪＫの格好して、堂々と恥ずかしげもなく街中を歩いてはしゃいでたなんて──あ」

　失言に気づいたときには、もう遅かった。

　織原さんは、致命傷を負ったかの如ごとくテーブルに突っ伏した。にまにま顔が一点、瀕死ひんしの形相で悶もだえている。『殺せ、私を殺せ』と顔に書いてある。

「す、すいません」

「……ううん、いいのよ。自分でもキツいことやってたって、自覚あるから。はあ、ほんと、なんでこんなことになっちゃったんだろう？」

　自嘲じちよう気味に呟つぶやきながら、織原さんはゆっくりと体を起こす。

　もう一度改めて彼女の姿を見る。

　正直、違和感がすごい。女子高生がスーツを着ているようにしか見えない。でも違う。違うのだ。俺が最初に、ブレザー姿で出会ってしまったから、変な補正が働いているだけなのだろう。

　今目の前にいる、スーツを着こなす大人の女性が、本当の織原姫。

　彼女の本当の姿が、これなんだ。

「──噓、だったんですね、全部」

　言葉が、溜息ためいきのように唇から溢あふれた。責めたつもりは全くなかったのだけれど、織原さんは苦しそうに唇を嚙かみ締めた。

「桐女とうじよに通ってるってことも、タメだってことも」

「……うん、そう。本当に、ごめんなさい」

「誕生日とか、干支えとは」

「そ、それは本当っ」

　食い気味に言う織原さん。誕生日と干支は本当だったらしい。

　俺と同じ、巳み年──ってことは。

「……あ、そっか。年が一回り違うのか」

　27歳と15歳。

　その差は──12年。

「ひ、一回りも違わないよっ！　11年と10ヶ月だから！」

　一人納得した俺に対し、いきなり織原さんが叫んだ。

　そこだけは譲れないとばかりに、大きな声で。

　しかし、ムキになってしまった自分を恥じたのか、

「……まあ、ほとんど、一回りだけど」

　と小声でつけ足した。

　15歳の俺が九月末生まれで、27歳の織原さんが十二月頭生まれならば──年の差は、十一年と十ヶ月となるのだろう。

　一回りには少しだけ足りない──でも、ほとんど一回りだ。

「あの……根本的な質問していいですか？」

「ど、どうぞ」

「なんで、女子高生の格好してたんですか？」

「……大人にはいろいろあるのよ」

　核心に切り込む質問に対し、目を逸そらしながら気まずそうに言う織原さん。

　そうか。やっぱ、そういうことだよな。

「ま、まあ、趣味は人それぞれですよね」

「え……ち、違う違うっ！」

　納得してフォローを入れた俺に対し、ぶんぶん首を振る。

「私、好きでやってたわけじゃないからね！」

「あれ？　ＪＫのコスプレで街を練り歩くのが趣味ってことなんじゃ」

「違うからっ！　ああもう、ちゃんと説明するから、話を聞いて！」

　必死の形相で訴えた後、恥ずかしそうに語り始める。

「えっと……なにから話せばいいかな。とりあえず……私が、桐女に通っていたのは本当の話。もう、十年も前の話になるけど」

　十年前。

　この人が高校時代を過ごしていたのは、十年も昔の話なのか──それはもしかすると、まだスマホが普及していない、プリクラの全盛期だったりするのだろうか。

「高校の友達で、今でも仲がいい子がいてね。雪ゆきちゃんていうんだけど……桃田ももたくんに会った日の前日、雪ちゃんの家に遊びに行って、家で飲んでたの」

　飲んだ、というのは当然お酒のことなのだろう。27歳の織原さんは、アルコールの摂取も許される年齢なのだ。

「久しぶりに会ったから、お酒も話も止まらなくなっちゃって……気がついたら二人ともベロンベロンで、前後不覚な状態だった」

　そんな泥酔でいすい状態になったとき、友人の雪さんとやらが言ったらしい。




　──姫って本当に童顔よね。

　──あなたなら今でも、女子高生で通用するんじゃないの？




「……そしたら雪ちゃんが、自分の高校時代の制服を持ってきてさ。私もだいぶ酔っ払ってたから、じゃあ着てみよっかなー、ってノリで……」

　織原さんが着ていた制服は、彼女のものではなく友達のものであったらしい。サイズが少し小さそうだった理由が、これでわかった。その雪さんという方は、なんというか……織原さんほど豊かではなかったのだろう。

「ノリで制服を着て、髪やメイクも女子高生っぽく仕上げて……その後の記憶はほとんどない。気がついたら朝で、いつもならとっくに家を出てる時間だった。大慌あわてで雪ちゃんちを飛び出して、『今から一回家帰ってスーツに着替えて会社に行けばギリで間に合う』って考えながらダッシュで最寄り駅の電車に滑り込んで──そこで、やっと自分の格好に気づいたの……」

　両手で顔を覆って羞恥しゆうちに悶もだえる織原さん。過去の自分を殴りたくてしょうがない、という後悔がひしひしと伝わってくる。

「もうね……恥ずかしくて死ぬかと思った。なんの羞恥プレイなのよこれは～～っ、って一人で頭の中でずっと叫んでた……」

　羞恥心が振り切ってしまったのか、今度は遠い目をして乾いた笑いを浮かべる。

　27の女性が、ＪＫの格好で、満員電車……うん、まあ、フルコンボだな。男の俺には想像しかできないけど、なかなかにキツい恥辱なんだろう。

「ただでさえ地獄だったのに……まさかそこで、さらなる地獄が襲ってくるとは夢にも思わなかった」

　自嘲気味に言う。

　尋ねるまでもない──痴漢のことだろう。

「普通に痴漢が怖かったってのもあるけど……それと同じぐらい、実年齢がバレたらどうしようって恐怖がすごかった……。声を上げて助けを求めれば、痴漢を社会的に殺せたかもしれないけど、そしたら私も共倒れだからね……ふ、ふふふ。なんか、夕方のニュースとかで取り上げられそうだよね。『〇〇線で痴漢事件！　被害者は女子高生……のコスプレをした27歳のＯＬ!?』みたいな」

「あー……」

　まさかそんな裏事情があったとは。

　じゃあ織原さん、あのとき二重の意味で大ピンチだったんだな。痴漢という犯罪と、ＪＫコスが周囲にバレる不安。たとえ痴漢を捕まえることができたとしても、その後にたぶん駅員や警察からの身分証の提示を求められたりするんだろう。運が悪けりゃ会社に話が行ったりするのかもしれない。

　それは……うん、軽く死にたくなる恥辱だな。

「もう、どうしたらいいかわからなくなって、固まってることしかできなかった。そんなピンチから私を助けてくれたのが──桃田くんだった」


「…………」



「改めてお礼を言わせてもらうけど……ほんっっっとうにありがとうね。桃田くんのおかげで、どうにか社会的に死なずに済んだわ……」

　すげえ切実なお礼だった。

　本当に心の底から感謝をしているような感じ。

「助けてくれたのが桃田くんで、本当によかった。きみがいなかったら私は……今頃いまごろこの街を去っていたかもしれない」

「んな大げさな……。たまたま、ですよ。俺がたまたま見かけただけの話で。俺がいなかったとしても、誰だれか他の奴やつが助けたかもしれないし」

「ううん、違うよ」

　織原さんは言う。

　優しく、それでいてどこか熱っぽい眼差まなざしで。

「桃田くんだったから、だよ。きみが恥ずかしい思いをしてでも私を守ろうとしてくれたおかげで、私は助かった。ＪＫのコスプレした27歳だって、バレずに済んだ」

　結果論だけど──あのときの俺の選択は、どうやらある意味最善手だったらしい。もしも痴漢を駅員に突き出していれば、彼女には痴漢に続く次の地獄が待っていたのだ。

「桃田くんが、女の人のことを思いやってくれる、優しい男の子だったから……」


「…………」



　正直な話、あの日の救出劇は、あまりいい思い出にはなっていなかった。

　無計画で行き当たりばったりで、お世辞にもスマートとは言えない解決法だった。周囲からはいい笑いものにされ、恥ずかしい思いもした。

　格好悪かったなあ、と少し後悔していた──

「すごく格好よかったよ、あのときの桃田くん」

「織原さん……」

　かすかに頰ほおを赤らめた艶つやっぽい笑みに、吸い込まれてしまいそうになる。

　数秒、見つめ合う。

　しかし段々と羞恥が湧わいてきて、二人とも同じタイミングで顔を逸そらした。

「と、とにかく、桃田くんのおかげで助かったのっ、私」

　焦あせった声のまま、仕切り直すように言う。

「どうしてもお礼をしたかったから、電車を降りてから走って追いかけて声をかけて……あとはもう、説明しなくてもいいよね。それからはご存知の通り、ＪＫのコスプレをしたままで、桃田くんと会ってましたとさ」


「…………」



「いろいろ大変だったんだよ？　お弁当を作った日なんか、会社終わってから急いで駅の方に行って、女子トイレで着替えた後にコインロッカーに荷物を預けたりして」

　冗談めかして言って、くすりと笑う。

　ああ、そうか。織原さんのスーツ姿──どこかで見覚えがあると思っていたけれど、ようやく既視感の正体がわかった。

　弁当箱を届けようと、女子トイレに入った織原さんが出てくるのを待っていたとき、スーツ姿のＯＬ風の女性が出ていくところが見えた。裏事情を知らないせいでまるで気づけなかったけど──あのとき見えたＯＬ風の女性が、織原さんだったのだ。

　ＪＫからＯＬへと。

　仮初かりそめの姿から本当の姿へと変貌した、織原姫だった。

「ＪＫコスで街中歩くのは恥ずかしかったけど……でも、ちょっぴり、楽しかったな」

「……あ。やっぱりそういう趣味が」

「違うってばっ！　そうじゃなくて、桃田くんといるのが楽しかったって意味で……」

　即座に否定を叫ぶが、声は段々と尻しりすぼみになり。

　そして、みるみる顔が赤くなっていく。

「……俺といるのが、楽しかったんですか？」

「そ、そうよっ！　悪い!?」

　逆ギレ気味に怒鳴る。俺は思わず笑ってしまいそうになった。ああ、やっぱりこの人は織原さんなんだな。服装や髪型は変わってしまったけれど、表情や仕草しぐさはなにも変わらない。俺が好きになった彼女、そのものだ。

　けれど。

　穏やかな気持ちとなる俺とは反対に、織原さんの表情は暗くなっていく。

「……楽しかったよ。若返ったみたいな気がして、学生時代に戻ったみたいな気がして、夢みたいに楽しかった──でも、もう終わりにしなきゃ」

　もう魔法は解けちゃったんだから。

　と。

　どこか決意を感じさせる声で告げる織原さんは、もう笑っていなかった。

　温度の感じない、人形めいた無表情となっている。

「じゃあ……そういうことだから」

　強引ごういんに会話を打ち切るように言うと、織原さんは鞄かばんから財布を取り出した。

　そして一万円札を一枚、テーブルの上に置く。

「ここは私が出すから。大人の私が」

「え……」

「なにか、好きなもの注文して食べてっていいよ。お釣りは……騙だましたお詫わびとして受け取ってください」

　素そっ気けなく言い切ると、織原さんは席を立ち、早足で去っていった。

「……なっ。ちょ、ちょっと待ってくだ──あっ。す、すいません」

　慌あわてて追いかけようとしたところで、料理を運ぶウェイターとぶつかりそうになってしまう。そうこうしているうちに、彼女はもう店の外に出ていた。

　追いかけようにも食い逃げになってしまうので、とりあえずもらった一万円で急いで会計を済ませた。お釣りを握り締めて店を飛び出す。

「待って……待ってください、織原さん！　織原さん！」

　街頭が照らすアスファルトを蹴けり、スーツの背中を追いかける。

　何度か呼びかけると、彼女はようやく足を止めてくれた。こちらを振り返る。

「……なに？」

　表情も声も──ゾッとするぐらい冷たかった。

「なにって……まだ話は終わってないでしょう」

「これ以上なにを話すっていうの？」

　織原さんは問う。

　射抜いぬくように俺を睨にらみつけて、問う。

「まさか──まだ私のこと、好きだなんて言わないよね？」

　悲痛な響きを帯びた声だった。口の端はしには皮肉めいた自嘲が浮かぶ。

「それ、は……」

　言葉に詰まる俺を見て、彼女の美貌を歪ゆがます自嘲と自虐じぎやくが、より一層深くなる。

「わかってる……わかってるから。桃田くんが好きだって言ってくれたのは、女子高生の私──お嬢様高校に通うＪＫの『織原姫』でしょ？　私とは違う……本当の私とは全然違う。きみが好きになったのは、27歳ほんものの私じゃない」


「…………」



「きみが好きになった女の子は、この世には存在しないの」

　思い出す。

　俺が好きになった彼女のことを。

　同い年の女子高生と信じて疑わなかった、織原姫という名前の少女。

「私が27歳だってわかってたら、きみも最初から相手になんかしなかったでしょ？　恋愛対象にはならなかったでしょ？　そうよね……当然よ。きみみたいな高校生からしたら、私なんて、もうおばさんだもんね。ねえ、気づいてる？　私、きみよりも、きみのお父さんと年が近いんだよ……？」

「織原さん……」

「ああ、ごめん。責めるつもりは全然ないの。悪いのは全部私の方だから」

　言葉が見つからない。頭がまだ、全然整理できていない。混乱が全く解消されない。グチャグチャになった頭で、それでも口に出さずにはいられなかったのは、

「俺達……もうこれで、終わりなんですか？」

　未練、だった。

　終わらせたくない。失いたくない。あらゆる理性を振り切って、そんな感情だけが俺の内側で暴れていた。

「終わりだよ。終わらせるしかないじゃない……だって、15歳のきみと27歳の私じゃ、住む世界が全然違うんだもん」

「そんなこと……。年が一回り違ったぐらいで」

「ぐらい？」

　織原さんは今にも泣き出しそうな顔で、しかし強い声で言う。

「わかってない。全然わかってないよ、桃田くんは。27歳がどういう年齢なのか、全然わかってない……」

　瞳ひとみに深い悲しみを滲にじませ、彼女は宣言する。

　27歳という年齢の、絶望を──




「27歳はね──アナゴさんと同い年なのよ！」




　ポカン、としてしまった。

　まるで予想してない方角からの攻撃に、思考がフリーズしそうになる。

「ア……アナゴさんって、あのアナゴさんですか？　あの、サザエさんの」

「そう。マスオさんの同僚の、アナゴさんよ。彼、公式情報だと、27歳らしいわ」

　マジか。

　アナゴさん、あの貫禄と声で、27歳だったのかよ。

　あの雰囲気はどう考えてもアラフォーだろ。

「……大人になるとね、子供の頃憧あこがれていたキャラクターより、自分がどんどん年上になっていくの。ナルト、一護、ルフィといった十代の主人公を超えて、いつしかぬ～べ～よりも大人になっていた。ジャンプ主人公達を追い抜いていく絶望にはどうにか耐えられたけど……アナゴさんが27歳とわかったときは、さすがにキツいものがあったわ」


「…………」



「桃田くん、きみは、アナゴさんと付き合えるの？」

　いや。

　アナゴさんとは付き合えない。

　シリアスな顔でなに言ってんだ、この人。

「ほらね、無理でしょ」

　いや。

　ほらね、じゃねえよ。

　どうしよ。これは……ツッコんでいいところなんだろうか。今はシリアスパートとギャグパート、どっちなんだ？

　判断に困る俺を無視して、織原さんは一人話を進める。

「最初から『ウィー』で遊んでたきみと、『スーファミ』のソフトを一生懸命フーフーしてた私とじゃ、どうやったってわかり合えないのよ……。どうせ桃田くん、アレでしょ？　『アドバンス』だって横に長いやつじゃなくて、パカパカ折り畳める『ＳＰ』の方で遊んでたんでしょ？」

「……俺、『アドバンス』はやってなくて。携帯ゲームは普通に『ＤＳ』から」

「さ、最初っから『ＤＳ』世代……！」

　織原さんは白目を剝むき、大きくよろめいた。

　気絶寸前である。

「……も、もうわかったでしょ？　最初から『ＤＳ』で遊んでたきみと、思春期を『ロックマンエグゼ』に捧げた私とじゃ、住む世界が違うの。だからお願い。私のことは、もう忘れて」

　そう言い捨てると、織原さんはこちらに背を向けた。

　遠ざかっていく背中を、やはり俺は見送ることができなくて。

「ま、待って──」

「──あーあ！　わっかんないかなあ!?」

　未練がましく呼び止めようとすると、突如、呆あきれ果てたような叫びが響いた。振り返った彼女は、心底不愉快そうな顔をしていた。見たこともない表情だ。

「こっちが気を遣ってるのわかんない？　いい加減、空気読んで帰ってくれないかな？」

　刺々とげとげしい口調で、突き放すように言う。

「私、きみのことなんてなんとも思ってないから。反応が面白おもしろかったから、ＪＫのフリしてからかってただけ。こっちはさ、大人の女なのよ？　自分でお金稼いだこともない高校生なんて、最初っから男として認識してないの。ちょっと優しくしたぐらいで、勘違いしないでよね」

　小馬鹿ばかにするような言葉は止まらない。

　悪女の笑みを浮かべて、俺達の思い出を汚していく。

「ていうか、告白が『ラウワン』とかあり得ないから。ダサいにもほどがある。こっちは大人の女なんだから、もっとムードってものを考えてくれないとね。たとえばほら、遊園地を貸し切って、お城の前で花束はなたば持って現れるとかさ。大人の女は、そういうのに気が利きく男じゃないと──」

「……なんで、そんなこと言うんですか」

　俺は言う。

　痛い。胸が痛い。痛くて痛くてたまらない。

　彼女の台詞せりふで心を傷つけられた──わけじゃない。

「なんで──噓つくんですか？」

　彼女にこんな台詞を言わせてしまうことが、辛つらくて辛くてたまらなかった。

「な……う、噓じゃ」

「だったら、なんで泣いたんですか？」

　ハッと織原さんは息を呑のむ。

「俺が告白したとき、なんであんな風に泣いたんですか」

　本当に申し訳なさそうに、心から罪を悔いるかのように。

　今ならあの涙の意味がわかる。あの瞬間、織原さんは深い自己嫌悪に陥おちいったのだろう。俺を惚ほれさせてしまったことに、激しい罪悪感を覚えたのだろう。

「無理して、悪女みたいな演技しないでください。織原さんがそういう人じゃないって、俺はわかってるから」

「……きみに、私のなにがわかるの？」

「わかりますよ、好きになった人だから」

　俺は言った。

　出会ってまだ一週間かそこらで、相手のことなんて知らない方が多いだろう──でも、知ってる。織原さんが他人を誑たぶらかして楽しむような性悪しようわる女ではないことぐらいは、ちゃんとわかってる。

　俺を騙したことで心を痛めていたことも、十分過ぎるほど伝わっている。

　無理をしたような悪女の演技はあまりにわかりやすくて──俺から嫌われようとしていることがあまりに明白で、反論せずにはいられなかった。

　彼女の優しさだということはわかっている。

　でも俺は、そんな噓に騙されるほど子供ではなく──そして、そんな噓に騙されてあげられるほど大人ではなかった。

　大人でも子供でもなく、大人でも子供でもあるような、15歳の高校生が、俺だった。

「織原さ──っ」

　言葉が止まる。

　彼女が──泣いていたから。

　すっかりと暗くなった夜の世界で、外灯の光を浴びながら、静かに静かに涙を零こぼす。

　泣いている顔を見るのは、これが二度目だった。

「やめて……やめてよ、桃田くん……お願いだから、これ以上、私に入ってこないで」

　ああ。

　また、だ。

　また、泣かせてしまった。

　好きになった人を、守りたいと思った人を、俺のせいで泣かせてしまっている。

　どうして、こうなってしまうのだろう──

　ボロボロと涙を零しながら、鼻をすすりながら。

　それでも織原さんは、まっすぐ俺の方を見た。

「……お願い、桃田くん。こんな変なおばさんのことはもう忘れて。もっと普通に、同じぐらいの年の子と、ちゃんと普通の恋愛をして。大丈夫。桃田くんならきっと、すぐにかわいい彼女ができるよ。だから」

　ばいばい。

　と。

　そう言って織原さんは──笑った。涙でグチャグチャになった顔で、それでもとびきりの笑顔を見せてくれた。悲しみも痛みもなにもかもを押し殺して、ただただ俺の幸福な未来だけを祈るような、聖女のように優しく、気高く、美しい笑み。

　背を向けて、俺の前から去っていく。

　動けない。足が縫いつけられたように動けない。どれだけ冷たくされても、どれだけ罵倒されても追い縋ろうと思っていたけれど、あんな笑顔を見せられてしまっては、もうなにもできない。

　俺は天を仰ぎ、必死に涙を堪こらえる。

　夜空に浮かぶ月は、ムカつくぐらい綺麗きれいだった。
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「27って……ババアじゃねえか」

　放課後の空き教室。

　世の中にいるアラサー女性の全てを敵に回すような台詞を言ったのは、もちろんウラだった。死んだ魚のような目をまんまるにして驚いている。

　隣のカナもまた、同じような驚き顔だ。

「さすがに驚いたね。桐女の制服で歩いてるどこか別の高校の生徒だとばかり思ってたけど、まさか『はるみ生活』で働くＯＬさんだったとは」

　言いつつ、カナは手元のプリクラを眺める。俺達二人のプリクラだ。織原さんが落としていった分も合わせて、なし崩し的に俺が二人分所有している。

「これ見ると、とても27歳には見えないなあ。普通に……いや、かなりかわいい女子高生にしか見えない。プリクラってことを差し引いても、かなりの童顔だね」

「けっ。女は化粧でどうとでもなるからな。怖こえー怖えー」

　皮肉げに言った後、ウラは俺の方を見て笑う。

「でも──助かったな、モモ」

「え……」

　助かった？

「危あやうく、一回りも年上のババアと付き合っちまうところだったんだろ。相手が良識ある大人でよかったよ。もしも若い男を弄もてあそんで誑かそうとするカス女だったりしたら、今頃なにされてたかわかんねえぜ？」

　助かった──そういう見方もあるのか。

　あるいは、そっちが普通の考えなのかもしれない。

　これがもし男女が逆で──15歳の女子と27の男が恋愛関係になったという話になれば、否いやが応でも犯罪っぽい空気が発生する。たとえそれが純愛だったとしても、世間に理解してもらうことは難しいだろう。

　男女が逆になったところで──本質的には同じだ。

　成人女性と未成年男性が男女の関係になることは、法律上は淫行いんこうに当たる。

　あるいは俺も、今のウラの立場だったら、同じことを言うのかもしれない。

　友達が街で出会った女性に惚れて、相手が実は27歳の社会人だとわかって、それでも構わず告白して玉砕したとなれば──助かったな、とそう言うのかもしれない。万が一にも付き合うようなことになれば、どれほどの困難が押し寄せるか想像もつかないから。

　昔の俺ならば、たぶんそう言っただろう。

　彼女と出会う前の俺ならば──

「まだ、未練タラタラって感じだね、モモ」

　見透かしたような目をして、カナが言った。

「まだ姫ちゃんのこと……あ、もう姫ちゃんなんて呼べないか。訂正しよう。まだ織原さんのこと、全然諦あきらめきれてないみたいだ」

「は？　おいおいマジかよ、モモ。相手、27だぞ。アラサーだぞ、アラサー。学園ラブコメだったら、バカの一つ覚えみたいに『婚期が～、婚期が～』って騒いでるだけの先生ポジになる年齢だぞ？」

　だからなぜお前は不特定多数を敵に回す発言をする。かわいい先生ヒロインだって世の中にはたくさんいるぞ。

「……別に、未練ってわけじゃねえよ」

　俺は言う。

「ただ、まだ頭が全然整理できてないだけだ」

　ふわふわとした夢見心地で、地に足がついてない感じ。

　昨日、全てが終わったはずなのに──関係は完全に消滅してしまったはずなのに、それをまるで受け止められずにいる。

「モモ。僕にしては珍しく善意百％で言うけどさ──やめておいた方がいいよ」

　カナは爽やかな笑みを消し、いつになく真剣な顔となっていた。

「彼女のことは、早く忘れた方がいい。悪い夢でも見たと思って──いい夢でも見たと思って、早くこっちの世界に帰っておいで」


「…………」



「モモのためだけに言ってるんじゃないよ。織原さんのためにも、彼女のことはさっさと忘れて次の相手を探した方がいいと思う」

　淡々と、静かな声で諭すように続ける。

「27歳っていったら、大学卒業後に新卒で働き出したなら、もう入社六年目……立派な社会人だ。カート・コバーンやジミ・ヘンドリックスなら、一時代を築いてすでに死んでるような年齢だよ？」

「……伝説的なミュージシャンと比較されてもな」

「要するに、僕らみたいなガキとは根本的に住む世界が違うってこと。付き合ったってお互いのためにならないと思う。人によっては、結婚や出産を考え出す年代だしね。生半可なまはんかな気持ちで近づくべきじゃないよ」

　結婚。出産。

　遠い国の言語を聞かされている気分だった。薄っすらとは理解していながら、俺にとってはまだまだ先の事柄だと思い、考えることすらしなかったこと。

「つーかシンプルに、一回り年上って、ありえねえだろ。いつまでも外見が変わらないロリババアとはワケが違うぜ？」

　ウラが口を開く。

「確かに織原は、今は若くて綺麗に見えるかもしれないけど、モモより早くババアになってくんだ。いつまで付き合う気かは知らねえけど、お前が20歳になったら32歳、お前が30歳になったら42歳……年の差は一生縮まらない。今のモモは恋愛脳で舞い上がってるから『愛があれば年の差なんて！』って考えてるかもしれないけど、いつかその熱が冷めたとき、お前は自分より12も年上の女を、どう思うのかな？」

　ウラも、カナも、いつになく厳しい口調だった。

　その厳しさを──ありがたいと思う。

　他人の恋愛をけしかけるのは簡単だ。「絶対いけるよ！」「あの子も絶対お前のこと好きだから！」なんて無責任に相手を応援するのは、本当に簡単だ。

　でもこいつらは、真剣に俺のことを考えてくれている。俺から嫌われることも覚悟した上で、俺の身を案じてくれている。

「……サンキューな、二人とも。お前らの言うとおりだ。おかげで目が覚めたよ」

　俺がそう言うと、二人は安堵あんどしたように表情を緩めた。

「よしモモ。今日はパーッと遊ぼうぜ。僕んちでひたすらゲームしてよう。ソシャゲやって据え置きゲーやってカードゲームやってボードゲームやろう」

「パーッと遊ぶがインドア過ぎるでしょ。モモ、こういうときは次の出会いだよ。合コンしようよ、合コン。僕が本物の桐女の子を集めてあげるから」

「ふざけんな、モモは僕とゲームすんだよ」

「なに言ってるの？　モモは僕と合コンするんだ」

「ゲームっ」

「合コンっ」

「……落ち着けよ、お前ら」

　なぜか言い争い始めた二人を、溜息ためいき混じりに制す。

「合コンは……やめとくよ。そんな気分じゃないからな」

　俺は言う。

「とりあえず今は、ゲームだな」
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「織原さん、織原さん……織原チーフっ」

「え。は、はいっ」

　名前を呼ばれたことに気づいて、ハッと顔を上げる。

　後輩の小松こまつさんが心配そうに私の顔を覗のぞいていた。

「大丈夫ですか？　なんかボーッとしてましたけど」

「ご、ごめんね。なんでもないから大丈夫」

「これ、頼まれてた資料、まとめておきました。目を通してください。あと、体調不良なら言ってくださいね。織原さん、ここ最近、ちょっと調子悪そうですし」

「う、うん。心配してくれてありがとう」

　小松さんは自分の机に戻る。

　彼女は確か、今年で23歳だったかな。緩くパーマを当てた茶色い髪に、白を基調としたオシャレなオフィスカジュアルの装よそおい。毎日コーディネートを考える手間とプレッシャーに負けてスーツで出勤している私とは違い……なんていうか、キャピキャピしてる。私が男だったらああいう子に惚れるなあ、って思う。

　眩まぶしい。若さが眩しい。

　23歳の女の子を見ていても、若さが眩しくて目が眩くらみそう。

　だから。

　15歳なんて、もはや太陽そのものだ。

　手が触れる距離まで近づけば、身も心も焼き尽くされ、ドロドロに蕩とろけてしまう──


「…………」



　顔を上げて、改めてオフィスを見渡す。

　国道に面したビルの三階。ガラス張りの窓からはそれなりの景色が楽しめるけど、五年も働いてればいい加減見飽きてくる。パソコンが置かれた机がずらりと並び、椅子いすの色はなぜかアップルグリーン。多くの同僚達が、忙せわしなく自分の業務に従事している。女性が多い職場なせいか、なにかとオシャレな小物が多く、オフィス全体が華やいだ雰囲気に包まれている。

　ここが、私の職場。

　ここが、私の現実。

　二年前からマーケティング事業本部に配属され、今では一つのチームのチーフを任されている。チーフといえば聞こえはいいけれど、結局はただの中間管理職。それもかなり下したっ端ぱの方の。やりたい人が他にいなかったから私がなっただけ。給料は大して上がらないのに責任と仕事ばっかりが増える、やーな立ち位置である。

　眼鏡めがね越しのオフィスは、いつもとなにも変わらない。

　それなのにどうしてか──今は少しだけ、色褪いろあせて見えてしまう。


「…………」



　桃田くんと最後に会ってから、もう一週間が経過していた。

　社会人である私はその後も毎日変わらず、仕事に終始していた。恋愛のあれこれで落ち込んだぐらいで会社を休むわけにはいかない。

　と、頭ではわかっているのだけど。

　実際にはさっぱり割り切れていない。就業中も上うわの空になっていることが多くて、さっきみたいに体調不良を心配されたことは、一度や二度じゃない。

「……しっかりしなきゃ」

　誰にも聞こえないよう、小声で呟く。ヌルくなり始めたコーヒーを一気に飲み干し、パソコンの画面に集中。目の前の仕事に没頭する。

　私には傷つく資格も落ち込む資格もない。

　悪いのは全部私なのだから。

　私の軽はずみな悪ふざけのせいで、一人の男の子を深く傷つけてしまった。

　許されることではない。一生後悔しながら生きていこう。

　もう、夢は終わった。

　もう、魔法は解けた。

　これから先は、ずっと現実だけが続いていく。







　昼の休憩に、私は会社の外に出た。

　うちの社員の昼食模様は人それぞれで多種多様。作ってきたお弁当を食べる人もいれば、外に食べに出る人もいる。オフィス街だけあって飲食店は充実しているし、最近は『ウーバーイーツ』なる宅配サービスが女子社員の中では流行はやっている。

　私は節約と健康のために自分でお弁当を作るようにしているけれど、今日は人との約束があった。

　会社の近くにある、シックな雰囲気と野菜のパスタが売りのカフェに入る。昼時の混み合った店内を見渡していると、

「姫っ！　こっちよ！」

　店内の奥の方で、黒髪の美人が私の名を呼んだ。カァ、と頰が熱くなるのを感じた。私は小走りで駆け寄って、対面に腰掛ける。

「もうっ、雪ちゃん……大声で下の名前で呼ばないでよ！」

「あら。ごめんなさい、うっかりしてたわ」

　素直に謝ってくれるけど、あまり表情は変わらない。艶つややかでサラサラな長い髪と、新雪みたいに真っ白な肌。顔立ちは精巧に作られた人形のように美しく、その凛りんとした佇たたずまいは一輪の薔薇ばらを思わせる。クールビューティーな出で立ちは高校時代からなにも変わらず、とても一児の母とは思えない。

　井口いぐち雪。

　もとい──今は結婚して、白井しらい雪。

　大学卒業後は銀行員をやっていたけれど、結婚と同時に辞めて、今は専業主婦。

　高校時代から親交がある、私の友人の一人。その類たぐいまれなる美貌ゆえ、学生時代から男女問わずに人気が高かった。地味に地味ぃに生きていた私とは対極に存在するような相手だったけど、いろいろと奇妙な縁があり、今でも定期的に会っている。

「未いまだにコンプレックスなのね、その名前」

「当たり前でしょ……ていうか、年々コンプレックスが酷ひどくなってるよ」

　姫って。

　そんな名前が許されるのは、せいぜい十代だろう。

　アラサーにもなって姫って……ねえ？

「オタサーの姫ならぬ、アラサーの姫というわけね」

「……ごめん、雪ちゃん。あんまり面白くない」

「あら残念」

　美人過ぎて近寄りがたい雰囲気を纏まとっている雪ちゃんだけど、意外としょうもない冗談を言ったりもする。外見から誤解されやすいけれど、中身は意外とユーモラス。

「私……このままじゃお婆ばあちゃんになっても姫なんだよ？　老人ホームに入ったら、『姫お婆ちゃん、ご飯ですよ』とか言われちゃうんだよ？　はあ、鬱うつだわ」

「同情するわ。親はもっと、考えて名前をつけるべきよね」

　雪ちゃんはそこで、物憂げな溜息を漏もらす。

「最近、地域の子育て支援センターなんかにも参加してるんだけど……冗談みたいな名前の子が多すぎてゾッとするわ。あの親達は、子供をペットかなにかと勘違いしてるのかしら？　根本的に想像力が欠如けつじよしているのよ。いずれ子供が大人になり、最後は老人になるということを、全然想像できていない」

　棘とげのある言葉だったけど、名前にコンプレックスがある身としては同意したい。

　ただ……一つだけ物申したいこともある。

「雪ちゃん、そういえば、今日は子供はどうしたの？」

「真華龍まかろんなら、お母さんに預けてきたわ。たまには孫にも会わせてあげないとだからね」

「……そっか」

　真華龍──雪ちゃんの子供の名前。

　最近一歳になったばっかりの男の子で、私も何度か会わせてもらったことがある。もうメチャクチャかわいい。よちよち歩いて『まんま、まんま』って言う様子がプリティ過ぎて、動画や写真を撮りまくってる。

　人の子だけど、目に入れても痛くないぐらいかわいい……だけど、名前は真華龍。

　言っちゃなんだけど、めっちゃペットっぽい名前じゃない？

「改めて思うけど……真華龍くんって、だいぶ攻めたネーミングだよね」

「ええ。ギリギリいっぱいを攻めたと自負するわ。よくこんな個性的でセンスフルな名前を思いついたと、自分で自分を褒ほめたい気分よ」

　私の感覚ではギリギリいっぱいどころか、投げたボールがスタンドに直行したレベルの大暴投な気がするけど……まあ、なにも言うまい。

　雪ちゃんって昔から、こんな感じなのよねえ。

　東北一偏差値が高い大学に入るくらい頭いいのに、なにかが致命的にズレている。

　高校時代は常に学年トップの成績を収め、東北一の大学にも余裕で入学。卒業後は日本有数のメガバンクに総合職として入社。

　しかし、たった一年で寿ことぶき退社して、それ以来専業主婦。

　結婚も寿退社も、傍はたから見れば信じられないくらいの即断即決だったので、当時はいろいろ心配もしたけど、こうして今、立派に専業主婦をやっている彼女を見ていると、心配は全部杞憂きゆうだったのだと実感する。

「……はあ」

「どうしたの？　溜息なんかついちゃって」

「いや……なんか、雪はちゃんとしてるなあ、って思って、結婚して、子供もいて、なんていうか……ちゃんとしてる気がする」

　27歳にもなると、同級生がどんどん結婚していく。子供がいる人も多い。すでに離婚を経験してシングルマザーとして生きている知り合いもいる。

「それに比べて、私はなにやってるんだろう……」

「ほんとよね」

　悲しいことに雪ちゃんは慰めてくれず、思い切り同意してきた。

「ＪＫのフリして、15歳の男子を誑たぶらかしてるんだもの。本当になにをやってるの、あなたは？　いい年して恥ずかしいと思わないの？　ご両親に申し訳ないと思わないの？」


「う、うう～～……は、半分ぐらいは雪ちゃんのせいでしょっ」



　あの日──授乳期間が終わって飲酒が解禁になった雪ちゃんは、相当なハイペースで飲んでいた。旦那さんは子供を連れて実家へと帰り、「たまには育児も主婦仕事もお休みして、のんびりしなよ」と言ってくれたらしい。

　久方ぶりの飲酒と休日を満喫する雪ちゃんに付き合った私は、大して強くもないくせに相手に合わせてグビグビ飲んじゃって──それが後に続く、奇妙な日々の始まりだった。

「もうお別れを告げたのよね？　その、桃田薫かおるくんとやらには」

「……うん」

　注文していた料理が、ようやく運ばれてくる。お店の看板メニューである、日替わりのパスタ。キャベツとシラスがふんだんに混ぜ込まれたパスタを食しながら、私は雪ちゃんに説明した。
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　私と彼の、事の顚末てんまつを全て。

「そう。結局、全部打ち明けてしまったのね」

　話を聞き終えた雪ちゃんは、感情の読めない無表情のまま、じっと私を見つめる。

「お疲れ様、姫。辛かったでしょう」

「雪ちゃん……」

「──なんて言わないからね」

　視線が、氷でできたナイフみたいに鋭くなる。室温が一気に下がった気がした。蛇へびに睨まれた蛙かえるみたいに、私は硬直してしまう。

「私は何度も言ったわよね？　今すぐに彼と関わることはやめなさい、って。取り返しのつかないことになるから、って」

「……っ」

　桃田くんに出会った日から、私は雪ちゃんに相談を持ちかけていた。「ど、どうしよう雪ちゃんっ！　ＪＫの電車が痴漢で男の子が超格好良く助けてくれたけど、私ＪＫだったっ！」と、大慌てで変な電話をしてしまった。

「なにもかもあなたが悪いわよ、姫。お礼までならいいと思うけど、デートなんかするべきではなかった。まして自分から誘うなんて……愚かにもほどがあるわ」

　私はなにも言い返せない。

　デートのきっかけとなった、私が預けっぱなしにしていたお弁当箱──

　本当は──気づいていた。

　気づいていたけど、忘れた振りをした。並んで歩きながら、このまま彼が気づかなければいいのに、と心の中で願っていた。祈るように願っていた。

　シンデレラの靴と同じ。

　忘れものがあれば、次に会うための口実になると思ったから。

「こうなることは目に見えていたわよ。あのＪＫコスをしたあんたと一緒にデートなんかしたら、男なら誰でもコロっと落ちるに決まってるから」

「……そ、そんな、まさか」

「姫はモテた経験がなくて、男性経験も皆無だから、自分の魅力に自覚がないのよね。まあ、しょうがないとも思うけれど。学生時代のあなたは、地味でオタクで三つ編みで、そしてデブだったし」

「デデデッ、デブじゃないから！　ちょっと重心が安定してただけだから！」

　必死に反論するも、虚むなしいだけだった。

　高校時代の私は、雪ちゃんの言うとおり地味でオタクで三つ編みで、そして……ちょっぴりぽっちゃりだった。今だと『陰キャ』っていうのかな？　クラスの隅っこでいつも本（ゲームの攻略本）を読んでいた。女友達はいたけれど、同年代の男子となんか一度も話さずに三年間が終わった。

　ひたすら家でゲームをやってる、灰色の青春だった。

　恋愛なんて自分には縁遠いものだと思って、諦めていた──でもそれは、無関心とは違う。本当は興味があった。街を歩く学生カップル達に、ずっと憧れていた。

　恋がしたいと、ずっと思っていた──

「『振り袖そでだけは太ったまま着たくない』といってダイエット始めたときはどうせ無理だと思っていたけど、よくやり遂げたわよね」

「おかげさまで」

　成人式前のダイエットには雪ちゃんにもかなり協力してもらった。体型は今も、どうにか維持している。

「お腹なか周りはすっきりして綺麗なくびれができたのに、胸だけは一切いつさい瘦やせなかったのよね。本当、妬ねたましいわ。なにその犯罪級のおっぱい」

「や、やめてよ、もうっ」

　じっと胸を睨まれたので、慌てて隠す。

　いやあほんと、おっぱいだけは全く瘦せなかったんだよね。不思議不思議。

「桃田くんは、そんな胸を至近距離で見せつけられたわけでしょ？　そりゃ惚れるわよ。ＪＫの格好してそのおっぱいをブルンブルンさせられたら、思春期の男子にはたまったもんじゃないわ」

　断言する雪ちゃん。そ、そうなのかなあ。ぶっちゃけ……桃田くんも私の胸は、しょっちゅう見てた気がするけど。うん、まあ……結構な頻度で。

「自覚しなさい、姫。あなたは──15歳の男子を誑かしたのよ。あなたの持つ女としての魔性で、男心を弄んでしまったの」

　糾弾きゆうだんの言葉が胸を射抜いた。

「あなたは自分の学生時代のコンプレックスを払拭ふつしよくするために、桃田くんを利用したのよ。地味で冴さえなかった青春時代をやり直すために、彼の純情を利用した」

「そ、そんな──」

　違う、と言いたかった。言えなかった。

　雪ちゃんの言うとおりのなのかもしれない。

　あの日曜日のデートは──私が高校時代にやりたくてもできなかったことをやっただけだった。二人で制服のまま出かけて、街をぶらぶらして、安価なチェーン店で一緒にハンバーガーを食べて、『ラウワン』で遊んで、『プリクラ』を撮って──

　本当に楽しかった。

　青春時代をやり直しているみたいで、本当に楽しかった。

　そう──全ては、私の自己満足だ。

　私は、私のことしか考えてなかった。

「だって……だって、しょうがないじゃない──好きになっちゃったんだから」

　言い訳するみたいに、私は言った。

　好き。

　桃田くんが好き。大好き。

　彼は私に一目惚れしたと言ってくれたけど──それはこっちの台詞だ。

　一目惚れだった。

　ていうか。

　あんな格好いい真似まねされて、惚れないわけがないでしょ。

　絶体絶命のピンチから私を救い出してくれた彼が、私には王子様に見えた。

　格好よくて、優しくて、一瞬で恋に落ちてしまった。

「こんな気持ちになったの、生まれて初めてで……頭の中が桃田くんのことだけでいっぱいになっちゃって、もうどうしていいか全然わかんなくて──でも、絶対に付き合えないことだけは、ちゃんとわかってたから……」

　相手は15歳の少年。

　27歳の私と結ばれるはずもない。結ばれていいはずもない。

　私の初恋は──禁断の恋だった。

　ロミオとジュリエットのように、禁断だった。

「だから……せめて、少しだけでいいから、一緒にいたかった。恋人っぽいこと、してみたかった……一回だけデートしたら、きちんとお別れして、もう二度と会わないようにしようと思ってた」

　──私、一生の思い出にするね。

　叶かなわぬ初恋ならば、せめて思い出が欲しかった。一度でいいから、二人で街を歩いてみたかった。学生っぽいデートをしてみたかった。それさえできたなら、もう思い残すことはない。この気持ちは心の奥底にしまい込んで、いつか風化するまで必死に隠しておこうと決めていた。

　それなのに──

「それなのに、最初で最後のつもりだったデートで、熱烈な告白をされちゃったというオチね。今時の男子にしては、なかなか行動力があって男前なのね、桃田くんって。さすが姫が惚れるだけあるわ」

　痛烈な皮肉を投げつけられ、私は返す言葉もない。

　──好きです、織原さん。

　嬉うれしかった。

　本当に嬉しかった。天に昇る気持ちだった。好きになった相手が、自分を好きでいてくれた。好きって気持ちを言葉にしてくれた。この世にこれ以上の幸福はないと思った。

　でも。

　それ以上に悲しくて辛くて、罪悪感で心が押し潰つぶされそうだった。

「……雪ちゃんの言うとおりだよ。私は桃田くんのこと、悪戯いたずらに弄んで、傷つけただけだった。自分のことだけで手一杯で、相手のことなんかなにも考えてなかった。雪ちゃんに言われたとおり、とっとと彼の前から去るべきだった……」

　そうすれば桃田くんも、私なんかに振り回されることはなかったのに。あんなにも優しくて男らしい少年の心に、私は深い傷を与えてしまった──

　零れそうになる涙を必死に抑えていると、雪ちゃんがいきなり席を立った。なにも言わずに私の隣に座ると──ギュ、と抱きしめてきた。

「え、な……ゆ、雪ちゃん？」

「おー、よちよち。つらかったでちゅねえ」

　急に抱き締めてきたかと思えば、赤ちゃん言葉を使い出した。普段からは想像もつかない甘い声で囁ささやきながら、回した腕で頭を撫なでてくれる。

「よちよち。姫ちゃんは、いい子でちゅよー」

「……なに、それ？　私、真華龍くんじゃないよ？」

「赤ん坊と一緒よ、今のあなたは。おー、よちよち。だいじょうぶでちゅよー」

　痛いの痛いのとんでけー。

　と、雪は言った。温かい優しさに包まれて、涙が溢れてくる。

「……う、うう……ひぃーん」

　人目もはばからずに赤ちゃん言葉を使ってくる雪の腕の中で、私は人目もはばからずに泣いた。27にもなったというのに、赤ん坊のようにワンワン泣いた。







　やっと涙が止まった後……さすがに周囲の視線が気になったので、私達はそそくさとカフェから出た。雪の方は全然平気そうだったけど、私が無理。あーあ、しばらく来られないなあ、このカフェ。

　雪と別れて、会社へと戻る。

　さあ、午後からは気合いを入れて頑張ろう。月末の企画会議に向けた資料作りと、新商品に関する市場調査、営業部に渡すデータ作成、取引先とのスケジュール調整、チームメンバーにもきちんと仕事を振り分けなきゃならない。ああ、そうそう、来週太田さんが育休を終えて帰ってくるから、彼女用のマニュアルも作っとかないと。

　仕事は山積みだ。

　こうして仕事に忙殺されていれば──いつかは桃田くんのことも忘れられるだろうか。


「…………」



　雪のおかげで少し気持ちが軽くなったけれど、心はまだまだ晴れない。未練と罪悪感が全身を雁字がんじ搦がらめにして、足取りを重くする。

　ふと──最近よく言われる台詞が頭をよぎる。

『いつか白馬に乗った王子様が現れると思ってるの？』

　27にもなって彼氏もなく、そして彼氏を作る努力もしていないと、親や友達からよくこんなことを言われた。

　現実には王子様なんていない。自分から動かなきゃ、絶対に彼氏や結婚相手なんか見つからない。そんなニュアンスの皮肉なんだと思う。

　でもね、みんな。

　王子様、現れたよ。

　なんの努力もしてない私のところに現れて、颯爽さつそうと私のことを助けてくれて、しかも私なんかのことを『好きだ』と言ってくれた。

　優しくて格好よくて男らしい、最高の王子様。

　でも、残念ながら、一回りも年下だったけど。

　ああ──桃田くん。

　あなたはどうして、15歳なの？

　私はどうして、27歳なの？

　もしも私が15歳の高校生だったなら。

　もしもあなたが27歳の社会人だったなら。

　私達はなんの障害もなく、一緒になれたのかな。

　そして二人はいつまでも幸せに暮らしましたとさ──という締めの文句で終わるような、ありきたりな物語を歩むことができたのかな？

「……う」

　あー、まずい。また泣いちゃいそう。最近、いい加減泣きすぎだ。この一週間、毎晩一人で晩酌ばんしやくしては号泣し、気がつけば朝という最高に自堕落じだらくな生活をしているのに、ちっとも涙は枯れてくれない。

　ハンカチを取り出そうと鞄を開き──そこで、気づいた。

　サイレントモードにしっぱなしだったスマホに、メッセージが届いてくる。

　一週間ぶりの、桃田くんからの連絡だった。
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　残業が少ないのが、うちの会社のいいところ。

　大きな会議や特別な業務、もしくは誰かが大失態でもやらかなさい限り、大体は定時に帰れる。友達からは「羨うらやましい」「いい会社だね」って言われるけど、定時で帰れる会社が『いい会社』と呼ばれるこの国は、果たして大丈夫なんだろうか。

　会社を出た私は、指定された場所へと向かった。

　一秒でも早く駆けつけたいという気持ちと、できることなら会いたくないという気持ちが絡からまり合い、結果として競歩と牛歩をランダムに繰り返すような、実に気持ち悪い歩き方をしてしまう。

　そうしてたどり着いたのは──駅から少し歩いたところにある、高架こうか下の公園。

　ベンチと砂場ぐらいしかない、少し寂さびれた公園だ。

　出会った日の翌日に、彼が私のお弁当を食べてくれた場所。

　いつの間にかすっかり日が暮れていて、ポツポツと点在する外灯だけが、夜の公園を照らす光源となる。

　薄暗い景色の向こうに、桃田くんが見えた。

　ベンチに座る彼が目に入った瞬間、ズキリ、と胸が痛む。自分にはこんな痛みを感じる資格などないとわかっていても、切なさで胸が張り裂けそうになってしまう。

「……っ」

　ギュ、と唇を嚙み締めた。ちゃんとしろ、私。毅然きぜんとしてなきゃダメだ。ほんの少しでも未練がある素振りを見せちゃいけない。とっくに吹っ切って前に進んでいる──そんな大人の女を演じよう。

　数回深呼吸した後、背筋を伸ばし、大股でカツカツと歩く。

　一気に近づき、断りもなくベンチの反対側に座って、

「こんばんは」

　と素そっ気けなく言った。

　できる限り、冷たい声で。

「織原さん……こんばんは。お久しぶりです」

　桃田くんは私の方を見ると、嬉しさと気まずさが綯ない交まぜになったような、複雑な表情を浮かべた。

「来ないかと思ってました。来てくれて、ありがとうございます」

「別に。来なきゃいつまでも待ってるっていうから、仕方なく来ただけだから」

　感情を押し殺し、必死に平静な声を出す。

「それで──用事ってなに？」

「お金のことです」

　桃田くんは言った。

　予想もしなかった答えに、私はきょとんとしてしまう。

「こないだファミレスで、織原さん、一万円も置いてったじゃないですか」

「ああ、そのこと」

　今日はまさか、そのお金を返すために私を呼び出したのだろうか。律儀な桃田くんならありえそうだけど、なんだか拍子抜けした気分。少しがっかりしてしまい──がっかりしている自分がいたことに驚く。

　恥ずかしいことに、情けないことに、私はまだこの子になにかを期待していたらしい。

　ありえるはずもないのに。

　私達二人の間になにかなんて、ありえるはずもないのに。

「あれは迷惑かけた慰謝料って言ったでしょ？　返してくれなくても大丈夫だから。なにか好きなものでも買って」

「はい。だから──好きなもの買いました。一応、その報告しようかと思って」

「……え、あ。そうなの？」

　意外。てっきり返してくる流れなのかと思ったら、もう使ってたなんて。

「あのお金で、ゲーム買いました」

「ゲーム……？」

「この一週間、ずっとゲームだけやってました」

「そ、そう」

　むう……。


　別にいいんだけど。あげたお金をなにに使おうが勝手だけど。私がこの一週間、大好きなゲームも手につかないぐらい落ち込んでたことと、桃田くんが一人で楽しくゲームを満喫してたことは、ちっともちっとも関係ないことだからどうでもいいんだけど……むぅ～～っ。



　身勝手な怒りにとらわれてしまう私だったけれど、

「このゲーム、ずっとやってました」

　桃田くんがブレザーのポケットから取り出したものを見て──息を呑む。

　驚愕きようがくと、郷愁きようしゆう。

　な。

　な、な。


　懐なつかしいぃ～～っ。



　なにこれ、すっごく懐かしい！

　ノスタルジーの花が胸いっぱいに咲き誇ほこる。

　これは……制服のポケットにも簡単に入るぐらい収納性に優れた小型のこれは──

「『ゲームボーイアドバンスＳＰ』……！」

　桃田くんが見せてくれたのは、とっくに製造が中止されている前時代のゲーム機だった。『アドバンス』の上位機種として発売されたハード。液晶自体が光るフロントライト機能が当時は大変画期的で、暗いところでも快適にゲームがプレイできた。あと、電池じゃなくて完全充電式っていうのも、「ええ～っ、もう単３電池買わなくていいの!?」と感動した記憶がある。

　ハイスペックでナイスデザインなハードなんだけど、一年後ぐらいに『ＤＳ』が出てきちゃったせいで、すぐに市場から消えてしまったイメージがある。

「ど、どうしたの、これ？　なんで桃田くんが、こんな懐かしいものを……」

「買ったんです。『ロックマンエグゼ』、やってみたくて」

　パカ、とＳＰを開く。

　電源を入れると……すごく懐かしいメロディーが聞こえてきた。うわぁああ。懐かし過ぎて涙が出てきそう。はぁ～、『無印むじるし』のオープニング画面だぁ。フロントライト機能がある『ＳＰ』だから、こんな薄暗い屋外おくがいでもしっかり画面が見えるよぉ……。

「この一週間、寝る間も惜しんでやってて、一応クリアしました。いやあ、メチャクチャ面白かったですね！　最初は昔のゲームだと思ってナメてたとこもあったんですけど、すげえハマっちゃいました。９マス対９マスという独自のフィールドと、チップを用いたバトルシステムが本当に楽しい。あとストーリーもすごかったなあ。最初は小学生の主人公が小さな事件解決するだけだったのに、段々と世界を巻き込む壮大な話になってって……。まさかロックマンの正体が（ネタバレ）だったなんて」

　嬉々ききとして、本当に楽しそうに語る。わかる。わかるわかる。そうそう、すごいの、『エグゼ』は本当に面白いの。私の青春そのものなの！

「俺、ロックマンなんて、『スマブラ』でしか知らなかったんですけど、こんなゲームも出てたんですね」

「あー、『スマブラ』のロックマンは本家のロックマンだから、またちょっと違うんだけどね。『エグゼ』は割と外伝的な作品で──じゃなくて」

　あまりの懐かしさにテンションが上がってついつい語り出しそうになってしまったけれど、どうにか自制して話の筋を戻す。

「どうして桃田くん？　どうして、こんな古いゲームを……」

「織原さんがハマったゲーム、やってみたかったんです。中古屋探し回って、どうにか１から６まで全部揃そろえたんで、これから順番にやってこうと思います」

「……なん、で？　なんで、そんなこと」

「織原さんに──少しでも近づきたかったから」

　と言って、桃田くんは『ＳＰ』を閉じる。でも……『ＳＰ』は『ＤＳ』と違って閉じただけでスリープモードになったりはしないので音楽が鳴り続けた。慌ててスイッチを下げて電源を落とす桃田くん。『ＤＳ』世代らしいミスだった。

「えっと……織原さん、言ってたじゃないですか。思春期を『ロックマンエグゼ』に捧げた私とは住む世界が違うって。だったら俺も同じゲームをしてみれば、少しは気持ちがわかるんじゃないかと思って──ほんの少しでも、織原さんの世界を理解できるんじゃないかと思って」

「なに、それ……？」

　私のことを、知ろうとしてくれたの？

　近づこうとしてくれたの？

　きみを騙して傷つけた、私みたいな最低の女のために──

「織原さん」

　桃田くんは言う。

　緊張で少し震えた唇で──だけど、決意を秘めた眼差まなざしで。

「俺、やっぱり織原さんのことが好きです」

「──っ」

　息を呑む。心の奥底にしまい込んだはずの感情が鎌首をもたげ、固く閉ざしたはずの蓋ふたをぶち破ろうとしてきた。

「なに言ってるの……？　ちゃんと断ったでしょ？　この話は、もう終わったよね？」

「はい。でも、諦めきれないんです」

「……バ、バカじゃないの？　付き合えるわけないじゃない……私達、年が一回りも違うんだよ？」

　やめて。やめてよ、桃田くん。

　そんなまっすぐな目で、私を見ないで。

　これ以上見つめられたら、私、もう──

「……桃田くん。落ち着いて聞いてね」

　私は言う。

　感情と本能を抑えつけ、理性のみでの会話を心がける。

「きみは今、変なテンションになって舞い上がってるだけなの。そんな一過性の感情で私と付き合ったりなんかしたら、絶対後悔するから。きみは私のことを、同い年の女子高生だと思ったから好きになっただけ。本当の私は、27歳の社会人。もうすぐ30になるアラサーのおばさんなんだよ？」

　続ける。胸の痛みに耐えながら。

「も、もし仮に付き合ったとしても……社会人と学生じゃ、うまくいきっこない。考えも価値観も全然違うから、すれ違うだけになると思う」

　痛い。胸が痛くて堪らない。想おもい人が私を好きだと言ってくれているのに、断る理由をあれこれ並べ立てるのは、自分で自分の心を切り刻んでいるのと同じだった。

　でも、言わなきゃならない。

　相手の未来のために、言わなきゃならない。

「お願い桃田くん。私なんかのために……青春を犠牲にしないで。一生に一度しかない高校生活なんだから、私なんかに振り回されちゃいけない。学生のうちは、学生らしい恋愛をした方が絶対にいいから……」

「……そう、なんですよね、たぶん」

　桃田くんは力なく笑う。

「友達にも、織原さんを追いかけるのはやめた方がいいって言われました。すっぱり忘れた方がいいって」

「でしょ。だから──」

「でも、それで俺、目が覚めたんです。気がついたんです──俺には覚悟が足りなかったって」

　桃田くんは言った。

「覚、悟……？」

「俺と織原さんと付き合うってことは……たぶん、あんまり普通のことじゃない。だから当然、反対する奴も出てくる。仲のいい友達ですら反対するんだから、見知らぬ他人からはどんな酷い偏見や誹謗ひぼう中傷を受けるかもわからない……俺には、そんな『普通』を押し付けてくる世界から、あなたを守るだけの覚悟が足りなかった」

　そこまで言うと、桃田くんは立ち上がった。

　見つめる瞳には太陽みたいな熱があって、私の心をジリジリと焦こがす。

「織原さん──告白、やり直させてください」

「やり、直す……」

「こないだの告白が噓ってわけじゃないけど……あれはやっぱり、ＪＫの織原さんに言った言葉でした。だから今度は27歳のあなたに──本当のあなたに、好きだと言わせてください」

　その瞬間、だった。

　ポォ、と。

　視線の先で、なにかが光った。

　柔らかな橙色だいだいいろの灯火ともしびが、闇やみの中で無数に浮かび上がる。

「あっ……バカっ。あいつら、まだ早いって……」

　桃田くんが焦った声でなにかを呟いたようだったけれど、私は光から目が離せない。

　淡い光は砂場の方から。

　無数の輝きは平面ではなく、立体的に組み上がっていた。日が暮れて暗くなっていたせいで今まで気がつかなかったけれど、砂場になにかがある。

　温かな輝きに照らし出された、少しトゲトゲしたシルエットは──

「お、お城……？」

　西洋の城、のように見える。

　砂場の上に、こぢんまりとしたお城が建っていた。高さは一メートルもないぐらいだろう。小さな小さな、砂でできたお城。

　砂上の楼閣ならぬ、砂上の砂城。

「お城、のつもりです。友達にも手伝ってもらって、織原さんが来る前に作りました。あの……あんま近づかないでくださいね。正直クオリティはアレで……このぐらいの距離から見るのが、たぶんベストなんで」

「綺麗……」

　思わず感嘆の息が漏もれた。橙色の光を発しているのは、電飾かなにかだろうか。砂でできた外壁のあちこちで小さな灯あかりが輝き、お城の窓から漏れ出した光が夜を彩いろどっているかのようだった。

　闇夜を背景に、優しい光に包まれた砂のお城が浮かび上がる。

　幻想的で、神秘的な光景だった。

　まるで夢のよう。

　お伽噺とぎばなしの世界に、足を踏み入れたかのよう──

「よかった、喜んでもらえたみたいで」

「……うん。すごい綺麗。でも、どうし──っ」

　視線を砂のお城から桃田くんへと移した瞬間、驚いて言葉を失ってしまう。

　私が幻想的な光景に目を奪われていた隙すきに。

　桃田くんは──いつの間にか花束を持っていた。

　真まっ赤かな薔薇ばらの花束を、少し照れくさそうに抱えている。

「わっ……え、ええ？　な、なにこれなにこれ……？　ど、どういうこと？」

　もうわけがわからない。

　次から次へと驚きが押し寄せて、目が回ってしまいそう。

　酔う。酔っ払う。

　夢の世界に酔い潰れてしまう──

「織原さん、言ってたじゃないですか。告白するならもっとムードを考えろって」

　言った。

　確かに言った。けど。

「噓……でしょ？」




　──たとえばほら、遊園地を貸し切って、お城の前で花束持って現れるとかさ。




　まさか。まさかまさか。

　あんなのを真まに受けたの？

　苦し紛まぎれに勢い任せで言った、諦めさせるための口実だったのに。

「……すみません。遊園地貸し切るような金はなくて……。今の俺には、こんな安上がりなお城が精一杯です」

　申し訳なさそうに桃田くんは言う。

「もしも織原さんが……社会に出たこともない15のガキなんか恋愛対象じゃないっていうなら、諦めます。金も地位もない俺なんかと付き合って時間を無駄にしたくないっていうなら……悔しいけど、身を引きます」

　でもっ、と桃田くんは一歩踏み出す。

「俺の青春とか、俺の未来とか、そんなものを気にしてるなら──余計なお世話です」

「よ、余計なお世話って……私は、ただ、申し訳なくて……」

　騙してしまって、唆そそのかしてしまって。

　そのせいで、私なんかのために、桃田くんの人生を狂わせてしまうことが。

「つーか、もう手遅れですから」

　まだ幼さが残る顔で、桃田くんはクシャッと目を細めて笑う。

「俺の心は、もうとっくに狂わされちゃってますから。悪いと思ってるなら、責任とってください」

　そして、桃田くんは膝ひざを折る。

　片膝をつき、ベンチに座る私の前に跪ひざまずく。

　ふわり、と。

　薔薇の香りが鼻腔びこうをくすぐった。

　幻想的な輝きを宿す砂のお城を背景に、花束を抱えた男の子が私を見上げる。

　一点の曇りもない、太陽のように激しい熱を秘めた瞳で──

「好きです、織原さん。本当のあなたが、27歳のあなたが、大好きです」

「桃田くん……」

　ああ──ダメ。

　もう、溺れてしまいそう。

　つま先から頭の天辺てつぺんまで全部、どっぷりと夢の世界に浸かってしまう。

　燃え滾たぎる太陽の熱にあぶられて、幾重いくえにも纏っていた理性の鎧よろいが全て溶け落ちた。抑え込んでいたはずの感情が、蓋ふたをこじ開けて暴れ狂う。

　心を──丸裸にされてしまう。

「俺は……王子様みたいに金も権力も持ってない。顔だって、大して美形でもない。でも、せめて心だけは、王子様であれるよう努力します」

　だから、と言って。

　桃田くんは跪いたまま花束を捧げる。




「どうか俺のお姫様になってください」



















　姫。

　ずっとこの名前が嫌いだった。

　楽しんでいられたのは五歳児ぐらいまで。小学校に入ってからは名前でからかわれることが多かったし、地味で太ってて陰キャ全開だった中学・高校時代は、『こんな私のどこが姫なんだか』と鏡を見るたびに自嘲した。

　社会人になってからは、仕事とゲームをやってるだけのはずなのに時間が経たつのが恐ろしく早く感じて、年を重ねるたびに名前コンプレックスが強くなった。

　お姫様になることを夢見る年はとっくに卒業しているのに、姫という名前だけは一生背負っていかなきゃならない。

　自分の名前が嫌いだった。

　それなのに。それなのに。それなのに──

「……ずるい」

　唇から、言葉が漏れ出す。

「ずるい、ずるいよ、桃田くん……なんで、こんな……私なんかのために……こんなことされたら、私、もう……」

　制御を失った感情と共に、涙が溢れ出す。

　最近、本当に泣きすぎ。

　彼と出会ってからの二週間で、どれだけ涙を流したかわからない。

　でも。

　今溢れ出す涙は、今までのどの涙とも違っていた──

「……わかってるの？」

　私は、嗚咽おえつの混じった声で問う。

「私……27歳だよ？」

「知ってます」

「もう、おばさんだよ？」

「27歳はおばさんじゃないですよ」

「私……ほんと、全然、いい女じゃないよ？　女子力とか底辺だよ？　ファッションの流行には疎うといし、今だってコーディネートを面倒くさがって、毎日スーツで出社してるぐらいだし。休みの日は……一日引きこもってゲームしてるような女だよ？」

「問題ないです。一緒にゲームしましょう」

「料理だってさ、桃田くんにあげたのは、すごく気合い入れて作っただけだからね？　毎日あんな頑張ってるわけじゃなくて、適当にカップラーメンで済ましたりすることも結構あるから……」

「そのぐらい気にしません」

「……桃田くん、よく私の……お、おっぱい見てるけどさ」

「んなっ、ぐ……あ、いや、その」

「……このおっぱいだって、たぶん、もうすぐ垂れ始めちゃうよ？」

「だ、だったら垂れるまで楽しみます！　垂れたら垂れたで、それも楽しみますから！」

「……ぷっ。あはは。なにそれ」

　吹き出すように笑ってしまう。涙を拭ぬぐう。

　でも、いくら拭っても涙は止まらない。

　この年になると、涙との付き合い方もわかってくる。ミスをして上司にしこたま怒られたとき。大好きだったお爺じいちゃんが亡くなったとき。そして──15歳の子をフラなきゃいけないとき。悲しくて悲しくて涙が止まらなくなるけど、涙や感情をそれなりに制御する心得はある程度身についていた。

　でも──知らない。

　こんなとき、どうしたらいいのかわからない。

　嬉しくて嬉しくて、幸せで幸せで涙が止まらないときは、どうしたらいいの？

　どうしたらいいかわからなくて、もうどうにかなってしまいそう──

「……いい、の？　ほんとにほんとに、私でいいの？」

　私は言う。




「アラサーでも、彼女にしてくれますか？」




「はい！」

　迷いない返答が、私の胸を撃ち抜いた。

　ああ──もうダメだ。もう私を覆うものはなにもない。もう私を止めるものはなにもない。枷かせも鎧よろいも蓋ふたも、全部全部ドロドロに溶かされてしまった。

　剝き出しの感情だけが私を突き動かす。

　ゆっくりと立ち上がる。

　勇気を振り絞って一歩踏み込んでくれた彼に応えるために、私も一歩踏み出す。

　少し身をかがめ、差し出された花束を手に取った。

　織原姫。

　会社員。趣味はゲーム。

　年は……27歳。

　本日、生まれて初めて恋人ができた。

　一回りも年下だけど、最高に格好いい、私の王子様。
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「はぁーん。結局織原と付き合うのかよ。けっ。つまんねえの」

「不貞腐ふてくされないの。めでたいことなんだから、素直に祝福しなよ」

　昼休みの空き教室。

　不満そうなウラに窘たしなめるように言ってから、カナは俺の方を見る。

「おめでとう、モモ。頑張ったね」

「おう」

「やれやれ。結局僕らの気遣いは、モモを止めるどころか火を点つけただけだったのか。まあ、なんとなくこうなる気はしてたけどね」

　呆れたように苦笑し、肩をすくめる。

「カナ、ウラ。ありがとうな。全部お前らのおかげだよ」

　心から礼を述べると、カナはにこやかに笑い、ウラは鼻を鳴らした。

「ったく……人をこき使いやがってよ。いい年こいて砂遊びなんかさせやがって」

「よく言うよ。お城作りを一番頑張ってたのは、ウラじゃないか。モモのためにすごく一生懸命になってさ」

「なっ……ち、ちげーよバカ！　僕はただ、ああいう細かい作業が好きなだけだ！　不器用なお前らが見てられなかっただけだ！　ほ、ほんとだからな！」

　砂のお城作りは、カナとウラにも相当手伝ってもらった。ちなみに電飾は、家にあったクリスマスツリー用のやつ。明るいときに見るとかなり残念なクオリティだったけれど、夜の世界ではいい感じになってくれて、本当によかった。

「お前ら二人がいなかったら、絶対上手うまくいかなかったよ。まあ、ライトアップのタイミングはちょっと早かったけどな」

「しょうがねーだろ。暗くて合図がよく見えなかったんだよ」

「……でもねモモ。ライトアップは、あのタイミングでベストだったと思うよ。モモが計画してたように、『俺があなたに魔法をかけてあげましょう』から始まるポエム独唱の後に指パッチンでライトアップじゃ……すげえスベってたと思う」

　マジか。

　あれー。格好いいと思ったんだけどな。一生懸命力作のポエム考えてたのに。

「まあ、電飾のスイッチ入れた後、僕とウラはすぐ帰ったから、その後にモモがどんだけポエミーなこと言ったかは知らないけどね」

「そうだったのか？」

「うん。告白の結果がどうなろうと……その結果は、モモと織原さん、二人だけのものにするべきだと思ったから」

「けっ。ムービーでも撮ってやろうかと思ったけど、仕方ねえから自重じちようしてやったぜ」

「……ほんと、サンキューな」

　つくづく友人に恵まれてるな、俺は。

　こいつらが友達で、本当によかった。

「いやあ、それにしても、なんか凄すさまじい大恋愛を脇から眺めてた気分だったけど、モモと織原さんって、まだ出会って二週間も経ってないんだよね」

　カナが皮肉めいた笑みを浮かべて言う。

「まるでロミオとジュリエットだ。禁断の恋ってところもそっくりだしね」

「……うるせえ」

　返す言葉もなかった。

　そうか。まだ、あの日から──電車でＪＫコスをした織原さんに遭遇してから、まだ二週間しか経ってなかったのか。ずいぶんと長い間片思いをしていたような気分だったけれど、俺達はまだ、会ってから一月も経っていない。

　昔、ロミジュリが全体を通して二週間ちょいで終わる話だと知ったときは、なんだそりゃと思ったけれど……やれやれ。俺はもう、ロミオとジュリエットはバカにできないな。

　恋愛に過ごした時間は関係ないのだと、つくづく思い知った。

「……ねえ。モモ」

　ふと、カナが真面目まじめな顔をして言う。

「やっとの思いで好きな人と付き合えて、今は舞い上がってると思うけどさ……本当に大変なのは、たぶんこれからだよ」

「………」

「現実の恋愛なんて、エピローグの方が長いんだから」

「わかってるよ」

　交際がゴールというわけじゃない。

　ラブコメみたいに二人が付き合ったら時間が飛んで結婚エンドで最終回、なんてこともないし、お伽とぎ噺ばなしみたいに『そして二人はいつまでも幸せに暮らしました』みたいな締めの文句でも終われない。

　これからだ。

　これから、全てが始まる。

　15歳と27歳が付き合うのは、きっと普通のことじゃない。これから先、俺達にどんな困難が押し寄せるかは想像もつかない。覚悟はしたつもりだけど、俺のようなガキの覚悟なんて、もしかしたらなんの意味もないのかもしれない。

　でも。

　それでも。

　今だけは──素直に喜びたい。

　ひたすらに浮かれていたい。

　好きな人と両想いになれたという、そんな奇跡に酔い痴しれて──

　ふと、窓の外を見やる。

　向こうには、織原さんが勤める会社がある。

　今頃、あっちも昼食を食べてる頃だろうか。今日はどんなお弁当を作ったのだろう。それともまた、友人の雪さんと一緒にランチを楽しんだりしてるのだろうか。

　そんなことを考えながら、俺はポケットからスマホを取り出し──カバーを外した。
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「織原さん……さっきからなに、ニヤニヤしてるんですか？」

　会社の休憩スペースでお弁当を食べていたら、通りかかった小松さんから、ちょっと引いたような顔で声をかけられた。

「えっ。わ、私、そんなニヤニヤしてたっ？」

「はい、かなり」

「そ、そう……」

「スマホのカバーをじっと見つめたりして……なにがそんなに面白いんですか？」

「べ、べべ、別になんでもないよっ！　ただ、いいカバーだなあ、と思っただけ」

　我ながら誤魔化ごまかすのが下手過ぎだった。小松さんは不思議そうな顔をしていたけれど、深く追求することはなく、飲み物を買って去っていった。

「はあ……」

　深く溜息。しまったなあ。もっとしっかりしなきゃ。

　私と桃田くんの関係は、周囲には隠さなきゃならない。15歳の高校生と付き合ってるなんてことが明るみになったら、社会人としてどれだけの顰蹙ひんしゆくを買うかわからないし──なにより、桃田くんにも迷惑をかけてしまう。

　両想いになれたけれど、こっそりと隠れて付き合わなければならない。

　浮かれて周囲に隙を見せてはいけない。

　でも。

　でもでも──

「……えへへ」

　さすがに付き合った翌日じゃ、どうしようもなく浮かれてしまう。朝から何度、スマホのカバーを外して眺めたかわからない。

　カバーの内側、スマホと接する部分には──プリクラが貼はってある。

　桃田くんと、ＪＫの格好をした私の、ツーショット。

　私が落としていったのをずっと取っておいたくれたらしく、昨日、それをお互いのスマホケースの内側に貼った。表からは見えない部分だけど、こっそりと隠れて『おそろい』のことをやってる感じが……ラブラブっぽくてすごくいい。すっごく幸せ。

　……なんだか中学生みたいで恥ずかしいけど、でもしょうがない。

　生まれて初めて恋をして、生まれて初めて彼氏ができた私は、恋愛偏差値なんて中学生となにも変わらないのだから。

　桃田薫くん。

　一回りも年下の、私の彼氏。

　カバー裏にプリクラを貼ることを提案したときに、

「私が学生の頃は、携帯の充電のカバー裏に彼氏のプリクラを貼ってる子が結構いたなあ。桃田くんはどうだった？」

「……すみません。俺、ガラケー使ったことなくて」

「……さ、最初からスマホ世代……!?」

　とか、そんな絶望を味わってしまうぐらい、違う世界に住む私達だけど──それでも彼は、世界や常識の垣根を超えて、私の心を鷲わし摑づかみにした。

　これから先、なにが起こるかはわからないけれど、今はただこの奇跡を嚙み締めていたい。

　ふと、窓の外を見やる。

　向こうには、桃田くんが通う学校がある。

　今日はどんな昼食を食べてるのかな。友達のウラくんやカナくんと一緒かな。今度私がお弁当を作ってあげようかな。

　そんなことを考えながら、彼も私のことを考えててくれたら嬉しいな、とそう思った。
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　土曜日の早朝。

　俺おれはベッドの上で、朝っぱらから悩んでいた。

　あんまり指定の時間ぴったりというのもなんだか嫌みっぽい気がして、でもだからといって遅すぎたり早すぎたりするのは論外で、よし、じゃあ約束の時間の一分後ぐらいにしてみようか──なんて考えすぎるぐらい考えすぎていたら、すでに約束の六時からは三分も経過していたので、俺は大慌あわてでスマホの通話ボタンを押した。

　かけた電話は、ワンコールもしないうちに繫つながった。

『も、もしもしっ』

　やや上擦ずった声。ああ、なんか、かわいい声だなあ。朝からこんなかわいい声を聞けるなんて、今日はなんて幸せな日なのだろうか。

『おはよう、桃田ももたくん』

「おはようございます、織原おりはらさん。出るのめっちゃ早かったですね」

『え……そ、そうかな？』

「もしかして、もう起きてました？」

『……うん、実は。三十分前ぐらいに目が覚めちゃった』

「早っ」

　織原さんからモーニングコールを頼まれたのは昨晩のこと。決して寝坊すまいと十分前には起きてたけど、向こうの方が早起きだったらしい。

『桃田くんが起こしてくれるって思ったら……なんか、緊張しちゃってさ』

「モーニングコールの意味なかったですね」

『そ、そんなことないよ！』

　苦笑気味に言った俺に、慌てた声で否定を口にする。

『桃田くんから電話が来るってわかってなかったら、私、油断して絶対寝坊してたと思うし！　それに……』

「それに？」

『……う、嬉うれしいよ。朝から、桃田くんの声が聞けて』

　死ぬほど恥ずかしそうな声でそんなことを言われてしまえば、聞いてるこっちも死ぬほど恥ずかしくなってしまう。いやあ、もうさあ……なんなの？　なんなの、この状況？　朝からこんなキュンキュンしてていいのか、俺？

　言いようのない羞恥しゆうちでおかしくなってしまいそうだったので、話題転換を試みる。

「え、えっと、今日は会社なんですよね？」

『うん、そう』

「大変ですね、土曜日も出勤しなきゃなんて」

『たまにあるのよねー。でも今日は、夜に雪ゆきちゃんと飲みに行くから、それを楽しみに仕事頑張がんばるんだ』

「ああ、言ってましたね」

「桃田くんは、今日はカナくんと遊ぶんだっけ」

「はい。たぶん、駅ビルで買い物する感じだと思います」

　まだまだ話していたいけれど、相手の準備もあるだろうし、そろそろ電話を切らなければならない。

「じゃあ、そろそろ」

『そうだね。じゃ、またね』

「はい、また」

　そして数秒、無言の時間が続く。

『……き、切ってよ桃田くん！』

「織原さんこそ！」

『だって……なんか、やだもん、私から切るのは……。そっちから切って』

「俺だって、なんか嫌ですよ」

『じゃあ……いっせーのせで切ろっか？』

「わ、わかりました」

『行くよ？　いっせーの』

「せっ」

　そして、数秒、無言の時間が続く。

「切ってないじゃないですか!?」

『桃田くんこそ！』

「次こそマジで切りましょう」

「う、うん、そうだね。いい加減、いい時間だし」

「いっせーの」

『せっ』

　そして──今度こそ通話が切れた。

　今回、俺はちゃんと切ったけれど、相手が切ったかどうかまではわからない。まあ、さすがに二回目は切るよな。いやでも、もう一回ぐらい天丼するべきだったのか。万が一織原さんが切ってなかったら申し訳ないことをしたような気も……ううむ。正解がまるでわからん。


「……はぁ～～～～」



　深く息を吐き出しながら、俺はベッドに仰向あおむけに倒れた。

　疲れた。すげえ疲れた。

　もちろん嫌なわけではないけど、なんていうか……幸せすぎて疲労感が半端はんぱじゃない。

　付き合って今日で三日目。

　暇を見つけては電話なりラインなりしているけれど、未いまだに全然慣れない。何気ない言葉は文章でいちいちドキドキしてしまい、だいぶメンタルを消費してしまう。すごく疲れて、だからこそ幸せで、悶々もんもんとしてキュンキュンして──

「やべえ……彼女ってやべえ」

　俺の貧相な語彙ごいでは、そんな表現が精一杯だった。

　頭が茹ゆで上がったような気分のまま、俺は部屋を出て洗面所へと向かう。顔を洗って歯を磨き、そしてヘアワックスを使って髪型を整えていると──

「なに鼻歌なんか歌ってんだよ、気色悪りぃ」

　洗面所にやってきた姉貴あねきが、鏡越しに声をかけてきた。

「朝っぱらからご機嫌きげんだな」

「え？　俺、鼻歌なんか歌ってた？」

「歌ってたぞ、フンフン、フンフン」

　マジかよ。全然気づかんかった。織原さんとの電話に舞い上がりすぎて、そんなキャラじゃないことしちまってたのか。

「ほら、あたしが使うから、どけ」

　そう言うと、姉貴は俺を押しのけて鏡の前に立った。

「ああ……なにすんだよ。ようやく髪型が決まりそうだったのに」

「どうイジろうと大して変わんねえから大丈夫だよ」

「そりゃ、化粧で大化けする姉貴に比べたらな」

「あ？」

「……なんでもないです」

　凄すさまじい眼で睨にらまれ、俺は即座に頭を下げて一歩下がった。かくして洗面所は、瞬またたく間に我が家の一人娘に占領される。熱したコテでくるくると髪を巻き始める姉貴を尻目しりめに、俺は黙って引き下がる他ほかなかった。

　桃田楓かえで。

　俺の姉貴で、年は四つ上。近くの大学に通っており、今は就活中ならぬ『そろそろ就活始めようか悩み中』らしい。性格は横暴かつ自由気まま桃田家の遺伝的特徴なのだろう、切れ長の細目で、全体的に薄味な顔立ちをしているが、マスカラをつけて髪を巻いてその他諸々のメイクを施ほどこせばあら不思議、今時の女子大生へと変貌する。

　元が薄い顔だから化粧が映はえるんだろうな。これ言うとキレるんだけど。

「薫かおる。お前さあ」

　慣れた手つきで髪を巻きながら、去ろうとした俺に声をかけてくる。

「もしかして好きな女でもできたか？」

「……っ」

　動揺が、モロに態度に出てしまった。

　鏡に映る姉貴の顔が、ニヤァと意地悪く歪ゆがむ。

「な、なんだよ、急に」

「お前、ここ最近、急に髪型とか、服とか気にしだしたからなあ。そうかそうか、薫もようやく、そういう年頃としごろになったのか」

「……ほっとけよ」

　なんか無性に恥ずかしい。

　この手の話題で身内にイジられるのは、結構キツいもんがあるな。

「うちの手伝い、急にはりきりだしたのも、結局女絡がらみだったわけか。父さん、『やっと薫にも跡取りの自覚が出てきたのか』って喜んでたのにな」

「……高校生はいろいろ金がいるんだよ。女とか関係なく」

　いや、まあ。

　実際は完全に女絡みなんだけど。

「なんだったら、お姉ちゃんが恋の相談に乗ってやろうか？　ん？　ん？」

「姉貴にだけは絶対相談しねえよ」

　馴なれ馴なれしく肩を組もうとしてきた姉貴を、どうにか振り払う。

「あははっ。ま、運良く彼女ができたら紹介しろよ。お姉ちゃんが、たっぷりかわいがってやるから」

　姉貴の適当な笑いを背中に感じながら、俺は後ろ手で洗面所のドアを閉めた。

　小さく息を吐く。

「彼女ができたら紹介しろ、か」

　本当はもう、いるんだけどな。

　でも姉貴への紹介は、当分先の話になりそうだ。

　俺にも織原さんにも、しばらく心の準備期間が欲しい。

「だってなあ……」

　弟にようやくできた初彼女が、自分よりも年上の27歳だってわかったら、姉貴はいったいどんな顔をするんだろうか？







「ほら、モモ。これなんかいいんじゃない？　ちょっと羽織ってみなよ」

　駅ビルの中に入っている、メンズの服売り場。

　カナは薄手のジャケットを手に取ると、俺に手渡してきた。言われたとおり、着ていた上着を脱いで羽織ってみる。カナは満足げに頷うなずく。

「うん。いいね。やっぱりモモはジャケットが様になるよ」

「そうかな。なんか、地味じみじゃねえか？」

「地味じゃなくてシックなんだよ。大人っぽくていいと思うよ」

「ふーむ……どうせ上下一式買うなら、今お前が着てるみたいな、いい感じに小汚こぎたない服とかも試してみたかったんだけど」

「……小汚いって。これは一応、『グランジ』を意識したコーディネートなんだけど」

　褒ほめたつもりだったのに、地味にショックを受けたような顔となる。

　今日のカナの格好は、やや大きめサイズのニットに、ダメージジーンズ。ヴィンテージ感溢あふれる装いだが、それがカナの持つ爽さわやかな雰囲気と妙にハマっていて、アンバランスな魅力を演出していた。

　一目でオシャレ上級者とわかる格好。俺の言葉で表現すると『いい感じに小汚い』だったのだけど、どうやら褒め言葉になっていなかったらしい。

　カナは一つ溜息ためいきを吐ついて続ける。

「こういう格好は僕みたいなイケメンしか似合わないから、モモはやめた方がいいね」

　自分のことを堂々と『イケメン』と言うカナ。これでイヤミに感じないのがこいつのすごいところだ。

「モモは背が高くて肩幅があるんだから、大人っぽいコーディネートを意識した方がいいと思うよ。織原さんと一緒に歩くことも考えなきゃだしね」

　何気なく言われた一言に、ハッとする。

「彼女の私服がどんな感じかわからないからなんとも言えないけど、大人の女性と一緒に歩いても恥ずかしくない格好を意識して選んであげるよ」

「……お前、そこまで考えてたのか？」

「当たり前でしょ。ファッションっていうのは、一緒に歩く人のことも考えないと」

　当然のように言う。うーむ。なんだか、恋愛経験の差をまじまじと突きつけられた気がする。デート用の服なんて、なにかしら小洒落じやれた服を買えばそれでいいと思っていたけれど……そうか、相手のことも考えて選ばなきゃならないのか。自分のことで手一杯で、一緒に歩く人のことまで頭が回らなかった。

「とまあ、偉そうに言ってみたけど……さすがの僕も、まだ社会人との交際経験はないからねえ。一番年上の相手でも大学生。僕なりに考えてはみるけど、あんま自信はないから過度に期待しないでね」

「謙遜けんそんするなよ。こうして相談乗ってもらえるだけで十分助かってる」

「そう言ってもらえると嬉しいよ。ところで、デートはいつなの？」

「……まだ」

「え？」

「まだ……いつとかは決まってない」

「……予定も立ってないのに、デート服買いに来ちゃったの？」

「う、うるせえな。別にいいだろ」

「そうだね、うん……いいと思うよ。すごく気合い入ってる感じが初々ういういしくて……はははっ」

　我慢しようとしたようだが、結局堪こらえきれんとばかりに笑う。

「バカにしやがって……。お前みたいなモテ男と違って、こっちはなにもかもが初めてだから必死なんだよ」

「あはは。ごめんごめん、怒らないでよ」

「……そもそもデートって、どう誘えばいいんだろうな？」

　恥のついでに問うてみると、カナはきょとんとする。

「どうって、普通に誘えばいいんじゃないの？　映画でもご飯でも、なんか適当に。二人はもう付き合ってるんだから、誰だれに遠慮することもないじゃないか」

「そうは言ってもな。いろいろ考えちまうよ。あっちは社会人で毎日働いてて、俺みたいな暇な学生とは違うんだから。それに……二人でどっか行くってなったら、知り合いに会わないような場所を選ばなきゃだし」

　社会人と高校生。

　27歳と15歳。

　晴れて付き合えることになった俺達だけれど、残念ながらその関係は、堂々と胸を張って外を歩けるような関係ではない。学校にも会社にも、バレるわけにはいかない。

「考え過ぎじゃないかなあ？　仮に誰か知り合いに見られたとしても、『友達です』とか『親戚です』とか、いくらでも誤魔化ごまかせるんじゃないかな」

「んー、まあな」

「とは言え、手を繫いだり、腕組んでたりして、見せつけるようにラブラブしてたらアウトだろうけどね」

「……んー」

　だよなあ。

　いや別に、そういうことのためだけにデートがしたいわけじゃないんだけど……まあ、うん、噓うそだ。やっぱしたいわけだよ、そういうカップルめいたことが。

　なんたって初カノなわけですから。

「人目を忍んで付き合わなきゃなんて、なんか不倫してるみたいだよね」

「……失礼なこと言うなよ」

　からかわれるように言われても、強く言い返すことはできなかった。

　不倫のような悪いことをしているとは思わない。けれど──表現しようのない背徳感と不安感は、常に心の裏側に張り付いているような気がした。







　カナと別れて家に帰った後は、ウラからゲームの誘いがあった。

　一狩り行こうぜ、という誘いだ。

『服で一万!?　アホくせえ。なんてもったいない金の使い方してんだよ。一万あったら、ガチャがどんだけ回せると思ってんだよ』

「ガチャの方がもったいないだろ」

　まあ、この辺は個々人の価値観なので、議論するだけ無駄だろう。

　一緒にゲームをすると言っても、どちらかの家に遊びに行くわけではない。俺もウラもそれぞれの家にいたまま、オンラインでゲームを楽しみつつ、ボイスチャットで会話している。

『だああ、くそ！　全然出ねえぞ、「宝玉」！』

「あ。俺、また出たわ」

『クソが！　なんでモモばっかり！　畜生、出るまで狩るぞ！』

　スピーカーから飛んでくる怒号に「了解」と返しつつ、今やったクエストと同じクエストに挑む。

　そういや、織原さんはこのゲーム、やってんのかな？

　彼女の世代だと、もしかしたら『プレ２』で出たというシリーズの初代とかやってるんだろうか？　シリーズ初代。うーむ。『４』から入った世代の俺からすると、全く想像もできない世界だ。確か『１』には、俺が愛用してるスラアクもないんだよなー。

『おいぃいっ、モモ！』

「あ」

　ぼんやりしたまま漫然と攻撃を繰り返していたら、いつの間にか俺の操作キャラの体力がゼロになっていた。画面では敗北したハンターが拠点へと強制送還される。

『てめっ、ボケっとしてんじゃねえよ！』

「あー、悪りぃ。油断した」

『ったく。織原のことでも考えてたのか？』

「な、なんでわかった!?」

『……図星かよ』

　呆あきれ果てたように呟つぶやくウラ。しまった。完全に墓穴掘った。

『やれやれ。カナに続いて、モモまでくだらねえ色ボケ野郎になっちまったな。しかもモモの場合、これが初カノだからなあ。誰となにをしてても、頭の中は彼女一色。二十四時間年中無休で発情中ってわけか。けっ。死ねばいいのに』

「ああもう、悪かったっての。今すぐ戻るから待ってろ」

『……なあ、モモ』

　ネチネチとイヤミを浴びせられながら大慌てで再出発の準備を整えていると、ふとウラが、かなり小さな声でぼそぼそと囁ささやく。

『別に僕は……織原と付き合うこと、反対してるわけじゃねえからな。でも……その、なんつーか……』

　聞こえるか聞こえないかギリギリの声で、ウラは言う。

『か、彼女ができても、ちゃんと僕とも遊べよな……』

「え？　今なんつった？　声小さくて聞こえなかったんだけど」

『けっ。なんでもねえよ』

「ははっ。ああ、わかってるよ。ちゃんとお前とも遊ぶから安心しろって」

「なっ……!?　聞こえてんじゃねえかよ！　バカ！　死ね！」







　その後も何度か狩りを続けたけれど、結局目当てのアイテムは出ないまま、俺のバイトの時間が来てウラとのゲームは強制終了。

　まあバイトと言っても、要は親父の手伝いをしているだけなんだけど。

　うちは代々……というほど代々でもないのだけれど、祖父の代から整骨院を経営している。親父はその二代目。

　店があるのは自宅の隣。働いているのは親父と他二名の従業員で、規模的には決してデカいとは言えないが、常連客が多くそれなりに繁盛している。去年、内装外装を全面的にリニューアルしたし、最近、新しい超音波機器を導入したりもした。割と儲けているっぽい。俺は高校入学時から本格的に手伝うようになったのだけれど、ここ最近では、特に力を入れて働くようにしている。

　まあ、ぶっちゃければ金が欲しいのだ。

　男女交際には、いろいろとお金がかかる。

　彼女との交際を充実させるために、お金が欲しい。

　おそらく彼女持ちの男子高校生ならば誰もが思うことだろうけど、俺の場合、彼女が一回りも年上という事情もある。

　有名企業で働く、27歳のＯＬ。当然の礼儀として年収や貯金のことは訊きいていないから詳しくはわからないけれど、それなりの蓄えがあってもおかしくはない。

　そんな彼女と付き合っていこうと思うならば──対等な立場であろうと願うならば、金なんていくらあっても足りないだろう。

　付き合って三日でこんなこと考えるのは気が早いと思うけれど、漠然とした不安や焦燥が、俺を労働へと駆り立てるのだった。

　……『ようやく息子に跡取りの自覚がでてきた』と喜んでいる親父には、少々申し訳ない気もする。でも騙だましてるわけじゃないから、どうか許してくれよ、親父。

　そんなこんなでバイトを終え、少し遅めの夕食を食べてから自分の部屋へと戻った、夜の八時頃──

　スマホに、織原さんからの着信があった。

　おっと。

　どうしたんだろう。なにかあったのか。

　まあ、別になんの用事もなくても、かけてきていいんだけど。

　なにせ俺らは……付き合ってるんだもんな！

　もしかしたら『桃田くんの声が聞きたくって』とか言われちゃうのかなあ。あはは。なんてね。なんてね。

　さて。あんまり焦じらすのもかわいそうだし、そろそろ出てあげようか。やれやれ、本当はもう少し自分の時間が欲しいんだけどなあ。あーあ、彼氏ってつれーわー。彼女がいるのってしんどいわー。

「もしもし。どうしたんだい、ハニー」

　なんて。

　浮かれ気分で言った瞬間、凄まじい後悔と羞恥が襲ってきた。うわああ……なに言ってんだ俺!?　キモい。我ながらキモすぎる。いくらなんでもちょっと調子に乗りすぎだろ。自分の顔とキャラ考えろって。


『…………』



　電話口では無言。

　やべえ、スベった!?　ドン引きされてる!?

　羞恥と不安が凄すごすぎて、全身から変な汗が吹き出してきたけれど──次の瞬間、あまりの衝撃に全ての汗が一瞬で引っ込んだ。

『思っていたよりアレなキャラなのね。姫ひめの彼氏くんって』

　やっと聞こえた声は、聞いたこともない女性の声だった。

　平坦で静かで、どこか冷たさを帯びた声。

　織原さん──じゃない。

「え……あ、あれ!?」

　慌てて画面を確認するも、表示されている名前は『織原姫』で間違いなかった。

『話を聞く限りじゃ、もう少し硬派で純情な男だと思っていたのだけれど』

「あ、あ、あの……ど、どちら様、でしょうか？」

『私は白井しらい雪。織原姫の友達よ』

「雪さん、ですか」

『あら。私のこと知ってるの？』

「織原さんから、何度か話、聞いてますから」

　高校時代からの友達で、すでに人妻で子持ちの美人さん、らしい。

　そういえば今日は、夜は雪さんと飲むと言ってたっけ。

「えっと……雪さんが、どうして織原さんの電話を」

『そうね。なぜ私が、きみのハニーのスマホから電話をかけているかというとね』

「っ!?」

　からかい調子の声で言われ、俺は悶絶もんぜつする他なかった。ぐわああああ、やっちまった！　なんだこのキツいハプニングは!?　浮かれすぎて天罰が下ったのか!?

『ちょっと、聞いているの？　ちゃんと説明するから聞きなさい。なぜきみのマイスイートハニーのスマホを私が持っているかというとね』

「……すいません。もう、ほんと、勘弁してください……死にそうなんで」

『あら残念』

　うふふ、と楽しげに笑う雪さん。

『桃田くん、だったわよね。あなた、今からちょっと出てこられる？　実は姫が……大変なことになっちゃってね』
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　今日も一日一生懸命働いて、やっとこさ仕事を終えた後、私は待ち合わせ場所であるチェーン店の居酒屋へと直行した。約束していた六時には、どうにか間に合った。

「じゃ、雪ちゃん、お疲れ様─」

「お疲れ」

　予約していた奥の個室で、ジョッキとコップを合わせて乾杯かんぱい。

　私の飲み物はカシスオレンジ。会社の飲み会とかでは、空気を読んでビールを頼むけれど、正直味があんまり好きじゃない。日本酒も焼酎しようちゆうも苦手で、甘いジュースみたいなお酒が好き。

　向かいに座る雪ちゃんはというと、普通にジョッキのビール。『とりあえず生』で喉のどを潤した後、焼酎や日本酒を嗜たしなむタイプ。結構な酒豪なんだけど、雪のように白い肌はどれだけ飲んでも一切いつさい赤くならない。不思議だなあ。

「姫、今日も仕事だったんでしょ？　大変だったわね」

「ううん、平気平気。雪ちゃんこそ、真華龍まかろんくんは大丈夫なの？」

「今日は旦那だんなが見ててくれてるから」

「へえ、よかったね」

　雪ちゃんの旦那さんは育児にかなり協力的なようで、専業主婦である雪ちゃんも定期的に休みをもらっている。世の中には「母親が小さい子を置いて飲みに行くなんて」という人もいるかもしれないけれど、そのへんの価値観は時代と共に移り変わるし、それぞれの家庭環境でも変わってくることだろう。他人がとやかく言うことではない。

　私としては、こうして雪ちゃんとたまに飲めることが本当に嬉しいので、理解のある旦那さんにはいつも心の中で感謝している。

「それで姫、どうなの？」

　飲み物がビールから焼酎に変わった辺りで、雪ちゃんは唐突に言った。

「なにが？」

「決まってるでしょ。彼氏くんのことよ」

　顔色一つ変えずに訊いてくる。私の方は、アルコールで熱くなっていた頰ほおがさらに熱くなった気がした。

「どんな感じなの、人生初彼氏は？」

「ど、どうって、べ、別になにもないよっ。普通っ、普通だから！」

「本当に？　舞い上がって変なテンションになってない？」

「なってないよ、たぶん……」

「『私からは電話切りたくないからそっちから切って』とか、『いっせーのせで一緒に切ろう』とか、死ぬほど面倒くさいこと言ってない？」

「い、言うわけないじゃん、そんなこと！　い、痛いよねえ、そういう女って……」

　言ったけど。今日の朝、めっちゃ言っちゃったけど。

　そして二回目の『いっせーのせ』で桃田くんが切った後、私の方は切ってなくて、なんだか寂さびしい気持ちになるという自業自得なこともやってたけど。

「そうだ、姫。桃田くんの写真とかないの？」

「ないよ。まだ付き合って三日目だから、そんな機会……あ」

　言っている途中で思い出した。

　あった。ツーショットの写真が、一つだけあった。

　でも、あれは……あー、うーん。まあ、雪ちゃんならいいかなあ。

　逡巡しゆんじゆんの果てに、私はスマホからカバーを外して渡す。

　カバー裏に張ってあるプリクラ。

　それが私達の、現時点での唯一のツーショットだ。

「……あなた、ＪＫコスで街を練り歩いただけでも相当な恥辱ちじよくだというのに、それをわざわざ写真で残したの？」

　引き気味の雪ちゃん。うわああ……やっぱり見せるんじゃなかった！

「しかもこれを、わざわざカバー裏に貼はっていつでも見られるようにしているなんて。やっぱりあなた、完全に目覚めて……」

「目覚めてないから！　自分のＪＫコスが見たいわけじゃなくて、私が見たいのは桃田くんで──」

　ハッとして口を噤つぐむけど、時すでに遅し。雪ちゃんは呆あきれたような笑みを浮かべて、「お熱いことで」とからかうように言った。うう……恥ずかしいよぉ。

「これが噂うわさの桃田くん、か……」

　プリクラを眺めていた雪ちゃんは、言葉を探すように言い淀む。

「ふむ……私から見せてといっておいてアレだけど、なんともコメントに困るわね。飛び抜けてイケメンというわけでもなく、かといってブサイクというわけでもなく、なんともコメントに困る顔立ちだわ」

　正直過ぎる感想だった。こういうときは、社交辞令でいいから適当に褒めといてよ。それで満足するんだから。

「それにしても……姫。あなた、ピースの位置が低いわね」

「え？」

　言葉の意味がよくわからなかった。

　ピースの位置が低い？

　カバーを返してもらい、改めてプリクラを見てみる。少し身を屈かがめた桃田くんの横で、ＪＫコスの私がピースをしている。このときはすっごく緊張してたけど、せっかくだしなんかポーズ取らなきゃと思って、精一杯出した茶目ちやめっ気けである。

　その位置は──確かにちょっと低かった。

　脇腹辺りで、ちょこんと横に出している感じ。

「低いけど、それがどうかしたの？」

「知ってる？　女という生き物ははね、一説によると──年を取れば取るほどピースの位置が低くなっていくらしいわよ」

「……え？」

「テンションとパッションだけで生きていける十代の頃は堂々と顔付近にピースを出せるけど……二十、三十と年を重ねると、相手の視線を自分の顔から散らすために、無意識のうちに顔から離れた位置にピースを置くようになるそうよ」


「……っ！」



　絶句する私。もう一度プリクラを見る。凝視する。


　ひ、低っ……！



　改めて見ると、私のピース、低っ！

　ああっ、でも確かに、見覚えあるかも！　うちのお母さんとか親戚のおばさんとか、ピースはこの位置だった気がする！　脇腹の横にちょこんと出す感じ！

「これはもう、完全なるおばさんピースね」

「お、おばさんピース!?」

「顔は、ＪＫコスが違和感ないぐらいの童顔だというのに、ふとした仕草しぐさには年齢が表れてしまうのね。悲しいことだわ」


「…………」



　途方もない衝撃を受け、放心状態となる私。噓、でしょ……。いつの間にか私は、無意識のうちに、ごくごく自然に、なんの違和感も覚えないまま、おばさんピースをやってしまうようになってたってことなの……？

　ていうか桃田くん、ピース高っ！

　なんの臆面おくめんもなく、顔のすぐ近く！

　これが、十代という若さが為なせる業だというのか……！

「も、もしかして桃田くんも……なんか思ってたのかな？　『うわ、この女ピース低っ。すげえおばさんっぽい』とかって……」

「さあね。まあ、気づいていたとしても指摘できないでしょうね。男として、いえ、人として。ＪＫコスしておばさんピースでプリクラ撮ってるアラサーなんて、痛々し過ぎてかける言葉がないもの。存在が羞恥プレイみたいなものよね」

　ゴチン、と。

　糸が切れたようにテーブルに突つっ伏ぷし、額を強打した。けれど、額の痛みよりメンタルの痛みがヤバい。ああ……このまま消えてなくなりたい。

　存在が羞恥プレイらしい私は、無言のままテーブルの端に手を伸ばし、呼び出しボタンを押した。個室にやってきた店員さんに、メニューを指しながら「……なんかこの、ラスボスっぽい名前の日本酒」と注文した。

「ちょっと姫。大丈夫なの、日本酒なんか飲んで？」

「……いいの。今日は飲むの。飲んで全部忘れるの」

「あなた、あんまり強くないんだから……」

「いいの！　飲むの！」

　運ばれてきた日本酒をなみなみとお猪口ちよこに注そそぎ、一気にあおる。

　記憶があるのは、この辺までだった。
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　俺以外に興味のある奴やつがいるかどうかはわからないけれど、ここで一応、織原さんの眼鏡めがね事情について説明しておこうか。

　彼女、実は目は悪くないらしい。

「全然悪くならないんだよねー。やっぱり、昔からゲームをたくさんやって鍛きたえてたからかな？」

　と、ボケなのかマジなのかよくわからないことを言っていた。

　視力は両眼とも２・０で、かけてる眼鏡は伊達だて眼鏡だそうだ。童顔を気にして、少しでも大人っぽく見えるようにと、仕事中だけかけるようにしているらしい。

　ロッカーで帰り支度をするときに外してしまうことが多いらしく──今日の彼女も、スーツ姿だけど眼鏡は外していた。

　というか……眼鏡だけではなく、思い切りハメを外していた。


「あ～～っ、桃田くんだぁ～～っ！　やっほやっほーっ」



　家から自転車を走らせること二十分、居酒屋へと到着。受付で「知り合いの迎えです」と事情を説明し、中に入れてもらう。

　案内された奥の個室には、完全にできあがった織原さんがいた。

「ほらぁ、桃田くん、座って座って。ここ、ここ！　私の隣に座って！」

「いや、あの……」

「す～わ～る～の～っ！」

　強引ごういんに座らされる。やべえな。完全に酔っ払ってるよ、織原さん。顔は真まっ赤かで、目はとろんとしている。そのくせテンションは異様に高い。

　織原さん、酔うとこんな風になるのか。

「えへへ～、桃田くんだ、桃田くんだぁ……えへへへ～～」

　ふやけたような笑みを浮かべながら、ずりずりと近寄ってきた。肩と肩が触れる。いやちょっと……近い、急に近いって。俺らまだ手も握ったこともない関係なんだからさ！

「ごめんなさいね、こんな時間に呼び出してしまって」

　いつになく積極的な織原さんにドギマギしていると、向かいの席に座る女性が、苦笑気味に言ってきた。たぶん、この人が雪さんだろう。話に聞いていたとおり、かなりの美人さんだ。とても一児の母には見えない。茹ゆでダコ状態の織原さんとは対照的に、雪のように白い肌を保っていた。

「おうちの人になにか言われなかった？」

「いえ。うち、そのへんは割と緩いんで」

　姉貴にはいろいろ厳しかったらしいけど、男の俺に門限は存在しない。「親父、ちょっと出かけてくる」「おう」で会話が終わった。

「む～～っ、桃田くん！　なんで雪ちゃんとばっかり話すの！　浮気うわきよ、浮気！」

　へべれけな織原さんが、むすっと頰を膨らます。嫉妬しつとをかわいいなと思う感情が三割、残り七割は……ただただ面倒くさいという感情。

「もう、ぷんぷんっ！」

　ぷんぷんと口に出しながら怒る織原さん。

　どうしよう。なんていうかもう……見ていられない。


「雪ちゃんが美人だからってぇ、見惚みほれてたんでしょぉ～～？」



「そんなことないですよ」

「ほんとにぃ？　じゃあ、雪ちゃんと私、どっちがかわいい？」

　ジト目で睨まれながら、究極に面倒くさい質問をぶつけられる。ちらりと雪さんを窺うかがうと、目線と手の仕草で『どうぞ、お構いなく』と言ってきた。

「も、もちろん、織原さんですよ」

「ほんと!?　ほんとにほんと!?」

「はい」

「私のこと、好き？　大好き？」

「はい」

「えへへ～。私もぉ……私も好きぃ。桃田くん、大好きぃ～～」

　とろけた笑顔で愛を語った後、織原さんは俺に倒れ掛かるように抱きついてきた。反射的に受け止めるも、そのままズルズルと体が落ちてき、最終的には俺の太ももの上に頭が落ち着く。

「え、ちょ……織原さん？」

　呼びかけるも返事はない。くーくー、と可愛かわいらしい寝息を立て始めた。

「……寝ちゃったみたいですね」

「でしょうね。その子、酔うとすぐ寝ちゃうのよ」

　まるで子供をあやすように言いながら、雪さんはお猪口を口に運ぶ。

「織原さん、酔うとこんな感じなんですか？」

「普段はここまでにはならないわよ。お酒弱いのを自覚して、自重して飲んでるから。でも今日は、慣れない日本酒に手を出しちゃったからね」

「なんでまた」

「ちょっと私が、からかいすぎちゃったのよね」

　小さく笑い、またお猪口を口に。……すげえペースで飲むな、この人。

　視線を落とすと、太ももの上にかわいらしい寝顔がある。起きる気配はないけど、もぞもぞと動いていて少しくすぐったい。寝ている織原さんの顔が、俺の太ももに、つまり股間こかん付近に……いや、ダメだ。考えるな。これ以上考えると、取り返しのつかない事態になる恐れがある。

「そういえば、自己紹介がまだだったわね」

　ふと思い出したように、雪さんは言う。

「はじめまして。白井雪です。姫とは、高校時代からのお友達です」

「……はじめまして。桃田薫です。織原さんとは……三日前から、お付き合いさせていただいてます」

　なぜだか、彼女の父親にするような格式張った挨拶あいさつになってしまった。雪さんは楽しげに笑い、また杯を傾ける。

「悪いんだけど桃田くん、姫のこと、家まで送っていってくれるかしら？」

　電話で、すでに用件は聞いていた。

　酔っ払った織原さんを回収して欲しい、と。

　まあ、こういうのも彼氏の仕事なのだろう。

　ＪＫ彼女の場合は、まずありえない仕事だろうけど。

「姫のマンション教えてあげるから、タクシーで連れてってあげて。お金は私が払うから」

「……いいんですかね？　織原さんの住所、勝手に聞いちゃって」

「いいでしょ。彼氏なんだから」

「はあ」

「別に私が送っていってもいいのだけど……まあ、口実よね」

「口実……？」

「あなたを呼び出すための口実、という意味。会ってみたかったのよ、アラサーのお姫様を射止めた王子様に」

　冗談めかすように言った後、興味深そうに俺を見つめてくる。

「まさかあなた達が本当に付き合うことになるなんてね。姫から話を聞かされたときは驚いたわ」

　雪さんは、ずっと織原さんの相談に乗ってくれていたと聞いている。俺達の事情は概おおむね把握しているのだろう。

「私は姫に、あなたのことは諦あきらめるように言ってたんだけどね」

「そう、なんですか」

「当然でしょう。未成年との恋愛なんて、応援できるはずもないわ」

　歯に衣きぬ着せぬ物言いに、ずきりと胸が痛む。

「……じゃあ雪さんは、俺達が付き合うこと、反対なんですか？」

「さあ、どうかしら？」

　恐る恐る問うた俺に、彼女ははぐらかすように言う。

「思うところがないわけじゃないけれど、今更とやかく口を出すつもりはないわ。私だって、他人に自慢できるようなお上品な恋愛だけをしてきたわけでもないし。結局一番大事なのは、あなた達の気持ちだと思うから」

　惚れちゃったものはどうしようもないわよね、と。

　どこか遠くを見るようにして言いながら、ぐい、と杯をあおる。空からになったお猪口を置いて、まっすぐ俺の方を見る。

「姫のこと、よろしくね。その子、私の大事な友達だから。泣かせたりしたら、ぶっ刺しにいくわよ？」

「……はい」

　しっかりと頷うなずく。雪さんは満足げに笑った。

「それにしても……世の中って本当、奇妙で奇天烈きてれつなものよね。私の制服一つで、こんな面白おもしろい事態が巻き起こるんだから」

　織原さんが着用していた、雪さんの制服。

　確かにあのＪＫコスが、俺達を結びつけたキーアイテムだったと言っていいだろう。

　……嫌なキーアイテムだなあ。

「あの、俺、ずっと疑問だったんですけど、織原さんと家で飲んだ日、なんで雪さんは高校の制服なんか持ってたんですか？」

　実家暮らしならまだしも、雪さんは今、一年前に建てたばかりの新居で、旦那さんと子供の三人で暮らしていると聞く。

　家族三人で住む新居に、高校時代の制服なんてあるものだろうか？

「それは……」

　ずっと冷静で淡々とした応対を続けてきた雪さんが、ここで初めて言い淀よどんだ。

「その件は……私達夫婦の夜のプライバシーに関わる問題だから、あまり説明したくないわね」

「……そっすか」

　もうほぼ説明してるじゃねえかよ！　一瞬で察したわ！

　うわああ、いらんこと聞いてしまった！　聞きたくなかったよ、こんな話！

「夫が一回りも年上だとね、いろいろこっちも気を遣うのよ。最近めっきり弱くなっちゃって……。それに子供を産んでからというもの、どうも『女』というより『母』として扱われている気がしてね」

「いや、いいですから！　具体的に説明しなくて大丈夫ですから！」

「心配しなくても、あの制服で行為に及んだりはしていないから安心して頂戴。物は試しと思って一度着てみたはいいものの、旦那にドン引きされてすぐ脱いだから。どうも彼の趣味ではなかったらしいわ」

「言わなくていいですから！　聞きたくないですから！」

　織原さんのお友達、白井雪さん。

　なんというか……表現しようのないアグレッシブさを持つ女性だった。

　旦那さん、苦労してそうだなあ、と他人事ひとごとのように思った。




[image: ]




　お酒には弱い私だけど、回復は割と早かったりする。

　すぐに酔っ払って眠くなっちゃうけど、一時間もすれば酔いは大体覚める。キャパは弱いけど代謝はいいというか。ゲームでたとえるならば、体力ゲージは短いけどオート回復がついているというか。まあ、そんな感じ。

「──さんっ」

　ゆさゆさ、ゆさゆさ、と。

　体が上下左右に揺れている。地に足がついていないような、奇妙な浮遊感がある。それでいて全身が妙に温かい。アルコールがもたらす熱だけじゃない。まるで、誰かの腕で優しく包み込まれているような温かさ──

「織原さんってば！」

「……ふえ？」

　目を開ける。

　見上げた先には、心配そうにこちらを見下ろす桃田くんの顔があった。

「よかった、やっと起きてくれた」

「桃田、くん……？　どうして……え、えええ!?　な、なにこれ!?」

　そこで私は、ようやく自分の状況に気づいた。

　浮いてる。

　私の体が浮いている。桃田くんが肩と膝ひざ裏に腕を通して、私の体を支えていた。そりゃ地に足が着いてない感じがするはずだ。
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　これは世にいう──お姫様抱っこ!?

「な、なんで!?　なんで私、桃田くんに抱っこされてるの!?」

「うわ、ちょっと……暴れないで！　今、降ろしますからっ」

　ゆっくりと、優しく降ろされる。なんだか少し惜おしいような気もしたけれど……いやいや、今はそれどころじゃない。状況を確認せねば。

　周囲を見渡すと──なんとここは、私の部屋の前だった。

『メゾン・ハイムハイツ』

　賃貸マンションの三階。三〇三号室。

　月々の家賃は六万円の１ＤＫ。

　就職してからずっと、つまり五年間ずっと住み続けている私の部屋。どうやら私達は今、部屋の前の通路にいるようだった。

「ど、どういう状況なの、これ？　なんで桃田くんが、私の部屋の前に……」

「……なにも覚えてないんですか？」

　呆れ混じりの声で問うてくる。

「えっと……雪ちゃんと居酒屋で飲んでたとこまでは、はっきり覚えてるんだけど」

　おばさんピースの指摘に深く絶望したところまでは鮮明に覚えている。……なんで覚えてるんだろ。忘れればよかったのに。

　その後、ヤケクソみたいな気持ちでラスボスっぽい名前の日本酒に手を出して、そこからの記憶がほとんどない。

「雪さんに頼まれたんですよ。織原さんが酔い潰つぶれたから、迎えに来て欲しいって」

「そうだったんだ……」

「住所教えてもらって、居酒屋からタクシーでこのマンションまで来たんですけど……織原さん、全然起きなくて。それで仕方なく……抱っこしてここまで運んできました」

　恥ずかしそうに言うけれど、いやいや私の方がもっと恥ずかしいから。

　酔い潰れた上に、家まで運んでもらうなんて。

　どんだけ醜態しゆうたいを晒さらしまくってるんだ私は!?

「すみません、勝手に、お、お姫様抱っこしちゃって」

「う、ううん、大丈夫……ていうか、ごめんね！　重かったでしょ、私!?」

「いえ、そんなには」

　……そんなに？　そんなにってどういう意味？　思ったほどではないけど、そこそこはあったって意味？

　ああ、なんでこんなことに。別に嫌なわけじゃないけれど、手も繫ぐよりも先にお姫様抱っこされちゃうなんて、なんかすっごく複雑……。

「起きてくれてよかったです。鍵かぎがないからどうしようもなくて。さすがに、勝手に荷物を漁あさるのは気が咎とがめたし」

「うう……なんか、ごめんね。すごく迷惑かけちゃったみたいで。あ、そうだっ。あがってってよ！　お茶でも飲んでって！」

　ただ迷惑をかけるだけかけて、はいさようならというわけにはいかない。部屋でもてなして失態を挽回ばんかいせねば！

　慌てて鍵を取り出してドアに差し込むが──ふと、手が止まる。

　思い出してしまった。

　自分の部屋の惨状を。

「……ご、ごめん、ちょっとだけ待ってて。部屋、掃除してくるから」

　そこまで汚いわけではない……と思う。定期的に掃除はしている。

　でも、彼氏を呼ぶための部屋にはなっていない。昨日やったゲームがそのまま散らかってたと思うし、それに下着が干したままだった……！　しかもよりにもよって、昨日洗ったのはベージュの地味なおばさんぽいやつ！　いやっ、別にセクシーな下着だったらいいわけじゃないけど、あの下着を見られるのだけは絶対に無理っ！

「五分……いや、十分待ってて、すぐに──っ」

　大急ぎでドアノブに手をかけたところで、くらり、と視界が揺れた。目眩めまいと頭痛。足がもつれてバランスを崩してしまうが、桃田くんが肩を支えてくれた。

「無理しないでください。まだ全然、アルコール抜けてないんじゃないですか？」

「……うん。そう、みたい」

　意識だけはちゃんとしてるけど、まだ頭がくらくらする。そして無性に眠い。できることなら、このまま横になって寝てしまいたい。

「心配だから、ベッドまで運びますよ」

「ダ、ダメ！　散らかってるから、掃除しないと、えっと……あの、だから」

「……わかりました」

　支離滅裂な言葉で訴える私に、桃田くんは小さく息を吐いて頷いた。

「じゃあ俺は、部屋にはあがらず帰ります。織原さんは無理して掃除したりしないで、部屋に入ったらすぐに寝てください。いいですね」

「……はい」

　思わず敬語。どっちが年上かわかったものじゃない。

「ごめんね、桃田くん……。なんか、みっともないとこ、たくさん見せちゃって」

　ああ、なにをやってるんだろう、私は。

　情けないにもほどがある。

　27にもなって、なにをやっているんだか。

「いつも、こんなベロベロになるわけじゃないんだよ？　ちゃんとセーブして飲んでるから。今日はたまたま、ちょっと飲み過ぎちゃっただけでね……」

「わかってますよ。それに俺、迷惑だなんて思ってないから、気にしないでください」

　朗ほがらかな笑顔で言う。本当に優しいなあ、桃田くんは。でも今は、その優しさが胸に痛い。相手が立派であればあるほど、自分が情けなくなってくる。

「あの……さ。私、酔っ払ってるとき、変なこと言ったりしなかった？」

「……別に」

「なんで目を逸そらすの!?」

　言ったんだ！

　やっぱりなんかやらかしちゃったんだ私！

「教えてよ桃田くん！　私、なに言ったの!?　どんな爆弾発言したの!?」

「だ、大丈夫ですって。そんな、酷ひどいことは言ってませんから。ただ……」

　ただ？

　ただ、なに？　なにをやらかしたの、私!?

「……嬉しかった、です」

　桃田くんは照れくさそうに言った。

　嬉しかった？

「さっき居酒屋で、織原さんが──初めて『好き』って言ってくれたんで」

「……え？」

「酔っ払って変なテンションになってたせいだと思うんですけど……まあ、それでも、嬉しかったです」


「…………」



　私は言葉を失ってしまう。酔っ払って『好き』と言ってしまったことより──今まで一度も『好き』と言ってなかったことが、衝撃だった。

　言ってなかったんだ、私。

　何度も何度も心の中で思っているから、てっきりもうどこかで言ったとばかり思っていたけれど、言われてみれば、ちゃんと口に出して言ったことはなかったかもしれない。

　桃田くんは──ちゃんと告白してくれたのに。

　勇気を振り絞って、私への想おもいを言葉にしてくれたのに。

　きちんと言葉にしてくれた『好き』が、どれだけ私を幸福にしてくれたか、心に根付く不安をどれだけ振り払ってくれたか、私は知っていたはずなのに──

「じゃあ、俺、そろそろ帰りますから。無理せず、ちゃんと休んでくださいね」

「ま、待って！」

　去ろうとする桃田くんを、服の裾すそを摑つかんで呼び止めた。




「好き、だよ、桃田くん……大好き。ほんとに、大好き、だから……」




　私は言った。

　自分の想いに、ちゃんと形を与えた。

　桃田くんは最初呆気あつけにとられた顔をした後、みるみる顔を赤くしていく。

「な、なんですか、急に」

「だって……嫌なんだもん。最初に言った『好き』が、酔っ払ってたときで、しかも自分が覚えてないなんて。だから、居酒屋でのことはなかったことにして、今の『好き』を、最初だったことにして欲しい……かも」

「……ふはっ」

「な、なんで笑うの!?」

「いや、その……かわいいこと考えるなって思って」


「～～っ！　ああっ、もう知らないっ！　やっぱ今の『好き』もなし！」



「ああっ、すみません。もう笑いませんから」

「とにかく！　今のが最初ね、わかった!?」

「はい。わかりましたよ」

　笑いませんと言ったくせに、桃田くんは少し笑っていた。それを見て、私もやっぱり笑ってしまう。

　お互いに「おやすみなさい」と言って、別れを済ませた。すぐに部屋で寝るように言われてたけど、私は彼の姿が見えなくなるまで、通路の手摺てすりに寄りかかってずっと眺めていた。

「はあ……顔、熱い」

　全身が火照ほてっている。原因は、すごくはっきりしている。アルコールと、あとは彼氏が好き過ぎる自分のせい。

　いろいろあり過ぎてドッと疲れたけれど、なんだか今日は、よく眠れそうだった。
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　あの日のことで──泥酔でいすいした織原おりはらさんを自宅まで送り届けた日のことで、正直、一つだけ心残りがあった。

　ぶっちゃけ、部屋、あがりたかった。

　格好つけて紳士しんしぶって『今日は帰ります』とか言ってしまったけれど、内心では興味きようみ津々しんしんだった。

　織原さんが暮らしてる部屋……どんななんだろう？　気になる。めっちゃ気になる。乙女おとめチックな感じなのかな、それともゲーム廃人はいじんみたいな部屋なのかな。漫画知識だけど、やっぱり女の部屋っていい匂においがするのかな？　女性と言えども……実はエロ本隠してたりするのかな？　レディコミっていうんだっけ、そういうの。

　興味と好奇心は尽きない。

　まあ、嫌がるの無理してあがるわけにはいかなかったから、あの日は『帰る』という選択肢がベストだったと思うけれど……はあ、入りたかったなあ。部屋にあがってたら、なんか、こう……いろいろと、嬉うれし恥ずかしのイベントがあったんじゃないのかなあ。

　そんな風に悶々もんもんとした未練を抱えたまま、数日が過ぎた頃ころ。

　予想もしない形で──俺おれの妄想をはるかに飛び越える形で、彼女の部屋に行くチャンスが訪れた。

『えええええーっ!?　桃田ももたくん、「ＳＤＸスーパーデラックス」やったことあるの!?』

　木曜日の夜、いつものように時間を見つけて電話をしていたときのことだ。

　ふとした発言に、織原さんが異様な食いつきを見せた。

『ど、どうして!?　なんでやったことあるの!?　あれ、「スーファミ」のソフトだよ？　フーフーしてやるソフトだよ？　桃田くんの世代じゃ知らないでしょ!?』

「『スーファミ』の方は知らないんですけど、あれ、『ＤＳ』でリメイクされてるじゃないですか。そっちをやったんです」

『あー、そっかそっか。そう言えばリメイクされてたっけ！　私もやったやった。「ＤＳ」版はいいよねえ。セーブデータが全然消えなくてさ』

「……『スーファミ』版は違うんですか？」

『あー……うん。でもまあ、そこがまたよかったりもするんだけどねえ。すぐセーブデータ消えるから、「よし、じゃあ、また最初から全部やるか」って気分になれて、何度でも何度でも楽しめるの』

　よくわからない感覚だった。これは、世代間ギャップなのだろうか。

『じゃあ桃田くん、今度一緒にやろうよ、「ＳＤＸ」！』

　ハイテンションのまま、織原さんは言った。

『実はね、最近、「スーファミ」の「クラシック」買ったんだ！　知ってる？　「スーファミ」のソフトがたくさん入ってて、それ一つあればたくさんのゲームが遊べるやつ！』

「あー、確か巷ちまたでは、『アラサーほいほい』とか呼ばれてる……」

　言ってから、しまった、と思った。

「……うん、そう。それに、まんまとほいほいされたアラサーが、私なの」

　案の定、電話口でもわかるぐらい落ち込んでしまう。

　なんとフォローしようかと考えていたら、

『とにかく！　一緒にゲームしようよ、桃田くん！』

　おお、自力で立て直した。どんだけゲームしたいんだよ。

『私の家でさ、一緒にやろ』

「織原さんの家で、ですか」

『うん。こないだはお詫わびも兼ねて、おもてなしさせて。今度はちゃんと、桃田くんが入っても大丈夫なように準備しておくから』

「そういうことなら、喜んで」

『やったっ』

　本当に嬉しそうな声が聞こえてくる。やった、はこっちの台詞せりふだ。織原さんの家で二人でゲーム……なにそれ、すげえ楽しそう。

『やっぱりさあ、二人でゲームするってなったら、一つの画面を見ながら肩を並べてやるのが一番だよね。うんうん。最近はやれオンラインだ、やれネットワーク対戦だって、家にいながら友達と遊べるゲームが増えたけどさー、私世代からすると、寂さびしさを感じずにはいられないのよねえ』

　急に語り出す織原さん。まあ、俺世代でもちょっとはわかる。俺もよくウラと一緒にゲームするけど、最近はオンラインが増えたなあ。「今日、ゲームしようぜ」「おう、じゃあ。家帰ったら連絡するわ」みたいな感じ。ゲームをするために友達の家に行ったりというのは、最近はめっきり減った気がする。

『ねえねえ、桃田くん。いつにする？』

「俺はいつでも」

『じゃあ明日！　明日やろ！』

「明日って……ずいぶん急ですね。でも明日って金曜日ですよ。俺は学校だし、織原さんは仕事なんじゃ」

『夜からやればいいよ！』

「いいですけど……それじゃあんまりできないんじゃ」

『泊まっていったらいいよ！』

　織原さんは言った。

　ハイテンションのまま、平然と。

　え。

　泊まる？

『明後日あさつては土曜日だし、泊まっても大丈夫だよね？　あ……もしかして桃田くんちって、外泊ダメだったりする？』

「え、あの……それは全然、大丈夫なんですけど」

『ほんと、よかった！　じゃあ明日ね！　約束だよ！』

　そんな感じで電話は終わる。

　ベッドに腰掛けていた俺は、しばらくその場から動けなかった。

「……お、落ち着け」

　自分に言い聞かせる。

　落ち着け、落ち着こう。冷静に状況を分析すればいい。

　まず、俺と織原さんは付き合っている。そう、付き合っている。カップルでありアベックである。最高にかわいい俺の彼女が、織原姫ひめさんだ。

　そんな彼女から、俺は今、自宅に誘われた。

　実家ではなく、一人暮らしの自宅に。

　その上彼女は……泊まっていけばいいという。

　これは、つまり──

「……そういうこと、なのか？」







『そりゃ間違いなく、そういうことだろうね』

　一人でいくら考えても埒らちが明かなかったため、友人の中で最も男女の機微きびに聡さとそうなカナに連絡を取ってみたところ、迷いなく断言された。

「や、やっぱり、そうなのか」

『当たり前じゃないか。付き合ってる男女が一夜を共にするっていうことは、そういう行為をいたすってことだよ。他ほかにどんな意味があるっていうの？』

「……いやでも、織原さんは、ただ純粋にゲームだけをしたかったって可能性も」

『ないでしょ』

　カナは断言した。

『まあ僕は織原さんに会ったこともないから、絶対的な確証があるわけでもないけど……彼女が彼氏を家に招待して、しかも泊まってけって言ったなら、九分くぶ九厘くりん、そういう行為を許したってことだよ』


「…………」



『これで織原さんが十代なら、ただ純粋にゲームしたかったって可能性もあるだろうけど、彼女、27歳なんでしょ？　もう歴れつきとした大人だよ。男女の暗黙の了解ぐらい、さすがに理解してると思うけどな』

　一回りも年上の、大人の女性。

　俺よりも十二年多く、人生経験を積んでいる。詳しくは訊きいていないが……もしかしたら、過去に彼氏がいた経験もあるのかもしれない。だとすれば、この手のセオリーに鈍感であることはおかしい。

　ってことは、つまり。

　さっきの電話は、やはりそういう誘いだったということなのか。

「……で、でもさ、俺ら、まだ付き合って一ヶ月も経たってないんだぜ？　なんつーか、さすがに、そういうのはちょっと、早い気が」

『そう？　別にいいと思うけどね、お互いが納得ずくであるならば。早くやってしまったから不誠実、なんて僕は思わないし』

「……うーむ」

『いやあ、でも羨うらやましいね。彼女が一人暮らしなんてさ。高校生カップルの場合、そういうことしようと思ったら、場所を見つけるのが大変だからね。家には家族がいるし、ホテルはお金がかかる上に制服じゃ入れないし。僕もいろいろ苦労して──』

　段々と生々しい方向にシフトしていく話を上うわの空で聞きながら、俺の頭は勝手に明日の妄想シミュレーションを始めてしまう。

　興奮と不安が体中を駆け巡り、変な汗が全身から吹き出してきた。

『モモ。最後にこれだけは言っておくよ』

　カナは言う。

『避妊ひにんだけはしっかりね』
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「ねえねえ雪ゆきちゃん、聞いて聞いて！　明日の夜ね、桃田くんと一緒にゲームするこになったの！　『ＳＤＸ』だよ、『ＳＤＸ』！　桃田くん、やったことあるんだってさ！　しかもね、なんとお泊りなんだ！　一晩中二人で一緒にゲームするの！　ああん、もう、本当に楽しみ！　夜通し誰だれかとゲームするなんて、小学生以来だもん！　こんなに幸せなことがこの世にあっていいのかなあ？　彼氏って最高だね！」

　桃田くんとの電話が終わった後。

　まるで下がることを知らないハイテンションのまま、私は雪ちゃんへと電話をかけた。今この瞬間の感動を誰かに伝えたくてたまらなかったのだ。夜遅いから迷惑かな、とも思ったけれど、ちょうど真華龍まかろんくんが寝たところらしく、電話に応じてもらえた。

「はあ、楽しみだなあ。『クラシック』、買ったはいいんだけど、一緒にやってくれる人がいなかったからさあ。やっぱり『スーファミ』は二人でプレイしないとね！　よーし、朝まで二人でやりまくってやる！　『洞窟大作戦』のお宝、コンプリートしちゃおっ！」


『…………』



　雪ちゃんの反応はない。ずっと沈黙を保っている。

「どうしたの、黙っちゃって……あっ。もしかして、雪ちゃんも『クラシック』やりたかった？　ご、ごめんね……。雪ちゃん、ゲームとかあんまりやらないから、誘わなかったんだけど。なんだ、やりたかったならそう言ってくれれば──」

『……姫。あなた、自分がなにをしてしまったかわかっているの？』

　いつになく重苦しい声で、いつになく切羽詰まった声で、雪ちゃんは言った。

「え？　なにが？　私、なにかした？」

『あなた、明日の晩、桃田くんとなにをするつもりなの？』

「ゲームだよ」

『そうね。まあ、最初は少しぐらいゲームをするのもいいでしょう。じゃあ、その後はどうするの？　泊まっていくそうだけど、夜が更けていったらなにをするの？』

「ゲームだよ」

　ゲーム以外なにをするというんだ。

　バカなのか、雪ちゃんは？

『……ちょっと待って。今、恋愛トークのレベルをあなたレベルまで下げるから』

　意味不明なことを言う。さっきからなにが言いたいんだろうか。

『姫。赤ちゃんって、どうやってできるか、知ってる？　男女に備わっている凹凸おうとつが素敵なことになると、女性の体に赤ちゃんが──』

「急になんの話!?」

『ああ、ごめん。ちょっとレベル落としすぎたわ。もう少し上げる』

　なにやら微調整をしているようだった。こんなに困惑気味な雪ちゃんは、かなり珍しい気がする。

『あのね、姫。あなたと桃田くんは、お付き合いをしているわけでしょう？』

「そう、だけど」

『あなた達はお付き合いをしている。男女の交際をしている。年齢差とか社会的な立場とか、いろいろ問題はあるかもしれないけれど、基本的には極めて普通の男と女の関係。そこまでは理解しているわよね？』

　ごくごく当たり前のことを、丁寧に丁寧に確認してくる。

　ふぅむ。話が見えない。さっきからなにが言いたいのだろうか？

『姫。落ち着いて冷静に考えてみなさい。交際している男女が、二人きりで一夜を共にするのよ？　それがなにを意味するのか、いくらあなたでもわかるでしょう？』


「…………」



　言われて、考えてみる。冷静になって考えてみる。ゲーム熱で沸騰ふつとう気味の頭を一旦いつたん落ち着かせて、改めて考えてみる。

　考えて考えて──そしてようやく、事の重大さに気づいた。

「……えええええええええええええええええええええええええええっ!?」

　夜にもかかわらず大絶叫。

　お隣さん、ごめんなさい。

『やっと気づいたようね』

「ええっ、ちょっ、待っ……ええ？　ええええ!?　そ、そそ、そういうことなの!?」

『そういうことよ』

「つまり、えっと……チョメチョメのことだよね!?」

『そう。おセックスのことよ』

「は、はっきり言わないでよ！」

『ちゃんと「お」をつけて丁寧に言ったでしょう』

「全然丁寧じゃないから！　むしろなんか卑猥ひわいだから！」

『……まあ、あなたのチョメチョメという表現も、なかなかキツいと思うけれどね』

　頭がパニックに陥おちいる。ええ……えええええ!?

　なんで？

　なんでなんで!?

　どうしてこうなったの!?

「ちょっと待って、ちょっと待ってよ……もしかすると、今の状況って──私が桃田くんを誘ったことになってるの!?」

『そうね、客観的に見れば』

「ち、違うよ！　私、全然そんなつもりじゃなくてっ！　ただただ、一緒にゲームがしたかっただけでね、次の日休みだからどうせなら泊まってけばいいと思っただけで……」

『あなたにその気がなかったとしても、世間一般的に言えば、付き合っている男女がどちらかの家に泊まるとなれば、イコールその晩結ばれるということを意味するのよ』

　た、確かに。

　それは、そうなのかもしれない。恋愛経験皆無の私だけれど、２７年も生きていれば、大人としての最低限の恋愛セオリーぐらいは理解できる。

　だけど今日は、そんな薄っぺらな知識は完全に思考の外だった。

　桃田くんとゲームができることが嬉しすぎて、それだけで頭がいっぱいになっていた。


「～～～～っ」



　今更のように猛烈な羞恥しゆうち心が湧わいてくる。


　なんてことしちゃったんだ、私は!?　つまりさっきの私は、自分から「明日の夜、そういうこと、しよ」って言っちゃったのと同じってことでしょ!?　しかも超積極的に！　超ノリノリで！　は、恥ずかしぃ～～っ！　変態さんじゃん！



「ど、どうしよぉ、雪ちゃん？」

『どうしようって、二人で朝までやりまくるんでしょう？　さっき言ってたじゃない』

「からかわないでよ！　ほんとに、ほんとに困ってるんだから！」

『そうは言ってもね。今更、どうしようもないと思うわ』

「そんな……。だ、だって、まだ私達、そういうのは早いっていうか」

『付き合ってそろそろ二週間ぐらいでしょう？　頃合いと言えば、頃合いだとも思うけれど。あなただって、今まで一度もそういうことを考えたことがないわけではないのでしょう？』

「なっ……う、ううぅ……」

　考えていないと言えば当然噓うそになる。人には言えないような恥ずかしい妄想を、何回も何回もしている。だって……しょうがないでしょ！　初彼氏だもん！　27にしてようやくできた初彼氏だもん！　そりゃ変なことだっていっぱい考えるよ！

『姫。あなたが考えているいやらしいこと──桃田くんは、その十倍は考えているはずよ』

「十倍!?　そんなに!?」

『間違いないわね。十代の男の性欲をナメたらいけないわ。彼らは猿さると同じよ』

　十倍って……それは頻度ひんどの話？　レベルの話？　それとも両方？

　桃田くんが私の十倍の頻度で、私の十倍いやらしいことを考えているとしたら……と、とんでもない変態さんじゃないか……！

『今回の件で、桃田くんの方はまず間違いなく「お誘いを受けた」と勘違いしているでしょうね。今頃はきっと、興奮でなにも手につかなくなっているはずよ』

「そんな……待ってよ。あの……別に、桃田くんが嫌とか、そういうわけじゃないんだけど、いきなり過ぎて心の準備が……」

　完全に自業自得なわけだけど。

　ああ、なんで明日なんて言っちゃったんだろう？　全部『ＳＤＸ』のせいだ。あれが世代を超えて愛される名作であることが問題なんだ。

『まあ……あなたが嫌だと言えば、桃田くんは無理やりにはしないと思うけれど。彼、優しそうだったし、本当にあなたのことを大事に思ってそうだったから』

「そ、そうだよね。ちゃんと誤解だって説明すれば──」

『でもね、姫』

　雪ちゃんは言う。マジな口調で。

『十代の少女ならともかく、27にもなった女が、自分から男を家に誘っておいて、いざ行為に及ぶ段階になってから「いや、そういうつもりじゃなかったし」とか言い始めたら──私が男だったらブチ切れるわよ？』


「…………」



　もう、どうしたらいいかわからなかった。

　ただただ呆然ぼうぜんとしていると、電話の向こうで赤ちゃんの鳴き声が聞こえた。

『ああ、ごめん。真華龍が起きちゃったみたい』

「ま、待ってよ、雪ちゃん！　私、どうしたらいいの!?　ほっとかないで！」

『自分で蒔まいた種でしょ。自分でなんとかしなさい』

「うう……」

『まあ、明日は種を蒔かれる側になるのかもしれないけどね』

「こんなときに上手うまいこと言わないでよ！」

『じゃあ先輩として、一つだけアドバイスをあげるわ』

　雪ちゃんは言う。

『避妊だけはしっかりね』
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　あっという間に──決戦の夜は訪れた。

　昨日の今日だ。心の準備なんて全くできていない。お泊りの準備と……あとは、その、家族計画の準備だけで精一杯だった。

「……落ち着こう」

『メゾン・ハイムハイツ』三〇三号室の前。

　チャイムを押そうと伸ばした手を一旦引っ込めて、俺は深く深呼吸した。

　最後にもう一度、冷静に考えてみようか。

　カナはああ言っていたけれど……でもさあ、俺の彼女って、織原さんだからなあ。普通の27歳とは少し違うというか、ちょっと天然で幼いところがあるっていうか。

　アダルトなことなんか一切いつさい考えず、純粋なゲームがしたかったという可能性も、十分あるんじゃないかと思う。いや、ていうか、やっぱそっちの可能性の方が高いよな。

　うんうん。なんか、そんな気がしてきた。

　なんだなんだ、テンパって損したなあ。一夜漬けでいろいろ勉強してきたけど、全部無駄だったなあ。恥ずかしい思いして薬局に行ったってのによ。まあまあ、しょうがないしょうがない。なにも焦あせる必要はないさ。俺らは俺らのペースで行けばいいんだ。

　冷静の思考のおかげで、ようやく穏やかな気持ちを取り戻した俺は、改めてチャイムへと手を伸ばした。押す。

　ドアが開く。

　現れたのは──

「い、いらっしゃぁい」


「…………」



　絶句。思考も体も完全に停止。玄関先で愕然がくぜんと立ち尽くしてしまう。魂がすっぽ抜けたんじゃないかと思った。

「こ、こんばんは。待ってたよ」

　なにやら普通に挨拶あいさつをしてくるけれど、俺の方はそれどころじゃない。抜けかかった魂を自分の体に戻すので大忙しだ。

　ようやく肉体のコントロールを取り戻した後──俺は素早く部屋に侵入し、慌あわててドアを閉めた。一秒でも早くドアを閉めたかった。

　織原さんのこんな姿を、誰かに見せるわけにはいかなかった。

「な、な……なんて格好してんですか、織原さん？」

　スケスケ、だった。

　ドアの開いて俺を迎え入れたのは、スケスケの格好をした織原さん。

　パッと見は、黒くてヒラヒラしたキャミソールといった感じなのだが……布地があまりにも薄くてなにも隠せていない。中の下着が完全に透けてしまっている。

　ベビードールっていうんだっけ、こういうの。

「え、えー？　な、なにか変かなー」

　凄すさまじく棒読みで、けれど死ぬほど真まっ赤かな顔をして、織原さんは言う。

「いや、あの、だって、それ……」

「わ、私、家じゃいっつもこの格好なんだけどなー」

　下手過ぎる演技だった。

　いつもその格好って……んなわけねえだろ。どんな痴女ちじよだよ。

　今目の前に立つ彼女は、あまりに妖艶ようえんであまりに魅惑的だった。薄い布地のせいで、普段は隠れている肉体のシルエットが丸見えとなっている。

　この世全ての男を狂わすような、魔性ましようの肉体がそこにあった。

　白い首筋。細い肩。うっすらと浮き出た鎖骨。胸から上は華奢きやしやな印象を受けるのに、巨大な乳房は圧倒的な存在感を伴って前方に突き出ている。そのボリュームは凄まじく、谷間が信じられないぐらい深い。ふとした仕草のたびに大胆不敵に揺れる。

　もちろん、魅力的なのは胸だけではない。
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　官能的なカーブを描く腰周りや、むっちりとした量感をたたえた太腿といった下半身を構成するパーツも筆舌に尽くし難いほど素晴らしくて──とにかくなにもかもが極上で、凶悪過ぎるボディが俺の目を惹きつけて離さなかった。

「さ、さあ、桃田くん！　どうぞどうぞ、遠慮なくあがって」

　冗談みたいに赤い顔のまま、焦り上擦ずった声で言う織原さん。そのまま、廊下を歩いて部屋の方へと向かう。後ろを向いたことで、今度は美しい背中のラインと、下着に包まれた尻しりが目に入る。

　Ｔバックだった。


「…………」



　今すぐ自分の両眼を潰つぶして、今見た映像を生涯最後に見た映像として網膜に焼き付けたい衝動に駆られたが、どうにか堪こらえた。

　この瞬間──俺は確信した。

『織原さんはゲームがしたいだけだった』説は、もはや完全に否定されたといっていいだろう。ここまでされて気づかないほど鈍感ではない。こんなエロスの権化みたいな格好が、部屋着であるはずがない。

　俺は今、まず間違いなく誘惑を受けている。

　織原さん、やる気マンマンだ……！

　もはや俺も、覚悟を決めるしかないだろう。

　一戦を交える覚悟を！

　一線を越える覚悟を！
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　いぃいぃやぁああああああ～～っ！　は、恥ずかしぃぃいいいぃい～～～っ！



　背中に……というか、ほぼ丸出しのお尻に熱烈な視線を感じながら、私は一生懸命平静を装って歩いて行くけれど──内心では己おのれの羞恥心に殺されそうになっていた。

　死ぬぅ！　もう、ほんっとに死ぬ！

　桃田くん、めっちゃ見てたんだけど！

　凝視されたんだけど！

　大丈夫だよね!?　スベってないよね!?　ドン引きされてないよね!?　「いい年こいて、なにやってんだこの女」とか思われてないよね!?　今振り返ったら帰ってたりしないよね!?　たくさん見られたのは……その、えっと、私の体に興味があったから……ってことで……いいんだよね？

　よ、よよ、喜んで、もらえた……のかな？

　昨夜──

　雪ちゃんとの電話が終わってから、私はネットでいろいろと大慌てで調べて、そして大慌てでいろいろと買ってきた。とにかく時間がなくて、焦りまくってテンパりまくって、もはや自分でもなにをやってるのかよくわからない状態なんだけど──

　でも今更、後には引けない。

　こんな格好を見せてしまった時点で、もはや退路はない。

　あとはもう、行くところまで行くだけだ……！

「じゃ、じゃあ、どうぞ。入って」

　短い廊下を渡り終えて、やっとこさ二人で部屋に入る。

　どうしよう……もうすでにグロッキーなんだけど。玄関から部屋へ辿たどり着くまでで、精神力使い果たした気がする。この冗談みたいにスケスケのベビードール、着てるだけで人として尊厳をどんどん失っていく気がする。呪のろわれた装備なのかな？

「ここが織原さんの部屋……なんか、かわいい部屋ですね。女の子っぽいっていうか」

「そ、そう？」

　冷静に応じつつ、ぐっ、と小さく拳こぶしを握り締める。やった、褒ほめられた。本来の私の部屋は、常時ゲームのコントローラーと攻略本が転がっているような、女子力皆無の部屋なんだけど、昨日様々なグッズを買い揃そろえた。いい感じの間接照明とか、いかにも今時の女子が飾りそうなアロマとか。

「とりあえず、座ってよ」

「は、はい」

　クッションに座るように促うながす。

　私は隣に、少しスペースを開けて座った。

　さて。

　ここからが本番だ。

　一夜漬けでシミュレーションしたとおりに、全てのことを進めなければ……！

「桃田くん」

　私は言う。

「先にシャワー浴びてきなよ」

「早くないですか!?」

　仰天ぎようてんする桃田くんだった。

　あれ？　なにか間違えちゃったかな？

「ど、どうしたの桃田くん？　遠慮なんてしなくていいから、ほら」

「いやいやいや、おかしいですって！　なんで部屋入って三秒でシャワー浴びなきゃならないんですか？」

　至極ごもっともなことを言われる。でも、ここで譲るわけにはいかない。事前に組み立てていたプランからズレるわけにはいかない。

「と、とにかく入るの！　タオルとか、ちゃんと用意してるから」

「でも……あの、実は」

　しどろもどろになりながら、桃田くんが言いにくそうに言う。

「俺……家でシャワー、浴びてきちゃったんですけど」

　浴びてきちゃったの!?

　彼女の家に来る前に体を清めてくるなんて……完全にやる気じゃないですか、桃田くん！　めちゃくちゃ気合い入ってる！

　あー、まあ、そうだよねー。なんか、シャンプーのいい匂いしてるもんねー。

「いいから入るの！　何回入ったって悪いことはないんだから！　隅から隅までがっつり洗ってきて！」

「は、はい……」

　とにかく強引ごういんに押し切ることで、桃田くんをお風呂ふろ場へと行かせることに成功した。

　よし。じゃあ、次のプランだ。
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　脱衣所で服を全て脱ぎ、浴室へと入る。俺のために用意してあったタオルを一枚借りて、なんとなく腰に巻いた。本日二度目のシャワーである。

　なんの変哲もない浴室だったけれど、ここで織原さんが毎日シャワー浴びたり体を洗ったりしてるのだと思うと……言いようのない感情が湧き上がってくる。

「……洗うか。念入りに」

　家でも十分過ぎるぐらい洗ってきたつもりだけど、もう一度、全身をしっかり洗うとしよう。織原さんのベビードール姿がヤバすぎて、変な汗かきまくったしな。

　えーっと。なんだっけか。

　こういうとき、頭まで洗うと笑われるんだっけ？

　あと最初にイソジンでうがいして、ローションは湯船で温めといて──いや違う違う。それはお店の話だ。当然そんな店に行ったことはないけど、昨日の夜、ネットでその手のことも勉強したんだったな。……なんの勉強してんだ、俺は？

　悶々もんもんとしながら、置いてあったボディーソープに手を伸ばした──そのとき、である。

　がらり、と。

　背後で、ドアの開く音がした。

　振り返ると──そこにいたのは、バスタオルを巻いた女神だった。
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　当たり前の話だけれど、緊張しているのは私だけじゃないみたい。

　顔を合わせたときからずっと、桃田くんの緊張が痛いぐらいに伝わってくる。

　……まあ、私がベビードールなんていう頭のおかしな格好をしていることも原因の一つだとは思うけれど──たぶん、それだけじゃないと思う。

　意識している。

　彼の方も、そういうことを意識している。これから私達二人が行うであろう男女の営みを想像し、妄想し、緊張と不安に押し潰されそうになっている。

　もしも雪ちゃんの言っていたことが本当で、十代の男は私の十倍悶々としているのだとすれば──桃田くんは今、私の十倍ぐらい苦しんでいるのかもしれない。緊張と不安は、私の十倍以上なのかもしれない。

　だったら──私がなんとかしてあげなきゃ。

　ちゃんとリードしてあげなきゃ。

　だって私は、彼より一回りも年上の、大人の女なのだから──

「お──織原さんっ!?」

　裸になるのは簡単だった。

　だって元から、ほとんど裸みたいな格好だったし。

　ベビードールと下着を脱ぎ、バスタオルを体に巻きつけ、浴室へのドアを開く。

　目に入ったのは──裸の桃田くん。

　浴室にあった椅子いすに腰掛け、太ももにタオルをかけているだけ。大事なところだけはかろうじて隠れているけれど、ほとんどが丸見え。

　頭が一気に茹ゆで上がりそうになる。男の人の裸を見たのなんて、小さい頃、お父さんやお爺じいちゃんの裸を見たとき以来だった。

「せ、背中、流してあげるよ」

　今にも卒倒しそうな恥ずかしさを必死に押し殺しながら、私は言った。

　精一杯、大人の女の演技を試みる。

「な……え？　だ、大丈夫ですよ！　そんなの。自分で洗いますから……」

「え、遠慮しなくていいからっ」

「遠慮とかじゃなくて……」

「いいからほらっ、背中向けて！」

　桃田くんは躊躇ちゆうちよしていたけれど、私が強く言うと黙って背中を向けてくれた。

　ごくり、と息を呑のむ。

　大きくて広い、男の子の背中。

　震える手をボディーソープへと伸ばす。

　ビュッビュッ、と白い液体を出し、ニュプニュプ、と手になじませる。

　そして広い背中に──ヌルァ、と手を這はわせた

「は……なっ、手で、直接っ!?」

「し、知らないの桃田くんっ？　こういうときは手で洗うのが普通なんだよっ」

　たぶん。ネットにはそう書いてあった。

　直接触ってあげた方が、男の人が喜ぶって。

　タオルを使わなかった弊害で、ボディーソープはあまり泡立たない。ネトネトした白い液体を、ヌルヌルと背中に這わせる。手のひらから直接相手の体温が伝わってきて、心臓がとんでもない速度で脈を打つ。

　それに──

「……っ」

　見てる。

　桃田くん、さっきからすっごい見てる。

　正面にある浴室の鏡を使って、チラチラと。

　鏡越しならバレないと思ってるのかもしれないけど、全然バレバレ。熱っぽい視線が、タオルを巻いただけの体に突き刺さる。体中がのぼせたように熱くなり、甘く痺しびれていくような錯覚があった。

　死ぬほど恥ずかしい……けれど、少し嬉しい。

　私の体で、桃田くんをドキドキさせられていることが──

「……は、はい。背中、終わりね」

「お、終わったんですね……はあー」

「じゃあ──次は前ね」

「はあっ!?」

　心底安堵あんどしたような息を吐いた桃田くんが、一転、仰天の声を発した。

「ほらっ。洗ってあげるから、こっち向いて」

「いやいやっ！　ま、まずいですって！　さすがに前は！」

「だ、大丈夫だから！　私が全部やってあげるから！　桃田くんはなにも心配しなくていいの！　私に任せて！」

　本当はなにも大丈夫じゃない。恥ずかしすぎて今にも頭がパンクしてしまいそう。でも私は、必死に笑う。虚勢を張る。できる限り色っぽい笑みを作る。

　ちゃんとしなきゃ。

　私が、ちゃんとリードしてあげなきゃ。

「恥ずかしがらなくてもいいんだよ？　付き合ってたら、これぐらい普通なんだからさ。だからね、早く──」

「──織原さん」

　桃田くんが振り返る。

　鏡越しではなく、直接視線が絡からみ合った。

「なんか……無理してないですか？」

　その眼は、さっきまでの情欲に塗れた熱っぽい眼とはまるで違う。

　ただただ心配そうに、私のことを見つめていた。

「え……む、無理なんかしてないよっ」

「だって、さっきからずっと震えてるじゃないですか、手も、声も」

「そんなことないもん！　全然、余裕だからっ」

　強く否定すると同時に、私は桃田くんの下半身を隠すタオルへと手を伸ばした。剝はぎ取ろうとしたけど、寸前のところで止められる。

「や、やめてくださいってっ」

「いいから任せてってば！　私なら平気だから！　ていうか……な、慣れてるしねっ。言ってなかったけど、私、こういう経験、たくさんあるからっ。何人もの男を、私のテクニックで手玉に取ってきたのよ！」

　もちろん噓である。

「つい一ヶ月前ぐらいにも、男の人の体を洗ってあげたしね！」

　これは微妙に噓じゃない。

　まあ、洗ってあげたのは真華龍くんだけど。

　雪ちゃんの家に遊びに行ったとき、お風呂に入れて体を洗ってあげた。かわいかったなあ、真華龍くん。おちんちんも蕾つぼみみたいに小さくてかわいかった。

「織原さん……」

　彼は不安そうにこちらを見る。私はその目から逃げるように、意地を張り続ける。

「桃田くんはなにも心配しなくていいの！　経験豊富な私に任せてくれれば──きゃっ」

　タオルを引っ張り合っているうちに、ズルッ、と。

　床に落ちていたソープで足がスベってしまった。

「──危なっ」

　桃田くんが素早く手を伸ばして、私の体を支えてくれた。

「大丈夫ですか？　どっかぶつけ──っ!?」

「うん……ありが──っ!?」

　お互い、同時に気づいたようだった。

　タオルが。

　桃田くんの下半身を隠していたタオルと、私が体に巻いていたタオルが、今の衝撃で落ちてしまっていた。

　もう、お互いの体を隠すものはなにもない。生まれたままの一糸いつしまとわぬ姿となり、至近距離で向かい合っている。

　覚悟、したはずだった。

　自分の秘部を晒さらすことも、相手の秘部を見ることも、全て覚悟したはずだった。

　それなのに──

「あ……う、あ……」

　生まれて初めて男性に裸を見られてしまった羞恥しゆうち。

　そして──男性の局部を直視してしまった衝撃。

　目に入ったのは、彼の若さを象徴するかのようにそびえ立つ、猛々たけだけしい『雄』の怒張。一歳児のかわいらしく垂れ下がったモノとはまるで違う。剝むき出しとなった肉の凶器は、天を穿うがつような角度で屹立きつりつしていた。

　ずっと限界間際まぎわを綱渡りしてきた私の精神は──この瞬間、一気に崩壊した。


「い、いやぁあああああああああ──っ！」



　気づけば私は、彼を思い切り突き飛ばしていた。

　大きな体が、お風呂場ですっ転ぶ。

　向こう側の壁に、後頭部を強打したようだった。

「痛っ、た」

「あ……」

　サア、と血の気が引いていくのを感じた。ずっとのぼせたように熱かった体から、一気に熱が引いていく。目の前が真っ暗になったような気がした。

　直後──私は逃げ出してしまう。

　服も下着も身に着けないまま、脱衣所から飛び出す。

　部屋のベッドに飛び乗り、布団ふとんにくるまって隠れた。こんなところに隠れてもなんにもならないとわかっていたけれど、それでも隠れずにはいられなかった。

　真っ暗で息苦しい世界の中で、ひたすら自分の失態を恥じる──


「……っ！」



　やっちゃった。

　失敗、しちゃった。

　失敗も失敗、大失敗、最低最悪の大失敗。

　覚悟は決めていたはずなのに、入念にシミュレーションしたはずなのに、ちょっと予定からズレた瞬間、頭がパニックになってしまった。

　ベビードール姿を見せたり、背中を流してあげたりと、さんざんその気を見せておきながら──最終的には思い切り拒絶してしまった。お姉さんぶって誘惑しておきながら、土壇場で悲鳴を上げて突き飛ばしてしまうなんて、いくらなんでも酷すぎる。

　全然ちゃんとできなかった。

　年上なのに、しっかりしなきゃいけなかったのに。

　今日、こんな状況になってしまったのは、全部私のせいなのに。

　恥ずかしい。みっともない。情けない。

　このまま、消えていなくなりたい──

「織原さん……」

　しばらくして、桃田くんの声がした。浴室から出てきたらしい。すぐ近くにいる気配を感じて、かぶっている布団を強く握りしめた。

　恥ずかしくて申し訳なくて、合わせる顔がない──

「……ごめんね。頭、痛かったよね……？」

「俺は、大丈夫ですよ。軽くぶつけただけですから……」

「──初めて、なの」

　私は言った。

　布団にくるまって隠れたまま、顔も合わせずに言った。

「私ね……今まで、男の人と付き合ったことがないんだ。桃田くんが、生まれて初めてできた彼氏なの。さっき、経験あるとか慣れてるとか言ったのは……全部、噓。27年間、彼氏がいたことなんて一度もない。だから……そういう経験も、全くないの」

　堰せきを切ったように、本音が溢あふれていく。

「昨日、誘ったときもね……私、深いことなんてなにも考えてなかった。一緒にたくさんゲームできたら楽しいと思って、簡単に『泊まればいい』なんて言っちゃった。男女が一緒の部屋に泊まる意味が、全然わかってなかった……雪ちゃんに言われて、やっと気づいたの。バカだよね、私……」

　自嘲じちようと自虐じぎやくが止まらない。

　失敗ばかりで、失態ばかりで、本当に恥ずかしい。

　なにもできないくせに変に期待させてしまったことが、本当に申し訳ない。

「け、経験ないって思われたくなかったし、桃田くんのことがっかりさせたくなかったから……いろいろ勉強して、頑張ってみたんだけど……全然、ちゃんとできなかった」

　思いつく限りの、最低の結末だったと思う。

　大人っぽくリードしてあげようと積極的にいったにもかかわらず、相手の局部が見えたぐらいで悲鳴を上げて拒絶してしまうなんて。

「……恥ずかしいよね？　変、だよね？　27にもなって経験ゼロなんて。恋愛オンチな彼女で……本当にごめんね」

　年上なのに。

　一回りもお姉さんなのに。

　こんな私と付き合ってくれた彼を、満足させてあげることすらできない──




「お願い、嫌いにならないで……！」




　言った瞬間、また後悔が押し寄せる。この期ごに及んでまだ自分のことしか考えていない自分が、本当に情けなかった。

　数秒、沈黙があってから、

「……織原さん、出てきてください」

　と言って、桃田くんが布団を摑つかんできた。

「え……や、やだっ」

「出てきてください。顔、見せてください」

「やだよ……だって、だって」

「織原さん」

「うう……」

　観念して、私はおずおずと布団から顔だけを出す。怒られるかも。嫌われたかも。フラれちゃうかも。不安からギュッと閉じていた目を、覚悟を決めてゆっくりと開く。

　目に入ったのは──

「このぐらいのことで、俺が織原さんを嫌いになるはずないでしょう」

　陽だまりのように穏やかな、優しい笑顔だった。

「え……桃田くん、お、怒ってないの？」

「怒るって、なにを怒るんですか？」

「だって私……なにも考えずに泊まっていけばいいなんて言っちゃって……それなのに、全然上手にできなくて、最後は突き飛ばしちゃって……」

「気にしてませんよ、そんなこと」

「噓……」

「噓じゃないです」

「噓、だよ。だって桃田くん……したかった、でしょ？」

　私がそう言うと、彼はぎくりと身を強張こわばらせた。

「いや……べ、別に、俺は」

「シャワー、家で浴びてきてたし」

「……それは、その」

「さっきだって……桃田くんの、すっごく大きく……」

「～～っ!?　いやっ、あれはあくまで生理現象であって、俺の意思とは全然関係なくああなってしまうものなんで、だから……」

　激しく狼狽ろうばいするけれど、一度深呼吸をしてから、

「……そりゃ、したかったですよ。当たり前じゃないですか」

　と、バツが悪そうに言う。


「泊まりに誘われたときから、ずっと意識して悶々もんもんとしてました。今日も、ベビードール姿とか、タオル巻いた姿とか、すごく可愛くてすごく綺麗で、死ぬほど興奮しましたよ。今だって本音言えば……今すぐその布団剝ぎ取って、織原さんのこと、メチャクチャにしたいとか考えてます」「…………」



「でも、織原さんに無理させてまで、したいとは思ってません」

「む、無理なんか」

「してたでしょ、だいぶ」

「……あぅ」

　返す言葉もない。自分なりに一生懸命演技していたつもりだったけれど、全然演じきれてなかったみたい。

「……も、桃田くんのことが嫌だったわけじゃないからね。ただ私、初めてで、経験が全くないから、緊張して、怖くなっちゃっただけで……」

「わかってますよ。てか、初めてなのは俺も同じですから。たぶん、織原さんと同じぐらい緊張してたし、怖かったですよ」

「そう、なの？」

「男の俺がちゃんとリードしなきゃとか、そういうこと、いろいろ考えちゃって」


「…………」



　桃田くんも、私と同じようなことで悩んでたみたい。

　男だから。

　年上だから。

　ちゃんとしなきゃ。

　そんな見栄に囚とらわれて、二人とも空回っていた──

「でも織原さん、本当に今まで誰とも付き合ったことないんですか？」

「うん……」

「意外ですね。モテそうなのに」

「ぜ、全然モテないよ、私なんて。学生時代は、ほんとに地味で根暗な感じだったし。社会人になってからは、職場が女の人ばっかだから全然出会いがなくて。休みの日はゲームしてばっかりだし……」

　自分で言ってて、どんどん悲しくなってきた。不安からつい尋ねてしまう。

「ど、どう思った？」

「え？」

「変、だよね……。２７にもなって、恋愛経験ゼロなんて」

「別に変だなんて思わないですよ。そんなの、人それぞれでしょうから。どう思ったかって言われたら……まあ、なんつーか、光栄に思います」

　顔をクシャッとさせて、桃田くんは照れくさそうに微笑む。

「俺が織原さんの初めての彼氏だなんて、すごく光栄です」

　その温かな笑顔を見た瞬間、ふっ、と心が楽になった気がした。

　女としての不安や怯え、大人としての見栄や意地……そういった面倒くさい感情で縛られていた心を、彼の言葉と笑顔が優しく解きほぐしていく。

「えっと……とりあえず今日は、アダルトなことはやめにしましょうか」

　桃田くんは言う。

「そういう大人っぽいアレコレは、お互いにもっとちゃんと心の準備ができてからってことにして──今日は、当初の織原さんの希望通り、一緒にゲームしましょうよ」

「……いい、の？」

「もちろん。一晩中、付き合いますよ」

　嫌な顔一つせず、優しく微笑みかけてくれる。じわ、と涙が零こぼれそうになる。感情がコントロールできない。心の奥底から想おもいが溢れてきて、胸が張り裂けそう。

　好き。大好き。

　桃田くん、大好き。本当に大好き。

　初めての彼氏が桃田くんで、本当によかった──

「……うんっ。やろう！　二人でいっぱいゲームしようね！　私、桃田くんとやりたいゲームがたくさ──」

「うあっ！　お、織原さん、裸っ！」

　言われて、ハッと気づく。

　嬉しさの余り勢いよく布団から飛び出してベッドを降りてしまったけれど、よくよく考えてみれば私、まだ全裸だった。いろいろとシリアスなトークをしていたけれど、その間ずーっと素すっ裸ぱだかだった……！

　大慌てで、また布団へと舞い戻る。

「み、見た？」

「……そりゃ、見ちゃいました、けど」

「うう……桃田くんのバカぁ」

「俺のせいじゃないでしょう……ていうか、俺だってさっき、恥ずかしいもの見られたんで、おあいこってことで」

「わ、私は一回しか見てないけど、桃田くんは二回も見たっ」

「……じゃあ、俺のもう一回、見ます？」

「見ないよっ！」

　その後、桃田くんには廊下に待機してもらって、私はいそいそと服を着た。

　もちろん、ベビードールではないし、Ｔバックでもない。

　普通の下着と、普通の部屋着に着替えた。
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　着心地のよさそうなセーターに、穿はき慣らしたジーンズ。

　それが織原さんの、本当の部屋着らしい。

「あはは……ごめんね、こんな適当な格好で。本当の私は、家じゃいつもこんな感じ」

　着替えの後、織原さんは申し訳なさそうに言っていたけれど、俺は心の中でガッツポーズを決めたい気分だった。

　いい。

　なんか……油断してる感じがすごくいい。

　一切飾らない普段着が生み出す無防備な緩さが……うん、好きだ。

「飲み物、持ってくるね。桃田くん、コーヒーにはなにか入れる？」

「ブラックで大丈夫です」

　キッチンにあった『ドルチェグスト』で、二人分コーヒーを淹いれてくれる。クッションに座っていた俺の前に、カップが二つ並べて置かれた。

「あっという間にできるんですね、『ドルチェグスト』って」

「お手軽に淹れられて、お手入れも簡単。それでいて味も申し分なし。ちなみにこれ、カフェインレスだから、夜に飲んでも大丈夫なんだよ」

「カフェインレス……って、カフェイン入ってないコーヒーでしたっけ？」

「うん。雪ちゃんが妊娠中にコーヒーが飲みたくてしょうがなくなったとき、これを飲んでたんだ。ほら、妊娠中や授乳中って、カフェインは極力控えた方がいいから。雪ちゃんに付き合ってたら、なんか私の方もカフェインレスにハマっちゃってね」

「へえ、『ドルチェグスト』ってカフェインレスも淹れられるのか。すごいですね」

「そう、すごいんだよ、グッちゃんは」

「グッちゃん？」

　問い返すと、織原さんはハッと後悔の表情を浮かべた。

「えっと……グッちゃんっていうのは、私んちの『ドルチェグスト』の名前……『ドルチェグスト』だから、グッちゃん……」

　言いにくそうに言う。キッチンに置いてあった『ドルチェグスト』を改めて見てみると、白と黒のフェルトで作った『目』のようなものが貼り付けてあった。お手製の装飾なのだろう。なんだかペンギンぽいデザインに仕上がっている。

　俺が黙っていると、沈黙に耐えきれなかったのか、

「わ、悪いの!?　名前つけてちゃ悪いの！」

　と叫んできた。

「なんも言ってないじゃないですか」

「一人暮らしの女って寂しいことしてんだなあ、って思ったでしょ!?　ええ、そうですよ！　寂しいことしてますよ！　たまに話しかけてますよ！」

「なんも思ってませんって」

　まあ正直、ちょっと思ったけど。

　寂しいなあ、と。そして、かわいいなあ、と。

　ああ、なんか和むなあ。

　相手の部屋にあがるイベントで、俺が一番期待していたものは、案外、こういう何気ない瞬間なのかもしれない。そりゃもちろんエロいことも期待していたけれど、織原さんの新たな一面を知れることが、たまらなく嬉しい。

「う～～、桃田くん、絶対バカにしてるでしょ。だってなんか半笑いだもん」

「笑ってませんって。ほら、早くゲームしましょうよ」

「むぅ……」

　どこか釈然としない様子だったけれど、やはりゲーム欲には勝てなかったのか、織原さんはしまっていたゲーム機を持ってくる。

「じゃ、始めようか。ふふん、今夜は寝かせないからね」

「お手柔らかに」

　ゲーム機をセッティングしてから、織原さんは俺の隣に座る。

　そのとき、だった。

「あれ？　桃田くん、なにか落ちてるよ？」

　そう言われて見てみると、座った俺のすぐ横に、あるものが落ちていた。あっ、と思うよりも早く、織原さんが手を伸ばして取ってしまう。

　さすがは大人の女性というべきなのか、一瞬でそれの正体に気づいたらしく、ボッ、と沸騰したように顔を赤くする。

　彼女が拾ったのは、いわゆるコンドーさんであった。

「これ……」

「ち、違うんです！　えっと、あの……まあ、違うわけでもないんですけど」

　ぐわああ、しまった！　いつだ？　いつ落としたんだ!?

　くそ、最悪だ。ようやくアダルトな空気を脱してまったりとした雰囲気になったというのに。いざってときにすぐ取り出せるようにと、ズボンのポケットに入れてたのが失敗だった。なにかの拍子に飛び出したのか、それとも穴でも空いてたのか。深く後悔しながら、俺はポケットに手を入れるが──

「……あれ？」

　ある。ポケットの中に、パッケージングされたゴムの感触が確かにある。予備のために二枚準備していたけれど、二つとも存在を確認できた。

　わけがわからぬまま、俺はもう一度、織原さんの持つものを確認する。よく見てみればそれは、俺が買ったものとは違うメーカーのものだった。

「……ごめん。これ、私が、買ったやつ」

　消え入るような声で、死ぬほど恥ずかしそうに、織原さんは言った。

　空気が、凄まじく微妙なものとなる。

　痛々しすぎる静寂が辛くて、俺はどうにか言葉をひねり出す。

「あの……なんつーか、あ、ありがとうございます。気を遣っていただいて」

「う、うん。まあ……自分の身は自分で守らないとだからね……えと、あの、きょ、今日は使わなそうだから、どっかにしまってくるねっ！」

　焦り上うわ擦ずった声で言うと同時に、織原さんは立ち上がる。しかし焦り過ぎたのか、自分の裾を自分で踏んで体勢を崩し、ベッドの方へと倒れてしまう。

　衝撃で枕の位置がズレて──そこに隠されていたものが顕あらわになる。

　あー……。

　なるほど、ここから落ちたのか。

「織原さん……」

　俺は言う。言わずにはいられなかった。

　枕の下に隠されていたのは──大量のコンドーさん。

　その数は、十を優に越える。

「……何回戦する気だったんですか？」

「ち、違うの！　サイズっ！　サイズがわからなかったから、いっぱい種類買っちゃったの!!　あと、予備もたくさんあった方が安心だと思って、いつでも取れる枕の下に……と、とにかく違うからぁ！」

　涙目で訴える織原さん。

　なかなかアダルトな空気から脱出できない俺達だった。







　その後──俺達はようやく、二人でゲームを始めた。

　でも、まともにできたのはせいぜい一時間ぐらいだった。

　今夜は寝かせない、なんて得意げに言っていた織原さんが、真っ先に寝落ちしてしまった。たぶん、寝不足だったんだろう。昨日の夜から、俺と同じようにいろいろ妄想していろいろ準備して、心も体も疲れていたんだと思う。

　カフェインレスのコーヒーは、なんの眠気覚ましにもならなかったらしい。

　すやすや、と。

　俺の真横で、静かな寝息を立てて眠っている。その無防備な寝顔を見ていても、不思議とムラムラするようなことはなかった。ただただ微笑ましく思い、心が安らぐだけだった。

　かわいい寝顔を見ているうちに、俺の方も意識を失ってしまう。

　朝まで二人で、ぐっすりと眠り続けた。

　なにかと大騒ぎで、なに一つ予定通りにはならなかった初お泊りだったけれど、終わってみれば、とても幸福な、二人だけの時間だったように思えた。
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　てんやわんやのお泊りから、数日が過ぎた日のこと。

『今日、会社が終わる頃ころ、会いに行ってもいいんですか？』

　お昼休みに休憩きゆうけいブースで昼食を取っていると、桃田ももたくんからラインがあった。

　私が返信するより早く、もう一つ文章が送られてくる。

『忙しいなら、無理しなくて大丈夫ですから』

　すごく遠慮してる感じが文面から伝わってくる。私はとりあえず返信する。

『大丈夫だよ。普通に五時には帰れると思う。

　でも、どうしたの？　なにかあった？』

　すぐに返信が来た。

『いや。別に、なにもないんですけど……』

　ふむん？

　なにもないの？

　なにもないのに会いに来るの？　うーん、なんでだろう？　なんの用事もないのにただ私に会いに来るなんて、まるで私に会いたくてしょうがないみたい──

　って、そうか！

　私に会いたくてしょうがないのか！

「……えへへー」

　なんだなんだ。桃田くんってば、そんなに私に会いたいのか。用もないのに会いに来たくなるぐらい私成分が足りないのか。

　まったくぅ、私のこと大好きかよ？

　ああ、いいなあ、彼氏っていいなあ。そうか、そうよねー。私達、付き合ってるんだから、なんの用事もなく会いに行ったりしてもいいのよね。会う理由なんて『会いたくなったから』でいいのよね。あー、好き。桃田くん、大好き。

　さてさて。なんて返そうかなあ。

　ちょっと焦じらしたりしてみようかな！　大人ならではの恋愛の駆け引きを見せちゃったりして！　……うん。やめよう。失敗する未来しか見えない。無理して見栄みえを張るのはこないだのお泊りでもう懲こりた。

　強がりもプライドも捨てて、私はただ、素直な気持ちを文面にすることにした──

『ありがと♥

　私も会いたかったから、すっごく嬉うれしいよ♥

　あーあ、もう仕事なんて放り投げて

　今すぐダーリンのところに飛んできたいなあ♥』


「…………」



　ちょっと素直過ぎたかもしれない！

　強がりとプライドと一緒に品性も捨ててしまったかもしれない！

　うわぁ、酷ひどい。これは自分でも引く。デレデレ過ぎて気持ち悪い。ハート多過ぎて逆に愛が薄っぺらい。もっと適度にツン要素を入れなければ。

　でも、もしこれ送ったら、桃田くんはどんな反応するのかな……いやいやっ！　ないない！　こんなの絶対送れない！　恋に恋してる女子中学生だって、ここまで痛々しい文章送らないから！　これ送るぐらいなら裸で会社周り一周した方がまだマシ──

「……大丈夫ですか、織原おりはらチーフ？」

「はうっ!?」

　心臓が止まるかと思った。手から落っこちそうになったスマホを、慌あわてて握りしめる。顔を上げると、自販機の前に小松こまつさんが立っていた。

　大変怪訝けげんそうな目つきで、私のことを見つめている。

「こ、小松さん……いつから、いたの？」

「割と前から」

　割と前からいたの!?

　見られた!?

　スマホ片手に一人で大騒ぎしてるとこ、見られた!?

「あの、織原チーフ……あんまり一人で仕事抱え込まないでくださいね。私も、微力ながらお手伝いしますから」

　過労を心配されてしまった。後輩にここまで優しくされてしまうなんて、どんだけ情緒不安定な様子を晒さらしてたんだ、さっきまでの私は。

「だ、大丈夫大丈夫……。ちょっと、ソシャゲにのめり込んでただけだから……」

「なら、いいですけど」

　小松さんが去っていき、私は深々と息を吐き出す。はあー、まずいまずい。桃田くんのこと考えてると、一気に自分の世界入っちゃうなあ。

　よし。頭を仕事モードに切り替えよう。

　さっきのメッセージも、あんなイカレポンチな返信じゃなくて、もっと無難で、大人らしい節度と良識のある文章に──などと考えながらスマホに視線を落として。

　私は、真の絶望を味わった。
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　会社の真ん前で待っているのもなんだったので、待ち合わせ場所は、織原さんの会社近くにあるコンビニの前にした。

　五時過ぎた辺りで彼女がやってきた。

　仕事帰りだから、髪をまとめてスーツ姿。眼鏡めがねはなし。

　その表情には、深い深い絶望の色があった。どんよりと暗い影を背負っているのに、しかし頰ほおだけは真まっ赤かに染まっている。

「……あのね、改めて説明させて欲しいんだけど、昼間のラインは、本当、いろいろと複雑で奇妙奇天烈きみようきてれつで摩訶まか不思議な手違いがあってね……妖怪とかの仕業である可能性もなきにしもあらずで」

「だ、大丈夫ですって……。俺おれ、見なかったことにしますから」

　羞恥しゆうちに悶もだえる織原さんを、必死に慰める。

　あの破壊力抜群のデレデレメッセージ……たぶん、なんかのミスなんだろう。送る気はないけどとりあえず書いてみたら、間違って送信してしまった、みたいな。

　まあでも、仮にミスだったとしても……あんなもんを下書きで書いてしまっているという時点で、だいぶ気恥ずかしい気分にはなるけど。

　そんなに俺と会えることが嬉しかったのかな？

　まったくぅ、俺のこと大好きかよ？

　なんともくすぐったい空気のまま、俺達はとりあえず歩き出す。

「久しぶりですね、織原さんと、こうして二人で外歩くのって」

「そうだね」

「どっちかの知り合いに遭遇したら、こないだ話し合った作戦通りに」

　確認すると、織原さんはこくりと頷うなずいた。

　この辺りは俺の高校とも織原さんの会社とも近い。万が一のときに備え、用心しておくに越したことはないだろう。まあ、本当に用心するならば外では会わないようにするのがベストなのかもしれないけれど……まあ、うん。やっぱ会いたいんだ、どうしても。

「桃田くんは、私の甥おいっ子ってことで」

「織原さんは、叔母おばさんってことで。あっ。いやっ……今の叔母さんっていうのは、あくまで親族としての意味であって、織原さんがオバさんって意味じゃ」

「……桃田くん、別に気にしてないから、フォロー入れないで。むしろその丁寧なフォローに傷つくから」　凹んでしまう織原さん。気を遣ったのが逆効果だったらしい。

　日が沈みかけた街を、俺達は並んで歩いて行く。

　手を繫つなぐことはないし、必要以上に近づくこともない。叔母さんと甥っ子の距離感を演じながら、適度な距離を保って歩いて行く。

「いつか、さ」

　織原さんが言う。

「二人で堂々と街を歩けるようになったら、いいよね」

「……そうですね」

　織原さんは笑っていた。でもその笑顔が少し寂さみしそうで、小さな針で刺されるような痛みを胸に生んだ。その痛みが、俺に言葉を吐き出させる。

「あの、織原さん──今週末、二人でどっか行きませんか？」

「どっか、って」

「どこでもいいんですけど……どこか、知り合いがいないようなとこに。そういうとこなら、周囲の目を気にしないで歩けるかなって……」

　手を繫いだり、腕を組んだり、もっとカップルっぽいことができるかなって。

　不純な気持ちは隠したまま、綺麗きれいな言葉だけで告げた初デートへのお誘いは──

「う、うん。いいよ」

　成功だった。

「嬉しいな。私もね……二人でどこか行きたいなって、思ってから」

　照れ笑いを浮かべながら言う織原さん。

　なんだよもう、かわいすぎかよ、この人。

「どこか行きたいとこありますか？」

「私はどこでもいいよ。桃田くんが行きたいところで」

「俺もどこでもいいんですけど……」

「じゃあ作戦会議だね」

「そうしましょう。あ。そうだ。織原さん、ご飯食べました？」

「ううん。まだ」

「じゃあどこか食べいきましょう。今日は俺が奢おごりますよ」

「え……そんなっ、悪いよ」

「遠慮しないでください。ちょうどバイト代入ったんで。ほら、こないだ泊まりに行ったとき、織原さん、すごい凝った朝飯作ってくれたじゃないですか。だから今日は、そのお礼に」

　今日会いに来たのは、実はこれが目的だった。バイト代を使って、織原さんになにかを奢ってあげたかった。年下なりに、男らしいことをしたかったのだ。

　織原さんはやはり遠慮していたけれど、最終的には、

「……そこまで言うなら、ご馳走ちそうになっちゃおっかな」

　と承諾しようだくしてくれた。

「なにか食べたいものありますか？　なんでも言ってください」

「えーっとね、じゃあ、私──」

　そこで彼女が優しい笑顔で告げたメニューは、初デートの約束に浮かれて舞い上がっていた俺に、冷たい現実を突きつけるものだった。

「──牛丼がいいなあ」







「そりゃね、なんでもいいって言われても気を遣うでしょ。大人の女性なら、普通」

　翌日の空き教室。

　すぐに事情を察したカナは、呆あきれたような溜息ためいきを吐ついた。一方ウラは、同じ説明を聞かされても、いまいちピンと来ていないようだった。

「はあ？　なんだよ、さっぱり話が見えねえな？　モモが奢るっつって、織原の希望が牛丼だったから、二人で牛丼食ったって話だろ。なにが問題あるんだよ」

「モモの財布事情に気を遣った織原さんが、あえて『牛丼』というリーズナブルなメニューを希望したってことだよ。年下で、しかも学生である彼氏に、高い夕飯をご馳走してもらうのは忍びなかったんだろうね」

「ふうん？　なんか知らんけどラッキーだったじゃねえか。安上がりで済んだな」

「ラッキーと言えばラッキーかもね。織原さんは大人の女性として、年上の彼女として、実に模範的で思いやり溢あふれる振る舞いをしたと思う」

　でも、と言って。

　カナは試すような目で俺を見る。

「モモの方は、それが面白おもしろくなかったみたいだね」

「……面白くないわけじゃねえよ。ただ、甲斐性かいしようがなくて申し訳ねえだけだ」

　こんなの、付き合う前からわかりきっていたはずなのに。

　相手は立派な社会人で、俺は学生。税金なんて消費税ぐらいしか払ったことがない、バリバリの扶養ふよう家族。

　バイト代が入ったと言っても、そんなのはタカが知れている。

　俺はただ、彼女に喜んで欲しかっただけなのだけれど──そんなのは俺の一方的な自己満足でしかなく、彼女にとっては恩着せがましい押し付けだったのかもしれない。

「甲斐性って。高校生がそんなこと気にしてどうするのさ」

「考え過ぎじゃねえのか？　織原はなーんも深いこと考えてなくて、ただ純粋に牛丼が喰くいたかったのかもしれないだろ」

「いやいやウラ。いくらなんでもそれは──」

「……まあ、その可能性も高いとは思ってるけどな」

　俺が言うと、カナは目をぱちくりさせた。

「ほんとに？　織原さんって、そんな感じなの？」

「ああ。割とそんな感じ」

　まだまだ付き合って日が浅いけれど、俺もだいぶ織原さんの人柄というか、キャラがわかってきている。

　あんなにも可愛かわいらしいルックスを誇ほこりながら自己評価が低めで、年齢や恋愛経験ゼロなことにややコンプレックスを抱いていて、なにかと余計なことで悩むことが多いけれど……たまに恐ろしくなにも考えていないときがある。

　だから、シンプルに牛丼が食べたかったという可能性も……うん、あるな。すげえありそう。むしろそっちの可能性が高い気がしてきた。

「まあ、織原さんが本当のところどう考えてたかっていうのは、僕らには想像することしかできないから、考えてもしょうがないね──それに」

　カナは言う。

「問題の本質は、そこじゃないよ」
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「──いやいや雪ゆきちゃん！　私、別に桃田くんの財布事情なんかに気を遣ってないんだけど！　普通に牛丼が食べたかったから、牛丼って言っただけなんだけど！」

『でしょうね。あなたはそうだろうと思ったわ』

　会社の昼休憩。

　昨夜二人で牛丼を食べたとき、桃田くんが少し元気をなくしたように見えたことが気になって、私は雪ちゃんに電話で相談していた。真華龍まかろんくんがお昼寝している時間帯だと、割と電話が繫がる。

　私からの相談に対し、雪ちゃんは実に明瞭な答えをくれた。

『姫ひめは牛丼、大好きだもんね』

「わ、悪い!?　いいじゃん、早くて安くて美味おいしくて！」

『桃田くんには教えてなかったの？　あなたの好きな食べ物』

「……前に訊かれたことあるけど、『丼もの全般大好き』とか言ったら女子力低い気がして、とりあえず『ふわふわのパンケーキが好き』って答えておいた」

『変なとこで変な見栄を張ってるのね、あなた』

　呆れ果てたように言う雪ちゃん。

『皮肉な話ね。なにも考えずに好物を言っただけなのに、まるで相手の懐ふところ事情を思いやったような選択になってしまうなんて』

「懐事情って……え？　そういうのって、世の中の女性はみんな気にするものなの？」

『いい女は気にするわよ。相手が『好きなものご馳走してくれる』という話になったら、向こうの懐事情に差し障りない程度に安く、それでいて相手の自尊心を満たすぐらい高く……ちょうどいいランクのメニューをあたかも自分が食べたいように演じるの。奢られ上手であることも、いい女の条件よ」

　す、すげえ。いい女、すげえ。

　夕飯のメニュー一つでそこまで頭を働かせて駆け引きを行うのか。

　私とは別次元に存在する生き物だなあ。

「そうか……。桃田くんは、そんなこと気にしてたんだ。てっきり、私が大盛りで卵までつけたことを怒ってるのかと思った。『いくら奢るって言ったからって、普通卵までつけるかよ？　厚かましい女だな』って」

『……姫。今後も、なにかあったらすぐ私に電話してきなさいね。あなたが一人で考えてても不毛なことこの上ないから』

　優しいようでなにげに失礼なことを言う雪ちゃんだった。

「相談してよかったよ。ちゃんと誤解だってこと、桃田くんに説明すれば……」

「そうね。説明すればわかってもらえると思う。でもそれでは──本質的な解決にはならないけどね」
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「一番の問題は、資金力や社会的地位の差で、モモが織原さんに対して劣等感を抱いてることなんだよ。金がないことが問題なんじゃなくて、金がないことにコンプレックスを抱いてるモモが問題なんだ」

　カナは言った。

「モモは彼女の前では男らしくありたいと願ってて、だからこそ今回のことがショックだったのかもしれないけど──でも、この程度のことでいちいち悩んで卑屈になられちゃ、織原さんも付き合ってて面倒くさいと思うよ」

「卑屈って、別に俺は……」

「くっだらねーことで悩みすぎなんだよ、モモは。織原はお前が学生だってわかってて付き合ってんだろ？　最初っから金なんか期待してねえんだから、変に格好つけようとすんなよ。あっちの方がはるかに金持ってんだから、むしろ奢られてりゃいいんだよ」

「ウラの言うことも一理あるよ」

　珍しくウラの意見を肯定するカナ。

「いっそ開き直ってる方がまだマシかもね。どんなに格好つけようとしたって、モモはあと最低三年は学生のままなんだから。金銭面での主導権は、しばらくは向こうのままだ」


「…………」



「今の時代、妻の方が稼いでいる夫婦なんて珍しくもないだろうし、女に食わせてもらってるヒモみたいな男だっている。男女のどっちが金銭面で主導権を握ってるかなんて、本当はどうでもいいんだよ──お互いさえ納得できてれば」

「お互いさえ、か」

「そゆこと。結局は、二人の付き合い方の問題だよ。当人同士が納得できてれば大問題も些細ささいなことで、二人が納得できなきゃ些細なことが大問題だ」


「…………」



　なんと言えばいいだろうか。

　問題や障害というのは、もっと大それたものだと思っていた。

　たとえば恋のライバルが現れるとか、たとえば誰かに俺達の関係を知られて脅されてしまうとか。

　織原さんが金持ちのイケメンから求婚されてそいつと俺が彼女を賭けて戦うとか、あるいは俺が撃退した痴漢野郎が織原さんの直属の上司として赴任してくるとか。

　そんな風に壮大でドラマチックな障害が相手ならば、彼女と付き合うことを決めた時点で、戦う覚悟はしたつもりだった。

　でも──実際には、そんな安直な敵は現れない。

　乗り越えることで二人の愛情がより一層深まりそうなエンターテイメント性に富んだ困難なんて、現実ではそうそう訪れないのだろう。

　それどころか、牛丼一つであれこれ考え過ぎてしまう俺がいる。

『男の方が金をもっていないとみっともない』という、旧態依然とした虚栄きよえい心に縛られ、振り回される俺がいる。

　倒すべき敵なんて、どこにも存在しない。

　全ては、俺自身の心の問題だった。

「……なんだろうな。知らなかったよ、自分がこんなに小ちいせえ男だったなんて」

　深い溜息と共に俺が告げると、カナは儚い笑みを浮かべた。

　どこか遠くを見つめるようで、それでいて自分の内面を見つめるような、そんな深い輝きを宿した瞳ひとみのまま、俺をまっすぐ見つめてくる。

「それが──本気で人を好きになるってことだよ」
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『あなたは今回、なにも考えずに牛丼を頼んだのかもしれないけれど──いずれにしても、学生である桃田くんに高額なディナーを奢らせることはできないでしょう？』

　雪ちゃんは言った。

『いずれぶつかる壁だとは思ってたわ。経済力や金銭感覚の差っていうのは、男女が別れる理由のトップ３に入るものだから』

「経済格差なんて……私は、そんなの気にしないのに」

『あなたが気にしなくても桃田くんが気にするのよ。彼が誠実であればあるほど、思い悩むことになるでしょうね。すれ違うって、そういうことよ。お互いがお互いのためを思って行動しているのに、その結果誰も得しない結末になるの』


「……………」



『私もうちの旦那と、一回り年の差があるけど、男が年上ならばまだやりやすいのよね。彼には年相応の経済力と社会的地位があったから、デート費用も結婚費用も、当然のように全部向こう持ちだった。彼も私も、そのことで揉もめたことは一度もないわ』

「……どうして、一回りも年上なんだろうね、私」

　心の奥底に押し込めていたはずの『もしも』が、また顔を出してしまう。

　もしも彼が、あと十二年早く生まれていれば。

　もしも私が、あと十二年遅く生まれていれば。

「もしも私達が同い年だったら……もっと普通のカップルになれたのかな？」

『普通のカップルなんて、この世に一組として存在しないわよ』

　皮肉げに、それでいて窘たしなめるように、雪ちゃんは言う。

『人間は頭の中でなら完璧かんぺきな球体を描けるけど、現実には完璧な球体なんか存在し得ない。普通のカップルなんてそれと同じよ。みんながみんな、自分達だけの苦悩や幸福を抱えながら、不完全でも精一杯、手を取り合って歩んでいくの』


「…………」



『月並みな言葉になってしまうけれど──結局、あなた達があなた達だけの付き合い方を見つけていくしかないわよ』

　雪ちゃんは言う。

『恋愛には、悲しいぐらいに正解がないんだから』
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　生まれて初めて彼女ができて、いわゆる男女交際というものを経験してみて、一つわかったことがある。

　恋愛の真理について、一つ気づいたことがある。

　まあ、交際経験が一人で交際期間が一ヶ月も経ってない童貞がなに知った風に語ってんだという感じかもしれないけれど、それでも確信したことが一つある。

　それは──恋愛は主観でしか語れない、ということ。

　よくも悪くも、主観でしか語ることができないのだ。

　たとえば他人の恋愛ならば、いくらでも冷静な意見を言うことができるのだろう。客観的に俯瞰ふかんして、損得計算も交えた話ができるのだろう。

　なぜなら──当事者ではないから。

　第三者に過ぎないからこそ、いくらでも透徹した視点で愛憎模様を計算できる。

　彼女と出会う前の俺も、何度賢さかしげに恋愛を語ったかわからない。

　芸能人の不倫騒動やアイドルの熱愛がテレビで流れれば、「バカなことしてるな」「もっと自分の立場とか考えろよ」などと達観したような感想を抱いていた。

　漫画やアニメのラブコメを見れば、「どう考えても両想いなんだから、とっとと告こくればいいのに」などと冷めた感想を覚えたりもした。「いやいやここまでされて気づかねえって、主人公は鈍感とかいうレベルじゃねえだろ」と優柔不断な主人公に苛ついたことだってある。あるいはもっと俯瞰して、メタな視点で「ヒロインが告白しそうなとこで次回に引いたけど、単行本売れてるみたいだし、まだ編集部も終わらせたくないだろうから、有耶無耶うやむやにして引き伸ばすんだろうな。ラブコメなんて誰かと付き合ったら終わりだし」という小賢こざかしい視点で物語を見つめたこともある。

　第三者ならば、傍観者ならば、読者ならば、いくらでも冷静になれる。

　けれど──いざ自分が当事者になってみると、笑ってしまうぐらい冷静ではいられなかった。ちょっとしたことでグジグジ悩み、考えても仕方がないことをウダウダ考え、見当違いなことで右往左往と迷走してしまう。

　傍はたから見ている者の目には、大層滑稽こつけいに映ることだろう。

　たとえばもしも俺がラブコメの主人公だったとしたら。

　俺の恋愛模様を物語として眺めている読者は、全体を俯瞰して「このときはこうすればよかったんだよ」と正しい選択肢を導き出すこともできるのだろう。

　でも、当事者である俺は、どうしたって客観的にはなれない。

　俯瞰で物語を眺めることなんてできない。

　視点移動はなく、ずっと俺の一人称のまま。

　相手の心理描写を読むことは叶かなわない。

　どうしようもないぐらいに、主観でしか語れない──

「じゃあ、十時に待ち合わせってことで」

『うん。わかった』

「また明日」

『うん。おやすみ』

　電話が終わる。明日の予定を確認するための電話だったけれど、どこか上滑りしている空気があった。薄皮一枚隔てて会話しているような、妙な距離感がある。一昨日おととい牛丼を食べてからずっとこんな感じだ。別に喧嘩けんかをしているわけではない。だからこそ、タチが悪いのかもしれないけれど。

　明日──俺達はデートをする。

　記念すべき、二人の初デートだ。

　普段は利用しない少し遠目の駅で待ち合わせして、知り合いがいなそうなところで、二人で休日を満喫しようという話になっている。


「…………」



　部屋のクローゼットを開き、中を見つめる。本来俺の部屋にあるはずもないものを、じっと見つめて決意を固める。

　明日のデートで、俺は一つの行動に出ることを決意していた。

　傍から見れば、きっとバカなことなんだと思う。冷静な第三者の視点で考えれば、なんの意味があるかわからない無駄な行為なのかもしれない。

　でも──これが俺の決断だ。

　俺の、俺だけの物語だ。
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　約束の時間は十時だったけれど、早め早めの行動を考えていたら、三十分前にはもう待ち合わせの駅についてしまった。

　電車を降り、改札へと向かう。

　どうしても──人目が気になってしまった。

　今まで一度も利用したことがない慣れない駅だから──ではない。周囲から奇異の視線で見られてないか、違和感なく溶け込めているか、不安で仕方がなかった。

　人目を気にしながら改札を抜ける。

　織原おりはらさんにラインを送ると、彼女もすでに到着しているらしかった。

　心臓が跳ね上がる。

　この格好を彼女に受け入れてもらえるか、果てしなく心配だった。笑われたらどうしよう、ドン引きされたらどうしよう。そんな不安が胸をざわつかせる。

「……ふー」

　深く息を吐き、覚悟を決める。落ち着けよ、桃田ももた薫かおる。もう今更後には引けねえんだ。あとは全部、成り行きに身を任せるしかない。

　駅前の広場に出る。

　色とりどりの花が植えられた花壇と、その中心にある花時計。

　待ち合わせ場所は──花時計の前だった。

　すでに彼女はそこにいる。

　待ち合わせ時刻の三十分前に、俺おれ達は顔を合わせた。

　そして──

「なっ!?」

「えっ!?」

　顔を合わせた瞬間──揃そろって驚愕きようがくした。

　織原さんは目を見開いて愕然がくぜんとしている。俺もたぶん、似たような顔になっているだろう。尋常じゃない衝撃だった。

「ま、待ってください。ちょっと待ってくださいって……」

　必死に心を落ち着かせて、俺は言葉を絞り出す。

「なんで──また制服着てきてるんですか？」

　紺のブレザーにシャツ。茶色のセーター。プリーツスカートにローファー。

　髪型は毛先を遊ばせた若者っぽい仕上がり。

　今目の前にいる織原さんは、いつぞやの制服姿そのままだった。

　俺達が出会うきっかけとなった、女子高生のコスプレ──

「も、も、桃田くんの方こそなにそれ？」

　彼女の方も、俺と同じような困惑の声を発する。

「なんで──スーツなんか着てるの？」

　ダークブラウンのスーツに、小洒落じやれたネクタイ。革靴。

　髪型はワックスでオールバックに。

　精一杯背伸びをした、今の俺ができる限りの大人びた格好──

「どうしたの、そのスーツ……？」

「これは、えっと、親父に借りて」

　まあ借りたというか、黙って拝借はいしやくしてきたんだけど。最近太って着れなくなったって言ってたから、たぶん大丈夫。いずれは俺に回ってくるもののはず。

　ネクタイは昨日の晩、一生懸命結び方を練習した。うちの高校が学ランだから今まで締めたことなくて、なにげに苦労した。プレーンノットとかウィンザーノットとか、もうわけがわからねえよ。

「そうじゃなくて、なんで、スーツなんか着てきたの……？」

「それは……スーツ姿なら、織原さんと並んで歩いてて、少しは様になるかなと思って」


「…………」



「ご飯を奢おごるにしても、こういう大人の格好してれば、織原さんも遠慮なくご馳走ちそうになってくれるのかなって」

　牛丼を奢った日──よくよく考えてみれば、俺は制服姿だった。スーツを着た社会人の女性が、制服姿のガキに料金を払わせている様子は、世間から奇妙な目で見られてもおかしくはない。そういう意味でも、俺は気遣いが足りなかったと思う。

　だから今日のデートは、スーツで来ようと思った。

　せっかくカナに選んでもらったコーディネートを放棄して、親父のスーツを引っ張り出してきた。

　正しい選択かどうかはわからないけど──傍はたから見れば滑稽こつけい極まりない選択だろうけど、俺なりに考えて考えて見つけた答え。

　それなのに──

「織原さん……なんでまたＪＫコスしてるんですか？」

「だ、だって……この格好の方が、桃田くんと一緒にいて、自然かなと思ったの」

　混乱覚めやらぬ様子で、涙目となって語る。

「あの、さ……こないだの牛丼だけど、私、別に桃田くんに遠慮して牛丼を選んだわけじゃないからね？　本当に、心から牛丼が食べたかっただけで……」

「やっぱり」

「……わかってた？」

「まあ、なんとなく。すげえ美味おいしそうに食ってましたし」

「わかられちゃうとそれはそれで複雑なんだけど……と、とにかく、今日は、もしも桃田くんが奢るって言ったら、遠慮せずにそこそこのものをご馳走になろうと思ってね……だったらＪＫの格好して、学生カップルのフリした方がいいのかなって」

　それなのに、と織原さんは言う。

「なんで急にスーツなんか着てくるの、桃田くん？」

「そりゃこっちの台詞せりふですよ。なんでまたＪＫのコスプレしてるんですか？」

「私、学生っぽいデートプラン、いろいろ考えてたのに！」

「俺だって、大人っぽいデートプラン、いろいろ考えてたんですよ！」

　強い言葉を吐いて、俺達は睨にらみ合う。

　けれど、ほんの数秒後──

「……ぷっ」「ははっ」

　どちらともなく、笑った。

　笑うしかなかった。

　あまりに滑稽過ぎて。

　そして──あまりに幸福過ぎて。

「あははっ。あーあ、なんかさ、私達、こんなんばっかだね」

「そうですね」

　ほんと、こんなんばっかりだ。

　相手のことを考えてるつもりが、いつの間にか自分のことで手一杯になって、悶々もんもんとしてヤキモキとして、空回ってすれ違って──そしてなんだか、変なことになる。

　こんなんばっかり──

「でも、楽しいね」

「……はい」

　嚙かみしめるように、俺は頷うなずいた。

　楽しい。楽し過ぎる。

　織原さんと出会ってから、毎日がパンクしそうなぐらい充実してる。相手のことが好き過ぎて、だからこそたまに自分が嫌いになってしまい──でも、なんだかんだでまた、相手も自分も好きになっていく。

「どうします、今日？　織原さんが制服ってなると、俺が考えてたとこには行けなそうなんですけど」

「うーん。私の考えてたとこも、スーツじゃ厳しい気がする」

「とりあえず、歩きますか」

「そうだね」

「……えっと、じゃあ」

　勇気を振り絞って、それでいて精一杯さりげない感じを装いながら、俺は相手の手を握った。体温を感じる。織原さんは最初、面食らったように体を硬直させたけど、拒絶するようなことはなく、そのまま手を握り返してくれた。

　慣れない者同士、指のポジショニングで多少ワチャワチャしてしまうけれど、どうにか綺麗な恋人繫ぎをすることができた。

「は、初めて、だね。手を繫ぐの」

「そう、ですね……お互いの裸は見たってのに」

「～～っ!?　お、思い出させないでよ、もうっ！」

　付き合って三週間弱。

　俺達はやっとこさ、手を繫いだ。

　遅いのか早いのかはわからないけれど、まあ、なんとなく遅い気はする。相手が社会人女性であることを踏まえると、ちょっとスローペース過ぎるのかもしれない。

　でも、これでいいのだと思う。

　俺達は、俺達のペースで進んでいけば。

「桃田くん、意外とスーツ似合うね」

「ほんとですか？　自分じゃ、なんか着られてる感半端ねえなって思うんですけど」

「背が高いから様になってるよ。できる男っぽい」

「ありがとうございます。織原さんも……あー、に、似合ってますよ。すごく、今時のＪＫっぽいです……」

「あははー……あんま嬉しくないなあ」

　頰を引きつらせて笑った後、小さく息を吐く。

「はぁーあ。私達、周りからどう見えてるんだろうね？」

「さあ。どうなんでしょうね」

「社会人の兄と、女子高生の妹とか？」

「いやいや、兄と妹で手を繫いでたらおかしいでしょ。まあそういう兄妹も、世の中いるのかもしれませんけど」

「じゃあ、塾講師と生徒の禁断の恋？」

「もしくは、援助交際を疑われてたりして」

「あるいは……もう全部バレバレで、なぜかスーツを着てる男子高校生と、なぜかＪＫのコスプレをしてるアラサーのおばさんの奇妙なカップルとまるわかりだったりして……」

　自分で言って自分で凹む織原さん。

　でもすぐに顔を上げて、

「ま、どうでもいっか」

　と言った。

　晴れ晴れとした笑顔で。

　本当に幸せそうな笑顔で。

「そうですね」

　今この瞬間、世間も世界もなにもかもが心からどうでもよく思えて、そう思えた二人だけの瞬間をなによりも愛おしく感じた。

　俺達は手を繫いで、並んで歩いていく。

　スーツを着た男子高校生と、ＪＫコスをした27歳。傍から見ればとてつもなく珍妙でズレたカップルに見えるのだろう。どこぞの古い童話みたいなすれ違いのせいで、せっかくの初デートがこんな形になってしまった。

　これから先も、俺達は何回もすれ違ってしまうのかもしれない。

　何回何十回とすれ違い、時にお互いを傷つけてしまうこともあるのかもしれない。

　でも、きっと大丈夫。

　俺達なら、きっと大丈夫だ。

　なんの根拠もないけれど、なんとなくそう思った。

　織原さん──織原姫さん。

　年は27歳。

　ちょっぴり年上だけれど、最高にかわいい俺の彼女だ。
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あとがき










　僕自身、とうの昔に成人となり、年齢や社会的立場で言えば『大人』となるのでしょうが、いつから明確に『大人』になったのかと問われれば、上手くは答えられません。気がついたらなんとなくなっていたというか、地続きのままヌルっとなったというか、あるいはまだまだ『子供』のままなのか。まあ元より『大人』と『子供』の境目なんてあってないようなものかもしれませんけど。昔は男も女も十五歳ぐらいで大人扱いされたし、成人年齢もいつの間にやら十八歳に引き下げられましたし。ライトノベルという媒体にしても、名目上は『中高生向け』コンテンツということらしいですが。最近の購買層は中高生よりも成人の方が多いとか。はてさて、今このあとがきを読んでいるあなたは『大人』ですか？　それとも『子供』ですか？

　そんなわけで望公太です。

　メインヒロインがアラサーの年の差ラブコメ。ＪＫの制服を着せられて恥ずかしがってる２７歳って最高じゃね？　というコンセプトから始まった一作。十代ヒロイン信仰に取り憑かれたラノベ業界に一石を投じたい──みたいな高尚な意図は全くありません。ただの作者の趣味です。趣味全開で書きました。デビュー以来ずっと書きたい書きたいと騒ぎ続けてきた題材ですので、こうして世に出すことができて感無量です。ＧＡ編集部と『アラサーヒロインを書かせろ！』『……サブなら。サブヒロインならいいですよ』『それなら書く意味がない！　メインで書きたいんだよ！』と争い続け、やっとこさ企画が通ったのですが……いつの間にか僕の方がアラサーになっていました。年上ヒロインを書きたいのに僕自身よりは年下のヒロインという、面倒くさいジレンマを抱えてしまいましたが、自分の中の『十五歳』を呼び覚ましながら頑張って書いていこうと思います。

　では以下謝辞。担当の中溝様。今回もお世話になりました。この企画を通してくれたこと、本当に感謝いたします。ななせめるち様。素晴らしいイラストをありがとうございました。『最高！』以外言葉がありません。織原さんの『どう見ても女子高生なんだけど、言われてみれば確かに２７歳という感じはする』という絶妙なバランス感覚が本当にたまりません。最近のＯＬについて取材させて頂いた嫁の友人のＦ様。ご助力、深謝申し上げます。そしてこの本を手にとってくださった読者の皆様に最大級の感謝を。

　それでは、二巻でまた会いましょう。


望公太









著者

望　公太（のぞみ　こうた）

　デビュー以来ずっと「アラサーヒロインを書きたい」と言い続けて、願いが叶ってようやく作品として世に出せたと思ったら、いつのまにか自分がアラサーになっていました……。




イラスト

ななせめるち

　めるちです。イラストやマンガを描く人です。愛犬チワワのぽちＤくんと仲良く暮らしております。好きなチョコはカカオ濃いめのビターもしくは洋酒入りチョコ。でもお酒はほとんど飲めません。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「望　公太先生」係

「ななせめるち先生」係




http://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

ちょっぴり年上でも彼女にしてくれますか？　～好きになったJKは27でした～


望　公太
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